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　──『運び屋』が運ぶシロモノは、星の瞬またたく新月の晩に、『逃がし屋』より受け渡される。




　複雑に入り組んだ路地を、まるで追っ手を撒まくように、フードを深くかぶったみっつの影は無む軌き道どうに走り抜けていた。

「急いで。夜が完全に明けるまでに、『運び屋』に渡さなきゃならないんだから」

　先頭を走る影が、ときおりうしろを振り返るようにして鋭い声を発する。

「は、はいっ」

　遅れないようあとのふたつの影も必死についていっていたが、慣れぬ道を、光のない完全な闇のなか、足音とフードに薄く塗ぬられた発光塗料だけを頼りに移動するのはいささか恐怖心が勝る。

　ふたつの影の小柄なほうは、なにかやわらかいものを踏みつけては悲鳴をあげ、水みず溜たまりに足を突っ込んでは騒ぎ立て、積みあげられたガラクタにぶつかっては転ぶ……、とやたらと騒さわがしい。

　そのたびに真んなかの、小柄な影と手を繫つないでいた影がなだめ落ちつかせるのだが、先頭の影は、それを時間の無駄だとひしひしと感じていた。

　──早く逃げなければ、のんびりしてる暇なんてないのに。

　先頭の影──『逃がし屋』は耐えかねて立ちどまり、ふたつの影──罠わなに嵌はめられて風呂屋に売られた娘と、その婿むこになる予定だった青年にてきぱきと指示を与える。

「手を貸しなさい！　あたしとあなたの真んなかにその子を挟むの。あなたは、その子のうしろを走って。あなたはあたしの手をちゃんと握にぎるの、いいわね？」

　暗がりのなか、ふたりが素直に指示に従うのを、『逃がし屋』は気配だけで感じとる。娘が中空にむけて恐る恐る差し出した手のひらをしっかりと握る。

　不安と緊張で、そのちいさな細い手がじっとりと汗ばんでいるのがわかった。

『逃がし屋』は、すぐにでも走り出したい気持ちを抑おさえ、握った手のうえに、もう片方の手を添えた。

「だいじょうぶ、安心しなさい。あたしたちが必ず逃がしてあげる。そのひとといっしょになりたいんでしょ？」

　こくり、と、娘が無言で頷うなずくのが、繫いだ手から伝わる。あどけない仕し草ぐさだった。

　そういえば、依頼を受けたさいに聞いた話では、風呂屋に売られ、娼しよう婦ふまがいの仕事をさせられていたこの娘は、ずいぶん歳とし若かったはずだ。

　このちいさなからだに、どれだけの恐怖を味わわされたのだろう。そして、どれだけ、恋人に救出される日を待ち望んでいたのだろう。

『逃がし屋』は何年もまえの我が身を思わず重ねてしまった。娘に対する同情といとおしさが胸を突きあげてくる。

　おのれは飢えを癒いやすためと『任務』のためにこの仕事に従事したが、それでも年頃の少女たちのように、幼い恋に胸をときめかせ、想う少年の腕に抱かれることに憧あこがれた日もあった。

　処女の証あかしとされる冠状の帽子をかぶり、複雑な文もん様ようを刺し繡しゆうしたベストを真っ白のシュミーズのうえに重ね、深紅のスカートと純白のエプロンを纏まとい、飾り紐ひもを腰に巻いた花嫁衣裳で、成長し青年となった初恋のひとのもとへ嫁とつぐ日を夢見たこともあった。

　そのすべてが、けしてかなうことのない願いだと理解しているいまでさえ、こころは疼うずく。

　──だからかしら。

　誰を逃がすときよりも、娼婦とその恋人の逃亡を手助けするときほど、苛いら立だちや焦あせりに感情が支配されてしかたないのは。

「……『逃がし屋』さん……？」

　青年の頼りない声が、『逃がし屋』をはっとさせる。娘の手を握ったまま、思考をどこかに飛ばしていたらしい。

　──ぼんやりしている時間はなかったんだわ。

「ご、ごめんなさい。……手を、しっかり握っていてあげる。だから、安心してついていらっしゃい。あなたも、恋人の手を握っておくのよ、今度こそ、絶対に手を離さないで」

「はいっ」

　ふたりの返事を聞くや否いなや、『逃がし屋』は走りだした。

　手を繫つないでいる安心感が、娘を落ちつかせたようだ。

　娘と青年は、身分違いの恋をした。恋愛小説によくあるように、商しよう家かの跡あと取とり息子とその家の小間使いとして出逢ったのだ。

　ふたりは数々の困難を乗り越え、その身分違いの恋を世間に認めさせ、ついには結婚式を執とり行うというところまで辿たどりついた──辿りついたが、ふたりが結婚税を納め、役所によって許可証が発行されるその場に娘はあらわれなかった。

　暴漢に襲われ、二度と冠状の帽子をかぶることができなくなったからだ。

　その暴漢を雇やとったのが、ものわかりのいい親を演じていた自身の両親だと知った青年は、独力で『逃がし屋』を探し当て、依頼してきた。

（ぼくが、甘かったんです。彼女といっしょになれることに浮かれすぎて、ほんとうの親の姿を見抜けなかったから。もし、もし、まだ彼女がぼくを愛してくれているなら、金も身分もいりません、駆け落ちをします。手を貸してください）

（……真相を知った彼女が、もうあなたを愛していないということもあるのよ？）

（それでも、いっしょに逃げます。ひとときたりとも、手を離すつもりはありません！）

『逃がし屋』から間接的に青年の言葉を聞かされた『運び屋』は、青年に同情し、すぐに《狂った七面鳥ガール＝カルクーン》に連絡を取り、隣国ブリクセンへ逃がす算段をつけてしまった。

　渋しぶる『逃がし屋』にぎこちないキスをして、

（好きあってることがわかっているのにキスもできないなんて、おれには我慢できないね！　あんたもそうだろ？）

『運び屋』は軽薄な遊び人といった風情の顔をにやりとさせ、『逃がし屋』に向かってわかったような口を利きく。

　最近妙にその笑顔に弱くて引き受けてしまったが、去年と一昨年おととしと《鉄の冬ヤーン・ヴインテル》が二度も続いて以来、ブリクセンへと逃がす人間の数が増え、逃亡の手助けが頻ひん繁ぱんになってしまっている。

　おかげで、噂うわさにしか過ぎなかった『逃がし屋』と『運び屋』の存在は、気がつくと王おう都とエリングマルクの英雄として実体を持ったものになってしまった。

　おまけに、あんなやつに、尻尾しつぽを摑つかまれてしまうなんて。

　──『運び屋』だけでも守っておかなきゃ、本格的に捕らわれてしまうわ。

　暗闇の色が、ほんの少し薄くなる。路地が終わり、『運び屋』の待つ通りに出たようだ。

　朝の早い職人たちの工房が軒のきを並べるここは、すでに寝静まっており、彼らに注視するものは誰もいない。

　馬の足に布を巻き、荷台の車輪にも音が出にくいよう工夫を凝こらした状態で、『運び屋』は待っていた。

『運び屋』は、黒いつば広の帽子に、襟えりを立てた黒いマントを纏まとっている。その闇に溶け込むような服装のなかで、顔の上半分を覆おおっている銀細工の仮面ばかりがぽっかりと薄気味悪く浮かんで見える。

　あらわな口元がにやりと歪ゆがむ。御ぎよ者しや台だいから降りながら、彼はいった。

「遅かったな」

「これでも急いだの」

『運び屋』の頰ほおに挨あい拶さつ代わりの口づけをし、そのあとで荷台に青年と娘が乗り込むのを手伝う。

　夜の深さが、駆け落ちするふたりの表情を完全に隠していた。ふたりからもきっとフードの奥に隠したこちらの顔ははっきりしないだろう。それでなくては困るのだ。

「ありがとうございます、『逃がし屋』さん」

　娘が、涙まじりの声で感謝の言葉を口にするが、『逃がし屋』はきっぱりといった。

「その言葉は、無事ブリクセンにつくまで取っておきなさい。むこうについたらついたで、今夜のことは忘れて、ふたりで慎ましやかに暮らしなさい。いいわね？　『運び屋』、いいわよ、出して！」

「了解！」

　荷馬車はゆっくりと、音もなく走り出した。それはすぐに闇に溶け込んで、暗がりに慣れた『逃がし屋』の目でも、追うことはできなくなった。

　ほっと息をつく。冬が近い証拠だ。

　夜や気きに、吐く息ばかりが白く浮かびあがる。

『運び屋』のことは、嫌いではない。手を差し出されたら、ためらうことなく握り返す程度には好きだ。だが、それでも。

　──初恋って、なかなかやっかいな恋かもね。振られて終わっても、まだ胸の奥にある。

　かなわなかった幼い恋の傷がじくじく痛むのは、娘と青年を羨うらやむ自分がいるからだと気づかないほど、もうこどもではなくなっていた。











[image: ]






　それは、野生の勘かんだった。

「……」

　着飾ったひとびとに流されるようにして目抜き通りを歩いていたエリーザベトは、不意に立ちどまった。

「おいっ、いきなり立ちどまるなよ、危ないじゃないか」

「すまん」

　すぐうしろを歩いていた男女のふたり連れが危うくぶつかりそうになり、男が声を荒あらげる。エリーザベトはそれに短く謝罪すると、ひとの流れに逆らいながら、来た道を戻りはじめた。

　どこかで、女の悲鳴が聞こえたような気がしたのだ。

　西大陸の北東に位置し『雪国』と称されるリドホルム王国の王都エリングマルクは、いま、本格的に雪が降り出すまえのわずかな秋のなかにいた。

　五日後に盛大に行われる建国祭のフィナーレにむけて、街のあちこちに露ろ店てんが並び、旅芸人が座をかまえ、市民や観光客が大通りという大通りにあふれかえっている。

　生き真ま面じ目めで頑がん固こな国民性をあらわしたかのように、この都みやこの建物やひとびとの服装は、本来色彩に乏しい。おかげで『灰色の街』という不ふ名めい誉よな渾あだ名なを隣国より賜たまわっていたが、このときばかりははなやかだ。

　きらびやかな赤や黄色のドレスを纏まとった少女たちの周りを、鮮やかな青や緑のコート姿の青年たちが取り巻いている。露店の冴さえざえとした野菜の碧みどりを覗のぞき込む中年女のシュミーズは真新しい白で、迎える店主の角帽も仕立てたばかりかウールの色が深い。

　色が、洪水を起こしていた。

　めまいがするほどの色とひといきれから逃れ、背の高い建造物が影を作る路地に飛び込んだエリーザベトは、ひとつ深呼吸すると、目をつぶり、感覚を研ぎ澄ませる。

　大通りの騒音、路地の悪臭。頰をなでる淀よどんだ空気に、湿った風。それらをひとつひとつ遮断していった先に、かすかに届いた罵声。

「……のくせに、気取ってんじゃねーぞッ！」

　──こっちか。

　複雑に張り巡めぐらされた狭い道を、声を頼りに駆け抜ける。薄暗かったそこに徐々に光が射し込み、広がり、空気が変わる。エリーザベトは、見知らぬ別の通りに出た。

「──きゃっ！」

　そのとき、殴おう打だする音と悲鳴、そして、軽いものが投げ出される音が聞こえた。悲鳴をあげた女が、取り囲む四人の男たちに殴なぐられ、地面に倒れ込んだのだ。

「からだを売って商売している女のくせに、媚こびひとつ売れねーのかよ」

「おとなしくいうことを聞きゃあ殴られずにすんだのによ」

「いったろ？　おれたち、昨日、あぶれちまってよ。満足にあんたたちと遊べてねーんだよ。だからさ、ちょーっとばかり、お相手してくれれば悪いようにしないって」

「そうそう、あんただって、オレたちみたいないい男とやれるんだから、悪い話じゃねーと思うぜ？　なにも金を払わねーっていってるわけじゃねーんだしよ。時間外労働っての？　稼かせげるぜ？」

　女が負けじと言い返す。

「バカをいいなさいっ！　官かん許きよの娼婦には官許の娼婦の気き概がいがあります。お金を出せば誰にでもどこででも足を開くような、安い女とみくびらないでちょうだい！」

「気概だって？　みくびるなだって？　おもしろいことをいうな、売ばい女たが。抵抗するちからもねーくせに、どんな気概があるっていうんだ。見せてみろよ、あぁん？」

　身を起こしつつある女に蹴けりと嘲ちよう笑しようを加える男たちの言葉に、エリーザベトは、ひと影もまばらなこの通りが、夜に花咲く官許の色いろ街まちエレンのものであることを知った。そして、蹴られている女が娼婦であることも。

　こんな昼ひる日ひ中なかに、夜を生きる娼婦が出歩いているのは珍しい。だからこそ、こんな輩に絡からまれているのだろう。

　夜ならば、街を練り歩き、もめごとや喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいを買って出るエレンの雇われ用心棒が、すぐさまやつらを強制退去させるだろうが、その用心棒も、いまはまだ夢のなかだ。

　──捨て置けん。

　さいわい、男たちは、娼婦に暴ぼう行こうを加えることに夢中で、エリーザベトの存在に気づいていない。エリーザベトは、気配を殺して歩み寄る。

　女の正面の男が、女の胸むな倉ぐらを両手で摑つかみ、そのからだを引きあげた。

「娼婦は確か、服装は質素なものを、と決められていたよな？　こんな派手派手しい服を着ていいと思ってるのか？」

「……は、離しなさい……っ！」

「法律違反だ、脱がしちまおう──ぜッ!?」

　娼婦の抵抗を意にも介さず、男が襟えりぐりを摑んでいた手を左右に開こうとした瞬間、

「──っ！」

　エリーザベトは、男の両りよう肘ひじを蹴りあげた。

　よろめいて尻しり餅もちをつく娼婦と肘を蹴られた男の口から、声にならない驚きの声が漏もれる。

　あいだに割って入り、男のみぞおちに、拳こぶしを叩き込んだ。すぐさま肘を尖とがらせると、さがったその顎あごに肘鉄をめり込ませる。男はそのまま仰あおむけにひっくり返った。

「ひとりめ」

　突然のことであっけにとられていた左側の男を、膝ひざに下段、ガクリとよろめき傾いた即頭部に上段の二段蹴りで黙らせる。状況がまったく把は握あくできないまま、彼は真横に吹っ飛んでいった。

「ふたりめ」

　次は、女を容よう赦しやなくうしろから蹴っていた外げ道どうだ。座り込んだ女の肩に右手を置いて回転し、エリーザベトは飛び蹴りを放はなつ。

　他人に暴力を振るうことに慣れていても、自分が振るわれるのには慣れてなかったのだろう。男は、その首への一撃だけで撃げき沈ちんした。

「さんにんめ」

　四人目も、エリーザベトはためらわなかった。

　瞬く間に仲間を倒されて残ったひとりは、ゆらりと自身のまえに立ちふさがる小柄な少年めいたエリーザベトを、あからさまに恐怖していた。じりじりと距離をひらきながら、それでもせいいっぱいの虚きよ勢せいを張る。

「……な、な、なんなんだ、おまえは!?」

「通りすがりの食いしん坊マートヴラクだ」

　素直に答える義理もないので、ここ半年のあいだに新たにつけられた渾あだ名なを答える。答えざまに脅おどすように拳を振りあげれば、男は一いち目もく散さんに逃げ出した。悶もだえ苦しむ仲間を見捨てて。

　娼婦相手に殴る蹴るの暴行を働いていても、名を問うまでが虚勢の限界だったらしい。

　──惰だ弱じやくな。

　最近、平和な世になって王都の若者たちが堕だ落らくしたと嘆く声を聞くが、なるほどそれは事実のようだ。

　──やつは、そうではなかったのにな。

　逃げる男の背を見送りながら、エリーザベトは、ここ数ヶ月のあいだに我が身に起こったおおきな変化と、そしてその過程で出逢った青年のことを思い出していた。

　エリーザベトの正式な名まえは、エリーザベト・リリー＝アレニウスという。

　リドホルムや隣国ブリクセンでは、息子は父親の名を、娘は母親の名を、自分の名まえのあとにつけて名乗るのが習いである。本来ならそれだけで、姓せいというものがない。にもかかわらず、ごく稀まれに、それを持つ資格があり、なおかつ名乗る権利を得るものがいる。上流階級の人間である。

　ではそこで、『エリーザベト・リリー＝アレニウス』とは誰かと、エリングマルクの住人に尋たずねてみるとしよう。そうすれば、住人のほとんどが、声をあわせてこういうだろう。

「ドクロの君、我が国の王太子殿下だよ」

　だが、王太子自身にその身分を問えば、こういうはずだ。

「劇団《森のアザミスコーグ・テイステル》の看板役者レンナルト・ヴァルデマール付きの下働き」

　ほんの半年まえに、そんな類たぐい稀まれなる転職クラス・チエンジを果たしたところだったのだ。

　エリーザベトは、まごうことなくリドホルム王国の現主リリー・シーヴ＝アレニウスのひとり娘である。だが、故こ人じんである祖父エーリク前王の元で、外界との接触がほとんどない状態で育てられたせいで、十一歳まで自分が王女なのだとは知らなかった。

　しかし、エーリク前王の死去にともない、王宮に引き取られ、半強制的に王位継承者、つまり王太子となったとき、それ以上の転機がエリーザベトの身に訪れた。ある時──。

（今日という今日は、わたくしにもお時間をいただきますよ、王太子殿下）

　王宮の部屋の警けい護ごにあたる衛えい兵へいどころか、身の回りを世話する女官すらそばにおくことを拒こばんだエリーザベトの部屋に、よからぬ目的で入り込んできたとある貴族を、一生杖なしでは歩けないからだにしてしまったこと。

　エリーザベトのあまりの無表情ぶりを歌った戯ざれ歌──





《森のアザミ》の道化師の　奇妙なダンスをごろうじろ

空飛ぶ鳥さえおかしくて　飛ぶこと忘れて地に落ちる

それでも黙もくして笑わぬは　いずれドクロか王太子






　──を聞こえよがしに歌い、彼女を嘲笑った貴族の子息ふたりを、問答無用で床に沈めたこと。

　そのどちらもが、ひとへの恐怖から他者とじょうずに意思の疎通をしてこなかったエリーザベト自身が招いた悲劇であった。

　それゆえに、ふたつの事件を知った母親のリリーには、

（いつか、こんなことになるのではないかと思っていたわ……）

　と、あきれてためいきをつかれ、老宰相には、

（出て行け──!!）

　と一喝されて、王宮トリーヴァルト城を追い出されてしまったのだ。

　とはいえ、完全に追放されたわけではなく、老宰相エイジェルステット公の関係者であるレンナルト・ヴァルデマールに預けられる、という形ではあったが。そのレンナルトに、

（おまえの紺碧の瞳は、顔以上に表情豊かだ。気に入ったよ、エリーザベト。おれといっしょにくるか？）

　そんなふうに誘われて、劇団の下働きになったエリーザベトを待ち受けていたのは、街から街へ、村から村への旅の生活だった。

　命じられる労働の数々には正直閉口したが、巡る先々で出会うおいしい料理やすばらしい光景、ひとびとの弾けるような笑顔は、ちいさく閉じられていたエリーザベトのこころを、視野を、世界をぐんぐんと広げていった。

　そして、旅の途中で、やつと出逢ったのだ。

　世界を見たいという好奇心を抑えられず、劇団を脱走したのは一ヶ月まえ。国内最大にして唯一の貿易港アルーンでのこと。

　うまいものを食べさせてやるとの誘い文句に素直に乗って、危うく人身売買の商品となりかけたエリーザベトを助けたおひとよしで世話好きの傭よう兵へいがいたのだ。

（その子をどうするつもりだ？　まだこどもだぞ？）

　通りすがりに瞬間、目があっただけで救出しようとする勇敢さ。カッとなって有り金すべてを投げつけて武器にしてしまう短気さ。正気に戻ったときの落ち込み具合……。

　思い返すだけで、おかしい気持ちが込みあげる。

　照れ隠しに乱暴にあたまを撫なでる無ぶ骨こつな手のひらのぬくもり。野菜やら肉やらをいっぱい詰めた硬いパンを、半分に切ってくれたやさしさ。

　そうかと思うとブーツのなかにズボンの裾すそを入れないとガミガミ叱しかるし、ひとのことを動物かなにかと勘違いしているのかやたらと食べものを与えようとするし。

　エリーザベトの好奇心をひとりじめしてしまうほどの存在感を持った青年。

　──もうこの都に帰って来ているのか、セット。

　彼と、王家に弓を引く密猟者集団《賢者の森クローク・スコーグ》の天才少年アルノルト、そしてエリーザベトの三人で、《森のアザミ》の協力を得て、アルーンで行われていた人身売買の組織をぶっ潰つぶしたことは、まだ記憶に新しい。

　その後ふたりとは別れ、劇団に連れ戻されたエリーザベトは《森のアザミ》の地方巡業に付き従ってあちこちを放ほう浪ろうしてきた。そして、建国祭の大トリを劇団がつとめるために、一週間まえに王都へ帰ってきたのだ。

　劇団がフィナーレにむけて練習期間に入ったあいだ、追い出されたとはいえ、王太子という身分が剝はく奪だつされたわけではないエリーザベトは、約半年ぶりに王宮トリーヴァルト城に帰ることを許された。

　だが、セットの拠点も王都エリングマルクにあったと聞いていたせいで、エリーザベトはなんとなくじっとしていられなかった。傭兵の仕事でセットもあちこちふらついているとは思うが、会えるものならもう一度会ってみたい。

　セットのあの照れくさそうな顔を見てみたい。

　そのため隙すきをついては王宮からの脱走を企くわだてるが、

「どこへ行くつもりだ、エリーザベト」

　そういって、まるで猫の仔こを捕まえるようにエリーザベトの首根っこを引っ摑つかむのは、半年まえに「出ていけ」とエリーザベト追い出した直本人、老宰相エイジェルステット公であった。

　仮にも王太子殿下の首を摘つまみあげるなどという不ふ遜そんな振る舞いはいくら宰相閣下といえど、許されるものではない。

　だが、エイジェルステット公はリリー女王の伯父であり、エリーザベトにとっては大伯父。しかも、エーリク前王とリリー女王の二代に渡って宰相を務めているため、リドホルム王国の影の支配者とまことしやかに噂されている人物なのだ。

　エイジェルステット公が宰相として積みあげてきた実績と、王太子の大伯父という身分に許された無礼に、エリーザベトはきちんと答えを返す。

「城の外」

「城の外はわかっておる！　城の外の、どこへ行くのかと訊きいておるのだ!?」

「セットのところ」

「セットとは誰だ」

「ユストゥスの息子」

「ユストゥスとは誰だ」

「セットの父親」

「～～～そんなことを訊いているのではない!!」

　なのに、

　──いつもこんなふうに叱られるのは、なぜだ？

　問われたことに、できるかぎり正確に応じているだけなのに。

　大だい喝かつされた理由がわからず首を傾かしげていると、くつくつと押し殺したような笑い声が、エリーザベトの背後から聞こえてくる。

　誰だ、と誰すい何かする間もなく、老宰相が膝をつき、こうべを垂たれた。

　それだけで、断りなく王太子の私室に入室したのが誰であるか、エリーザベトにはわかった。振り返り、老宰相に倣ならい、膝を折った。

「──《初代フオスタ》」

　冬の月光を束ねたような銀色の髪をさらりと揺らして、絶世の美男子がにこりと微笑ほほえんだ。

「うん、かまわない。顔をあげよ」

　許可を得て顔を起こせば、銀髪の美青年の代わりに、青年に従って入室してきた女性──やはり類たぐい稀まれなる美女、国主リリーが苦笑まじりにいった。

「あたくしがお呼びしたのよ、伯父さまの胃に穴があきかねないから。そろそろ劇団の人手が足りない頃ではないかしら、って」

「まあ、どうせ、エリーザベトがいたところでなんの足しにもならないが、うちのお嬢たちのお気に入りだからな、コレは。ほら、エリーザベト、帰るぞ」

「うむ」

　母のいいぶんにも、美青年のいいぐさにもなにやら引っかかるが、城の外に出るための大義名分ができたのは渡りに船、だ。いそいそと美青年のもとへ行こうとして、

「──待て」

　エリーザベトの腕を摑つかんだ老宰相はその美青年、レンナルト・ヴァルデマールに問う。

「《初代》、あなたは、ユストゥスの息子セットという男はご存知か」

「セット？　ああ、まえに手紙で知らせたろう。アルーンの人身売買事件で、おれたちを巻き込んで事件を解決した傭兵と《賢者の森》の密猟者がいた、って。その傭兵のほうだよ。やつが、どうかしたか？」

「エリーザベトが、その男のもとへ行く、と……」

「へえ、セットのところに？　エリーザベト、どこにいるのか知ってるのか？」

「さて」

「知らないのか？」

「うむ」

「じゃあ、行きようがないだろう、どうする気だ？」

「探す。セットはエリングマルクが拠点だ」

　もういちど《初代》は、へえ、と楽しそうにいう。

「じゃあ、急いで探さないとな。傭兵は仕事ができると、すぐいなくなるからな」

「うむ！　──？」

　しかし老宰相が、手を離してくれない。それどころか、怖い顔をしてエリーザベトと《初代》を見ている。

「《初代》、忘れているようだが、コレは次期女王だ」

　だから、どこの馬の骨かもわからない男のもとへ行かせるな、と老宰相の顔と大伯父の顔の両方を見せて、エイジェルステット公はいった。

　けれども、《初代》はあっけらかんという。

「だいじょうぶだ、むこうはコレのことをなんとも思っていないから」

　エリーザベトにとって腹立たしいいわれようだが、もっと腹立たしいことに、老宰相兼大伯父はそれで納得し、あっさり城の外へ出してくれたのだ。

　そんなこんなで王太子エリーザベトは、建国祭で上演する演目『蝶と銀ぎん狼ろう』の稽けい古こに忙しい劇団《森のアザミ》の下働きの娘に戻った。それが今け朝さのことだ。

　そして正午。看板役者のレンナルト・ヴァルデマールとともに大道具作りに追われていたら、猛もう烈れつに腹が減ってしまった。

　あまりのひもじさに空腹を訴えれば、

「これで適当に食ってろ」

「……！」

　とパンがひとつふたつ買えるか買えないかくらいの鋳ちゆう貨かを渡され、稽けい古こ場ばから追い出された。

　しかたなしにいわれるがまま、適当に特大の白パンを買い腹に収めたが、その程度でエリーザベトの胃袋が満たされるわけがない。

　と、いうわけで、セットがエリングマルクにいるならなにか食べさせてもらおうと、会いたいという気持ちよりも食欲を満たすことにすり替わった目的を抱えて徘はい徊かいしているときに、娼婦の叫び声を聞いたのだ。




「……あの、助けてくださって、ありがとうございます」

　手酷ひどい暴力を受け、座り込んでいた娼婦がおもむろに顔をあげた。

　ゆるい癖くせのついた茶灰色の髪に、垂れ目がちな新緑の瞳。デコルテを思い切りよく開いたヘザーピンクのドレスから覗く、まばゆいほどの白い肌、こぼれんばかりのたっぷりとした胸。

　今朝まで顔をあわせていた母親のリリーや、絶世の美男子であるレンナルトには比べるまでもないが、やわらかそうな丸い頰が愛くるしい、かなりの美女だ。

　これほどの美び貌ぼうであれば、彼女目当ての客や身み請うけを申し出る富ふ豪ごうに不自由しないだろう。エリングマルクを拠点とするセットだって一度や二度、顔をあわせているかもしれない。

　なにせセットは、やはり美人で、アルーンの人身売買の犠ぎ牲せいになりかけたアネッテに会ったとき、ずっと目で追いかけていたのだから。

「……もし？」

　勝手に想像し、勝手にむっとしたエリーザベトがなかなかなにもいわないのをいぶかしんでか、美女が小首を傾かしげてみせる。

　それが視界に入ったので、エリーザベトは、「うむ」と応じ、娼婦を立ちあがらせるために手を貸そうとしたが、

「グ──」

　──口のかわりに、腹が返事をした。

「あら！」

　恐怖に青ざめていた娼婦の顔に、やさしい笑みがひろがる。

　短い赤毛に淡黄色のコート、紫紅色のウールのズボンの裾はブーツから飛び出しているといった、まるで幼い少年のようなナリのエリーザベトに、その口調はくだけたものになった。

「おなかがすいているの？　ほんとうに〝食いしん坊〟さんだったのね。助けていただいたお礼に、なにかご馳ち走そうしましょうか？」

　その申し出を断るほど、エリーザベトは謙けん虚きよではない。

「うむ」

　今度こそちゃんと口で返事をして、娼婦の細いからだを引きあげた。

　殴られ、蹴られしていたわりに、おおきな怪我を負わなかったのだろう。娼婦はエリーザベトに引きあげられてからは、しっかりと自力で立つ。

「あたしはメルタ。《気まえのいい花嫁フエネロース・ブルードグム》の娼婦です。あなたは？」
















　──メルタ？

　聞き覚えのある名まえだった。

（……メルタ？）

　セットが、アルーンの酒場《怠けものの犬ラート・フンド》に泊まった朝、寝ぼけて呼んだものだ。

「……」

　メルタはよくある名まえだ。ありきたりなものだ。セットが名を呼んだ女と同一人物のわけはない。そう思うのに、エリーザベトはどこかひっかかり、正直に答えられなかった。

　不本意ながら、よく男に間違われることもあるので、

「セット」

　と名乗ると、

「まぁ！　ほんとうに？　あたしの知りあいにもセットっているのよ！　素敵な偶然ね!!」

「……」

　メルタは驚き、ついで笑みを弾はじけさせた。表情のないエリーザベトには絶対に浮かべられないような、明るい朗ほがらかな笑顔だった。

　エリーザベトはなにもいわなかった。代わりに心中でつぶやく。

　──セットは、ほんとうに面食いだ。




　それは、ほんの少しだけ目覚めた、女の勘、だった。
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　エリーザベトは、自分がうつくしい笑みを浮かべられるのを知らない。

　そしてそれは、エリーザベト本人だけでなく、エリーザベトを知るすべての人間が知らないはずだった。──セットを除いて。

　国内最大の貿易港アルーンで行われていた人身売買の犠牲となりかかっていた娘たちを救い、その父親の待つ村へ送り届けた日のことだった。

　去っていくアネッテたちのうしろ姿を眺ながめながら、エリーザベトは確かに微笑んでいたのだ。

　それを目にしたすべてのひとが、今後どんな困難が襲ってきても、明日を生きる希望を忘れないでいられるような、そんな奇跡のようにうつくしい笑顔で。

　それはすなわち、セットにとって幼い頃に予言され、ずっと捜し求めていた『運命の女』との邂かい逅こうでもあったのだが、

（捕まえたぞ、この給料泥棒!!）

　エリーザベトの後見人だというレンナルト・ヴァルデマールがそういって彼女を拉ら致ちするように馬車に乗せてしまえば、感動もどこかへ行ってしまった。おまけにアルノルトも、

（ああっ！　お待ちあれ、愛いとしのエリーザベト!!）

　などと叫びながら行ってしまった。

　感傷も名残なごりを惜しむ暇もない、あまりにあっさりとした別れのひとときであった。

　それゆえにきっとまたいつか、ふたりとは旅の途中で出逢うだろうと確信しつつ仕事探しに戻ったセットは、その翌日、隣国ブリクセンのちいさな町の酒場で、リドホルム入りをしようとしている商人一行と出会った。

　まだ二十代そこそこの商人ブロル＝ケイと、ブロルが雇っていた三人の護ご衛えいたちとも意気投合してその場で雇われたのは、ほんとうに幸運だった。

　しかも、かなり急ぐ旅であったため、荷物の護送と周辺の哨しよう戒かいといったスタンダードな仕事内容の割りに、相場よりかなりの好待遇。文句のいいようがない。

　かくして、ブリクセンへと続く一本の街道を西に進み、エリングマルクを抱える王領イェールオースで南下する、マイエル伯領ハルネスまでの、二週間弱の強行軍がはじまったのだ。

　なにを運んでいるかはセットの信条として聞かなかったが、どうやらかなりの高額商品であったらしい。

　ハルネスまで無事に届け、商談をすませたブロルは、

「ありがとう、儲けさせてもらったよ！」

　満面の笑みをもって、契約以上の金を、護衛の全員に支払って回ったのだ。セットにとっては、二十日ぶりに見る山盛りの鋳貨だった。

「あんたみたいな雇い主なら、いつでも大歓迎だ。また機会があれば雇ってくれ」

　お互いに笑顔で契約を終えられる仕事は、昨さつ今こん稀である。

　おかげでセットは、その日、少しばかりグレードの高い宿を取り、少しばかり贅ぜい沢たくな食事にありつき、ふかふかのベッドがある個室でゆっくり休むことができた──はずだった。

　ところが──、

「…………はい？」

「ユストゥスの息子セット。裁判を受けるまでもなく、おまえは強制労働か鎖さ刑けいになるだろうよ。それまで、しばらく、そこに入っておくんだな」

　そういって、役人が鉄てつ格ごう子しの扉に鍵をかけたとき、セットは、いろいろな意味で混乱していた。

　──なんで、強制労働か鎖刑になるんだ？

　──なんで、牢ろう屋やにぶち込まれてるんだ？

　──なんで、犯罪者扱いなんだ？

　混乱するあまり、言葉が出ない。呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、閉じられた鉄格子を、鍵をふりふり牢のまえから離れていく役人を、ただ、眺める。

　犯罪者を捕らえた誇らしさからか、セットの視界から消えてしまった役人の足音は軽い。口笛まで聞こえてきた。

　牢の並ぶ地下の入り口付近で、じゃらっと鍵を壁にかけ直す派手な音がして、そこでようやくセットは正気に戻った。

「ちょっと待てーっ!?」

　鉄格子に飛びつき、ちから任まかせにそれを揺さぶる。ガチャンガチャンと鳴るけれど、びくともしない。

「うるせーぞぅ！　船底にぶち込まれたくなけりゃ、おとなしくしておけ!!」

　役人が離れたところで声を荒げる。

　だがセットは、鉄格子に顔を押しつけ、腕を伸ばし、必死で役人に訴うつたえた。

「贋にせ金がねだなんて知らなかったんだっ！　おれは無実だーっっ!!」

　──ブロル＝ケイから支払われた報ほう酬しゆうは、すべて贋金だったのだ。




　セットが入にゆう牢ろうしたのをきっかけに、贋金を使ったとして、ブロルに雇われていた護衛たちがつぎつぎに連行されてきた。

　最初のひとりは二日後だった。

「違うって！　おれじゃないって！　おれは贋金なんか使ってないし、知らないって!!」

　短く刈った金髪に、吊りがちな茶色の瞳、どことなく幼さを残した日焼けした顔。コートが余ってしまうほどの瘦やせた体たい軀くの少年傭兵イクセルが、まるでスリで捕まったこどもがされるように、首のうしろを摑つかまれて入ってきた。

「それがしは、贋金なんぞ、作りも使いもせんぞ。偽にせ酒ざけなら造るやもしれんがの」

　その翌日にまたひとり、酒焼けした赤ら顔の隻せき眼がんの老兵ビョルンが、歳の割りにがっしりとしたからだをふたりの役人に引きずられるようにしてやってきた。贋金で思う存分吞のんでいたのだろう、泥でい酔すいしていた彼とは、アルコールが抜けるまで再会の挨拶はできなかった。

　冗談で、四人目も来るかな、と三人で話していたら、セットに遅れること六日後に、最後のひとりがやってきた。

「わしが贋金だと!?　そんなせこい犯罪を犯おかすくらいなら、大暴れしてとっ捕まってくれるわ!!」

　宣言どおり、地下牢に運ばれているさいちゅうに大暴れしたらしく、自慢の波打つ赤い長髪は乱れ、たっぷりとした髭ひげもくたくたになっていたが、腹の突き出た堂々たる体格は、隣国ブリクセン出身の傭兵モーエンスのものだった。

　みな、いちように混乱していた。

「……まさか、あの坊っちゃん、それがしどもをたばかったのかの？」

「そんな根性の捻ねじ曲がった男には見えんかった！　きっとブロルもだまされとるんだ！」

　ひとつの牢に突っ込まれ、ようようのことで現実を見はじめた彼らは、なんとかこの牢を、ひいては裁判を、そのあとに待ちかまえる幾とおりかの刑罰を逃れるために、必死であたまをつきあわせた。

「つかサ、おれサ、結構指先の感覚鋭いほうなんだけどサ、あの贋金触ったときなんの違和感も覚えなかったんだ。おまえさんらサ、使ってるときに、アレ？　とか思った？」

　セットよりひとつ年したのイクセルが、自分の指をこすりあわせながら問うてくる。

　彼の仕草を真似しながら、残りの三人は首を振る。

「思わなかったな」

「まじまじとは見とらんが、一瞬見たぐらいじゃ見わけもつかんかったの」

「そうだとも！　疑い深い酒場の親父もなにもいわず受け取った！　金にうるさいやつらとて気づかんのだ、わしらにわかるわけがない！」

「──でもサ、それにしてはサ、セットの逮捕が早くね？」

「……！」

　イクセルの言葉に、目を見開く。

　──確かに、あの早さは異常だ。

「わしらが贋金を摑まされたことを知っていたというのか!?」

　いきり立って立ちあがったモーエンスを、セットは手で制する。

「それはないと思うな。それなら、支払いの時点で、とっ捕まっていたはずだ。おれは寝てるところを叩き起こされたんだ」

「それがしも、夢のなかに土足で踏み込まれたの」

　最年長ビョルンはその夢を思い返すように、瞼まぶたを閉じて、うんうんと頷く。

　イクセルは重ねて訊いた。

「うん、それでサ、ちょっと思い出したんだけどサ、最近、組合に顔出したひと、いる？」

　尋ねられた三人は、声をあわせた。

「いネやイ」

「だと思った」

　情けない年長者たちの返事は予想どおりだったのだろう。イクセルは軽く流し、こめかみにひとさし指を突き立てると、ぐりぐりと動かしはじめる。自分の記憶を辿るように、日焼けした健康的な眉み間けんにしわを寄せる。

「チラッとしか見てないから記憶違いかも知れないんだけどサ、いまサ、贋金が多発？　乱発？　されてるらしいんだ」

「多発……？　このあたりでか？」

「場所は分かんない。ただ、贋金を報酬として渡されることがあるから気をつけろってサ、張り紙されてた」

　組合というのは、傭兵に限らず、どんな職業にも必ず存在する民間の組織だ。

　入会時に登録料を、月々に保険料を支払うことによって、イクセルのように情報を得たり、仕事の都合をつけてもらったり、万一のときの保証人になってもらったりと、なにかと頼りになる存在なのだが、それなりの拘こう束そくもないわけではない。

　よって、束そく縛ばくを嫌うセットは組合に所属していない。

　所属しているビョルンは保険料を滞たい納のうしているので、組合事務所に顔を出せない。

　ブリクセン出身のモーエンスは、リドホルムの組合に登録するはずがない。

　もう少し早くいってくれ、とは誰もいえなかった。

「……」

　そのままどうすることもできず、ただ、ブロル＝ケイが良心的な人物で、彼もだまされた側の人間として、セットたち四人の無実の証明をするために役所にやってきてくれる、そんなはかない望みを抱いだきつつ、朝を迎えた。

　ところで、リドホルムには、《幸せな夜明けリツクリグ・グリーニング》という言葉がある。

　本来は、死と悲しみと絶望しか生み出さない《鉄の冬ヤーン・ヴインテル》が終わり、世界がいっせいに色づく日のことをさしていうのだが、イクセルとビョルンにとっては、まさしくこの日の朝こそが《幸せな夜明け》だったろう。

「ユーハンの息子イクセル、マッツの息子ビョルン、傭兵団より無実が証明された。出てもいいぞ」

　彼らを牢に突っ込んだ役人とは違う役人が、そういいながら牢の鍵をあけたのだ。

　ふたりは嬉き々きとして外に出ると、ほんの少しだけ申し訳なさそうな表情を浮かべて階上へとあがっていった。

　きちんと保険料を支払っているイクセルならともかく、滞納しているビョルンまで釈放されるのは納得いかなかった。だが、そういうところに融ゆう通づうが利くのがおおきな集団に所属する利点である。

　たぶん、ビョルンは、これからしばらくただ働きをさせられることになるだろうけれど。

　セットは自分の手のひらと拳を打ちあわせて悔しがった。

「チクショウヤーヴラー、傭兵団にい続けりゃよかった」

「冷たいやつらめ！　ついでにわしらの無罪も証明してくれればいいのにっ！　非情なリドホルム人めっ!!」

　そう罵ののしりながら鉄格子を蹴っていたモーエンスに救いの手が差し伸べられたのはその二時間後のこと。

「ハーデクヌーズの息子モーエンス、ブリクセンの商人組合から引き渡しの要よう請せいが入った。じゅうぶんな金額が支払われたので、出てもいいぞ」

　国内で罪を犯したとはいえ──実際は犯してはいないのだが──、兄弟国と呼びあうほど仲のいい隣国の国民を、勝手に裁く気概は持ちあわせてはいなかったらしい。役所が内々に商人組合に連絡を入れ、モーエンスを釈放させたのだと簡単に予想がついた。

「さきに出るが……、セット!!　どこか、きさまが頼れる当てはないのかっ!!　わしが探してきてやるぞっ!?」

　牢をあとにしながら、陽気なブリクセン人が顔を曇らせる。

　気持ちはありがたいし、探してきてほしいのはやまやまだが、ハルネスはほとんどはじめて足を踏み入れた土地だ。セットには知りあいのしの字もいない。

「セット！　あきらめるなよ！　必ず裁判のまえに助けに来てやるからなっ!?」

「恃たのみにしてるぞ、モーエンス！」

　去っていくうしろ姿に声をかけ、セットはおとなしく牢の床に座り込んだ。きれいに敷き詰められた石畳の床はひんやりとしていて、尻がしもやけになりそうだ。

　──しもやけになるのが早いか、裁判がはじまるのが早いか、どっちがさきになるかな……？

　できればどちらもごめんこうむりたい。

　漏れるあくびをかみ殺しながら、セットはとりあえず、いま自分ができることをしておこうとそのまま壁にもたれた。腕を組み、目を閉じる。要するに、寝るのだ。

　─報は寝て待て、というからな。

　果たしてそれは、事実だった。

　どれくらいまどろんでいただろう。赤い髪の少年めいた少女と赤茶色の髪の少女めいた少年が口々になにかを叫んでいる、やたらとうるさい夢にうなされていたとき、牢の入り口付近で、じゃらっと鍵束を取りあげる音がした。

　──……。

　ふ、と覚かく醒せいする。

　顔をあげ、鉄格子のむこうを見る。バタバタと激しい足音とぎゃんぎゃんわめく聞き覚えのある声に、苦笑して立ちあがった。

　──どうやらしもやけも裁判も免まぬがれたようだ。

「……から、わたしもだまされたんだ！　彼を解放してやってくれ!!　セット！　助けにきたよ!!」

　深い緑色の、朝顔型に開いた立ち襟のジャケットで優雅に決めたブロル＝ケイが、空色の双そう眸ぼうにいっぱい涙を浮かべて、取り乱したように鉄格子に張りついた。
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　さきに牢を出たビョルンとイクセル、そしてモーエンスの三人が、なんとか救い出してやってくれ、とブロルに懇こん願がんしてくれたのだそうだ。

　一週間抑留されているあいだに、ずいぶん髭がのびた。一日に雑ざつ穀こくパンひとつといった食糧事情が、ブロルとの旅のさなかに、すこしふっくらとさせた頰を元のとおりに削ってくれていた。

　外に出て、すっかり冬の気配を漂ただよわせた空気を胸いっぱいに吸い込み、セットは我が身が自由であることに感謝した。

　だからといって、一文無しの身分が返上されたわけではない。

「セットごめんね、ほんとうに悪かったね。ちゃんと払ってあげたくても、わたしにももう金がないんだ」

　ブロルは顔を真っ赤にして謝り続ける。ブロルとてだまされたのだ、文句のいいようがない。

「かまわない、気にするなって。ブリクセンからここまでずいぶん贅沢させてもらったし、なにより牢から出してもらえた。それだけで、どんなにありがたいことか」

　もし、ブロルが迎えに来るのが正午を越えていたなら、間違いなくセットは裁判所に引きずり出されていただろう。弁護士のいない一方的な裁判を受け、くだされる判決は、よくて強制労働所送り、悪ければ鎖刑で船底送りだ。

「そういってもらえると……」

　セットの言葉にようやく胸をなでおろしたのか、ブロルはほっとしたように笑う。どうしてこんなおひとよしが商人をやっているのだろうかと首を傾かしげるほど、緊張感のない笑顔だ。

「……それより、」

　セットは、聞きわけのいい、懐ふところの深い傭兵を演じることにした──ブロルを心配するふりをしたのだ。

「これからあんたはどうするんだ？　あんたも仕事の報酬として贋金を摑つかまされたんだ、結果としてそれは仕事が失敗した、ってことだろう？　だいじょうぶなのか？」

　──護衛代を支払う金はさすがになくても、ブロル自身が商売の拠きよ点てんに戻るくらいの金なら隠し持っているはず。

　いままで隊商の護衛を何度も務めてきた経験から、さすがのブロルでも、それだけのへそくりは持っているだろうと予想できる。ここで彼により気に入られることで、ふたたび雇われようと思ったのだ。

　拠点に帰るということは、護衛代の支払いは、辿りついた先の店や屋敷や商館からなされることとイコールだ。すなわち、

　──絶対に取り逃しがない。

　それどころか、

　──今回のぶんまで請求できる！

　こころのなかで固く拳を握り、ブロルの反応を見守る。

「──セット！　きみってひとは……！」

　ブロルは、セットの言葉を額面どおり受けとめてくれたようだ。目を見開き、表情を輝かせ、感動したとばかりに声をうわずらせる。

「わたしのことまで心配してくれるんだね！　ほんとうにきみは気持ちのいいやつだよ、セット！　きみをブリクセンで雇って、ほんとうによかった!!」

　──よっしゃ、好感触！

　緩ゆるみそうになる顔を根性で引き締め、ブロルにとっての誠実な護衛を演じ続ける。

「そういってもらえてよかった。おれとしても、この道中、あんたと仕事ができてよかったと思っているんだ。そこで……」

「──安心しておくれ、セット！　もともとわたしはここの生まれでね、あとは家族のもとに帰るだけなんだ!!」

「……なんだって？」

　思いがけない言葉に、セットの〝誠実な護衛〟の仮面がずり落ちる。

　だが、それにまったく気づいてないブロルは、実に楽しそうに言葉を続けていく。

「もうずっと離れていたからね。商売が失敗してしまったのは残念だし、その件に関してはちょっと叱られるかもしれない。けど、こうやって生きて帰ったことは、とても喜んでくれると思うんだ。だって、だってね……、新婚なんだ」

　ブロル＝ケイは、少女のように顔を赤らめ、恥じるように顔をそらした。

　セットは、落とした仮面を拾う気が失せた。

　──な、殴りてェ……。

　こころのなかで、ではなく実際に震ふるえる拳を懸命に理性で押さえ込む。

　──ここで殴っちまったら、また牢屋に逆戻りだ。

　ひとしきり新妻についてのろけていたブロルは、引きつり笑いを浮かべたまま衝しよう動どうと戦っているセットが視界に映り、ようやく我に返ったのか、「そうそう」と唐突に話題を変えた。

「うっかりしていたよ、セット。きみに、仕事の話があったんだ」

「そうか──って、仕事!?　なんの!?」

　セットはなりふりかまわずその話に食いついた。いじきたないようだが、生きていくためには金がいるのだ。

　目の色を変えて乗ってきたセットに、ブロルはいくぶん自慢そうにいう。

「詳しいことはわからないんだけど、捕りものをするから腕が立つのを集めてるって」

「どこで」

「さっきの役所」

「……なんでそれをさきにいわない？」

「きみを助け出すことに必死で忘れてたんだよ、ごめんごめん！」

「……」

「いまはまだ募集しているさいちゅうじゃないかな？　行ってごらんよ。わたしの紹介で、っていえば、締め切っていても入れてもらえると思うよ」

　ひらひらと手を振るブロルに感謝の言葉もそこそこに来た道を引き返したセットは、十分もしないうちに、捕りもののメンバーに採用された。そして、

「おう、おまえさんも来たのか、セット！」

　少年傭兵イクセル、老兵ビョルン、そして、ブリクセン人傭兵モーエンスの三人とも再会した。いるかも、とは予想していたが、ほんとうにいるとは、うれしいものだ。

　どれだけおおごとの捕りものになるのかわからないが、ちいさな控ひかえの間にあふれかえる傭兵たちの隙間を縫ぬうように移動すると、三人が車くるま座ざになってくつろいでいる輪に加わる。

「あんたたちが、ブロルに訴えてくれたんだって？　ありがとう、おかげで助かったよ」
















「なんでもない、なんでもない。気のいい傭兵仲間が、戦いくさ以外で命を落とすのはしのびないしの」

「お互い時代遅れの偏へん屈くつ同士！　ちからを貸しあうのは、当然のことだ！」

「ビョルンに同意。モーエンスのはサ、後半のみ同意」

「なにをこの若造が！」

「半日離れていただけなのに、懐なつかしい気がするのはなんでだろうな？　……で？　これだけたくさんの腕利きを集めて、いったいなんの捕りものをおれたちは命じられるんだ？　ひと食い熊か？　ドラゴンか？」

　再会と無事をひとしきり喜びあって、セットはすぐさま情報を仕入れにかかる。なにせこの辺の土地事情も、今回の捕りものの詳細も、まるで情報がないのだから。

「セットは確か、エリングマルクの出身だったな！　『運び屋』ってやつの噂、聞いたことがないか!?」

「『運び屋』？　いや……」

「まえにちょっとだけ寄ったときにの、それがしもチラとだけ聞いただけだがの。身請け金と税金が払えんで結婚できん娼婦とその恋人や、国内で罪を犯したもんを、ブリクセンへ逃がしとるのがおるんだと」

「犯罪者もか!?　なんと愚おろかな!!」

「るせーよ、モーエンス。でもサ、それサ、ほんとうにとっ捕まえていいもんかね？」

「なにをいう、イクセル！　罪人を捕まえないで、誰を捕まえる!?」

「だから、るせーって！」

「それがしも、モーエンスに同意するの。どんなに苦しかろうとしんどかろうと、ひとは《幸せな夜明けリツクリグ・グリーニング》が来るのを待って、まっとうに生きとるのがほとんどよ。みんなが我慢しとるのを我慢できんからと、罪を犯すのは違うのぅ」

「そりゃそうだけどサ……」

　諭さとすように最年長にいわれ、最年少はごにょごにょと言葉を濁にごす。真っ向から否定できないのは、罪を犯すものへの怒りが、イクセルのこころのなかにもあるからだろう。なにせ彼らが牢へぶち込まれる原因となった贋金を作った張本人は、裁かれもせず、どこかの街でのうのうと暮らしているはずなのだから。

　傭兵はアウトロー的存在だが、それは職業がそうであるだけで、中身は善良な一市民なのだ。

「……セットはサ、どう思う？」

　それでもイクセルのなかには、納得のいかないものがあるのだろう。歳の近いセットなら理解、あるいは同意を得られると踏んだのか、ちらりと視線を寄越してくる。

「おれは……」

「──いかん！　いかんぞ、セット!!　『運び屋』が逃がした犯罪者がわしの祖国ブルクセンで悪さをするかもしれんじゃないか!?」

「るせー！　もう、マジでサ、るせーよ、モーエンス！　おれはセットに訊いてるんだ!!」

「セットに意見を求めるまでもなく、『運び屋』は悪だ！　悪以外のなにものでもない!!」

「～～～～～大音量で怒鳴るな、このヒゲダルマ!!　今日という今日はもう我慢できねぇ！　表おもてへ出ろ、叩っ斬きってやる!!」

「きさまとは一度話をつけたいと思っておったわ！　よかろう！　あとで吠ほえ面づらをかくな!!」

　イクセルとモーエンスが怒鳴りあいながら、傭兵の垣根を搔かきわけて役所の中庭に出ていくのを、セットは苦笑しつつ見送った。

　そこへ、ビョルンが重ねて問うてきた。

「……おれは、のさきは、なんというつもりだったのかの？」

　セットは、ビョルンを振り返った。

　酒焼けした顔は赤く、額ひたいから頰にかけて、どうしてこれが致命傷にならなかったのか不思議なくらいのおおきな傷がある。

　けしてまっとうとはいえない仕事で、それでもおのれを律してきた男の姿がそこにあった。

「おれは……──？」

「……やれやれ、ようやく集合か」

　セットがビョルンの問いに答えようとしたとき、役所じゅうに鐘かねの音ねが響き渡った。

　係の者があとで集合の合図をするといっていたが、これのことだろう。控えの間にいた傭兵たちが、おのおのの荷物を手に、ぞろぞろと部屋を出て行きはじめる。

「モーエンスたちを呼んでこんといかんの」

　セットの答えを、そこまでは欲していなかったのだろう。ビョルンは「よっこらしょ」と立ちあがり、鬱うつ憤ぷん晴ばらしの剣けん戟げきが続いている中庭へと歩きだした。

　セットはその背なかに答えた。

「おれには娼婦のともだちと、密猟者の知りあいがいるんだ」

　茶灰色の長い髪がきれいなメルタと、やけに女装が似あっていたアルノルト。

　メルタが恋人と駆け落ちをしたいと願ったとき、アルノルトが密猟という罪で裁かれそうになったとき、『逃がし屋』と『運び屋』がいたなら、どれほどこころ強いだろう。

　ビョルンは、「わかった」といいたげに、振りむくことなく手をあげた。
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　腕自慢の傭兵たちが捕りものの対象について聞けたのは、役所を出る少しまえだった。

「これから捕りものを行うのはぁ、場所は国境付近の村ランツぅ！　捕らえるのはぁ、『運び屋』と呼ばれている者ぉ！　『運び屋』とはぁ、いまぁ、われわれが探しているぅ、『逃がし屋』の片かた棒ぼうを担かついでいる者でぇ、たいへん重い罪を負ったやつであるぅ！　よってぇ、国家の威い信しんをかけても裁きを受けさせるべきでありぃ、必ず生かして確保するようにぃ！」

　ときおり奇声のような裏声を発しながら、捕りものの監督を任されているらしい役人が集められた傭兵すべてに聞こえるように、大声でいったのだ。

「──つまり、『逃がし屋』本人の正体はまだわかってなくて、とりあえずどこかからタレコミのあった『運び屋』だけでも捕まえてやろう、ってことか？」

　セットが小声で問うと、イクセルがこくこくと首を振る気配がした。

「エリングマルクじゃサ、いつか自分がお世話になる可能性があるからって、『逃がし屋』と『運び屋』のことを知っていても、口を割る人間がいないんだってサ」

　そして彼らはいま、そのランツ村のちいさな家のなかで、息を潜めて『運び屋』の訪れを待っていた。

　じゅうぶんな食事と、望むものには武具防具の支給があり、意い気き揚よう々ようと役所を出たのは夕刻だった。それからランツ村に着いたのは、村人がすでに眠りに入っていた深夜。盗とう賊ぞくさながら彼らを叩き起こし、二、三ヶ所のおおきな家に強制的に集めると、住人の代わりに傭兵たちが点在するちいさな家で待機するよう命じられたのだ。

　髭を剃そり、できる範囲で身綺麗にし、腹を満たしたところで、食後の運動のような軽い遠征。おまけに昨日まで牢に突っ込まれていたせいで、ろくに休息もとっていない。

　黙っていると眠りの世界に引き込まれそうになるので、振りわけられた家で、事情通らしいイクセルにセットは詳細を聞き出していた。

「ふうん。まあ、こんなちいさな村じゃ、『運び屋』に協力して共犯で捕まるより、役所に協力して報奨金をもらうほうが身のためだしな」

「……セットまで、そんなふうにいうのか？」

「一般論だよ、一般論。おれは、いまは金のために役所に協力しているが、役所にも『逃がし屋』と『運び屋』にも、正直肩入れできない」

「なんでサ？」

「なんでって……。犯罪者の集まりのような《賢者の森クローク・スコーグ》のメンバーに知りあいがいるし、それに役所というか、国の……」

（リリーの娘エリーザベト＝アレニウス、わたしはリドホルム王太子エリーザベトだ）

　少年のように短い赤毛に小柄な体軀。表情の変化の薄いちいさな顔には、そればかりが目立って見える、星空を映し取ったかのようなおおきな、おおきな紺碧の瞳。

　おかげで『ドクロの君』などと不名誉な渾名をつけられていた、言葉数の少ない、食い意地ばかりが張った王女さま。

　不意にエリーザベトのことを強烈に思い出し、セットは思わず口を手で覆おおった。指先が触れている頰が熱い。先日見たその奇跡のような笑顔に、一瞬で魅みせられていた自分を再確認する。

　──やばいな……。

　いつか旅の途中で出逢うだろうと気楽に考えていたが、思い出すだけで頰が上気するようでは、当人をまえにしたときが本気で怖い。

（……おい、うまい飯屋はどこだ？）

　──惚れてるのか？　あんな大食漢に……？

（……わたしが二度寝をしてしまったから……）

　──聞きわけのない動物みたいな女に……？

　考えた瞬間、ぞっとする。

　確かに、エリーザベトは『運命の女』なのかもしれない。あの奇跡のようにうつくしい笑顔を見てしまったらそう思わずにはいられない。だが、〝富と名誉をもたらす運命の女〟であって、あんな「女」とも思えないこどもが〝運命の恋の相手〟ということではないはずだ!!

　放っておくとどこまでも怖い考えに陥りそうになる思考回路を、セットは顔を叩いて正常に戻した。

　セットの唐とう突とつな行為に、イクセルが怯えたように声をかける。

「……なんだよ、いきなりサ」

「人間眠いと、普段考えないことまで考えはじめるんだな」

「……？　寝ぼけてるのか、セット？」

「ああ、目が覚めたよ」

　荷車を引く馬車の音が聞こえてきたのは、ちょうどそのときだった。

「──来たな」

　夜というには遅く、朝というには早い、それでも郊外に住む農家が、街へ採とれたての野菜を運ぶために起きだすような時間帯だった。

　村の出入り口にもっとも近い家で待機していたふたりは、気配を殺して外を窺うかがう。

　明かり採りの窓から薄暗い闇のなか、ぼんやりと動くものが見える。手た綱づなを引き、馬をとめた『運び屋』は、明るい色のウールの上着を身につけていた。農家の男に身をやつしたつもりだろうが、着替えるのはいささか早すぎたようだ。

　──ばかなやつだ。

『運び屋』はかぶっていた角帽を押さえながら馬車を降り、村のなかへ足を踏み入れる。押し殺した声で、誰かの名を呼んだ。

「ペーテル？」

　ペーテルという男は、『運び屋』の正体をカムフラージュするために、『運び屋』の乗ってきた荷馬車に野菜を載せて、いっしょに街へ行くランツ村の協力者らしい。

　そのペーテルはすでに役人に捕われていたが、それを『運び屋』が知るはずもない。いつもなら外で待機しているはずの姿が見えないのをいぶかしんでか、『運び屋』は立ちどまった。

「ペーテル……」

「──逃げろ、フーゴ！　役人……ぐはッ!!」

　村の一角から放たれた絶叫に、『運び屋』が身を翻ひるがえす。が、

「逃がすか！」

　セットとイクセルが退たい路ろを断つために家を飛び出したほうが、一瞬速かった。

「──クフアソーンッ!!」

　見る見る間に家々から雇われた傭兵が姿をあらわす。遅れて役人が駆けつけた頃には、『運び屋』は抵抗する間もなく地面にねじ伏せられていた。

「ようやく捕まえたぞ、『運び屋』フーゴ」

　地面に押さえつけられた顔を覗き込みながら、役人はにやにやと笑う。

　そばに立っていたセットは、役人から漂ってくる酒の匂いに顔をしかめたが、

　──フーゴ……？

　聞き覚えのあるその名まえに、無意識のうちに、役人を押しのけていた。

「……フーゴ？」

　フーゴという名まえは、どこにでもある。雇われた傭兵たちのなかにも、ひとりふたりいたはずだ。だから、必ずしもその『運び屋』が、セットの知っているフーゴであるとは限らない。なのに、自然にからだが動いていたのだ。

　呼びかけられた『運び屋』は、あたまを押さえつけていた手がのけられたことに気づくと、顔をあげ、セットと視線をあわせた。

『運び屋』は軽薄な遊び人めいた顔に、苦笑いを浮かべてみせた。

「よシエうーナ。ひさしぶりだな、ユストゥスの息子セット」

　まだ闇は濃くはあったけれど、はっきりとそれがおなじ下宿に住む飲み仲間だと、セットは認識した。イクセルの言葉が脳のう裏りに甦よみがえる。

（でもサ、それサ、ほんとうにとっ捕まえていいもんかね？）

「……知りあいか？」

　押しのけられて気分を害した役人が、セットを突き飛ばしながら問うてきた。よろけ、モーエンスに支えられたセットは頷く。

「……エリングマルクの、ノイマン通りに住む、……王立大学の学生だ」

「ふうん。じゃあ、しかたないな。知りあいなんだったら、おまえが縄をかけて、おまえが役所まで引っ張って帰るしかないな」

　それしかほんとうに方法がないのだといわんばかりに首を振って、役人は酒臭い息をセットに吹きかける。

「なっ……」

「そのうしろの男ぉ、モーエンスだったか？　おまえと、そのチビと、片目ぇ。おまえたちはここで解散だ。金はやるから、すぐにどこへなりと行ってしまえぇ。でぇ、他の……、そうだな、おまえと、おまえと、おまえと、おまえぇ。おまえらは『運び屋』をこいつが逃がさないように、役所で牢にぶち込むまで、絶対に目を離すなよぉ」

　役人は言葉を失うセットのまえで、モーエンスたち三人に投げるように金を渡す。そして、ぐるりと見渡し、セットより縦幅も横幅も広そうな男を四人指差すと、セットにとって不本意な命令をくだした。

　──おれがフーゴを逃がすって？

　腹は立つが、犯罪者の顔見知りとはそういう扱いを受けるものだといい聞かせる。

　無言で縄を受け取り、役人の目のまえでしっかりとフーゴを縛しばりあげた。その縄のきつさに顔をしかめたフーゴに、セットは声をかけた。

「恨むなよ、これも仕事なんだ」

「傭兵は信用が命、だろ？　覚えているさ、恨みやしない」

「悪いな」

「いや。……ただ」

「ただ？」

「あとで後悔するなよ。目を曇らせるな、セット」

「……？」

「なにをぼそぼそくっちゃべってるぅ。逃がす相談かぁ？　縛ったなら、さっさと引っ立てんか、国家の穀ごく潰つぶしが!!」

　セットは舌打ちしたいのをこらえフーゴを立たせた。モーエンスたちとちいさく別れを交わし、ようやく白みはじめた空のした、ランツ村を離れた。それが約一週間まえの話だ。

　フーゴと、ランツ村の協力者ペーテルをハルネスの役所に連行し、それぞれの裁判が行われるのを待っていると、逮捕を聞きつけたエリングマルクから『運び屋』フーゴの引き渡しの要請が入った。

　今度はフーゴのそばに近寄らないことが条件で都への護送隊のメンツにちゃっかり加わったセットは、ようやく我が家に帰ることができたのだ。

　我が家といっても贅沢な一軒家などではなく、貧乏な学生や職人の弟子たちが多く住むノイマン通りのボロ下宿の一室だ。

　フーゴと出会ったのは、いまから二年まえのことだ。四年まえから入室しているセットの隣室に、フーゴが引っ越して来たのだ。歳が近かったこともあり、気づくとフーゴの部屋に学生たちが集まる夜はまぎれこみ、いっしょに酒を飲んでいた。

　──飲んでいたのに……。

　取り立ての厳しい大家に溜め込んでいた家賃を支払い、フーゴのことを伝えようとしてやめる。しばらく簡単な手入れしかしてやれなかった剣を鍛か冶じ屋やに修理に出し、前払いでかなりの料金を取られた。

　そのふたつの支払いが、隣人を捕らえたことと隣人を護送したことで得た金だというのが、なんだかとてつもなく情けない。

　切り詰めれば、次の仕事が見つかるまで食いっぱぐれない程度にはあまりが出たが、それで食糧を買ったり酒場で飲んだりするのもやるせない。

　おかげで、建国祭の雰囲気に吞まれ財布の口が緩む市民のなけなしの善意をあてこんで街頭に出ていた慈じ善ぜん院いんの募金箱に、すべて突っ込んでしまった。

「……エルサ……」

　セットは、思わずエリーザベトの愛称を呼ぶ。

「城に帰っているのか、あんたは」

　アルーンでエリーザベトを助けて以来、セットはとことん金に縁がない。

　しょっぱなから稼かせいだばかりの有り金すべてをばら撒いてしまうし、宿で会った商人にもらったチップはアネッテ救出のために全額投資した。

　前者はおのれが愚かなだけだが、後者はやむをえない必要経費だ。傭兵団や騎士団に所属していれば、経費として申請し、取り戻すこともできただろう。

　だが、残念ながらセットは、時代遅れの自由傭兵だ。地道に稼ぎ、地道に貯金していくしかない。

　──なにが、富と名誉をもたらす運命の女、だ！

　露店に並ぶ、日がたって傷み、叩き売りに入った果実さえ満足に買えない、いまの自分。

　──アレはただの疫やく病びよう神がみだっ!!

　それはいいがかりというものだが、セットにとっては真実だった。

「《気まえのいい花嫁フエネロース・ブルードグム》に、しばらくやっかいになるかな……？」

　仕事がないときに、形ばかりの用心棒として雇ってくれていたメルタという馴染みの娼婦の店を思い出し、セットはがりがりとあたまを搔いた。フケがはらはらと落ちる。何日も風呂に入っていないせいで、あたまもからだもかなり汗臭い。

「──……風呂に入ってから出直すか」
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　──そして、もうひとりの存在もまた、ここ王都エリングマルクにあった。

「……なんで、頷いちゃったのかな、ぼく……」

　その大通りの入り口に立って、オーケの息子アルノルトは回れ右をして帰りたくなった。

　彼のうしろの空はすでに闇に侵食されていたが、眼前ではたくさんの光と色彩が、闇の訪れを拒んでいた。

　大通りの両側に隙間なく建つ店には灯りが灯ともされ、通りに面した何十、何百もの窓からもそれがあふれでていた。

　あふれでているのはなにも灯りばかりではなく──そして、それこそがアルノルトをためらわせる理由でもあるのだが──、大通りにはいま王都中の人間が集まっているのではないかと思わせるほどのひと、ひと、ひと……。

　冬のはじまりの、それでもじゅうぶん寒さを覚える夜気のなか、肌もあらわに着飾った娘たちが、嬌きよう声せいをあげて道行く男たちを誘っている。

「……大通りの名まえを聞いた時点で、どうして気づかなかったんだろう……」

　あたまを抱えて座り込んだアルノルトの横を、何人もの成人男性が浮き足立ってすり抜けていく。

　エリーザベトがメルタに拾われた翌日、セットがひさしぶりに風呂を使ってさっぱりし、メルタの店を訪れようとした当日、アルーンで人身売買事件を解決した三人目、《賢者の森クローク・スコーグ》の天才密猟者もまた、エレン通りのまえにいた。

　彼は今、純然たる仕事で、この街を訪れていた。

　アルノルトの出身地である《賢者の森》は、国家不可侵の巨大な森だ。いざというときには、そこで獲れる自然の恵みだけで、リドホルム全国民を二年は養えるといわれているほどだ。

　だが十六年ほど前、近くの王領を領地として与えられたある公こう爵しやくが勝手に所有の森としてしまい、以降許可なく立ち入ることを禁じてしまったのだ。

　それに異を唱え、公爵に、果ては国家に牙を剝むいたのがスティーグ・マルティンという青年とその仲間の猟師たちだった。彼らは《賢者の森》に禁を破って入り込んでは狩りをし、森から日々の糧かてを得ることをけしてやめなかったのだ。

　一方、公爵のほうでも密猟者たちにされるがままになっていたわけではない。役人を派遣し、彼らの身柄を拘束したことも、みずから手勢の部下を連れて森へ入り、彼らを捕まえたこともあった。

　だが彼らはそのたびごとに脱獄を繰り返し、すでにその数二十回。いまやリドホルム国民にとって《賢者の森》とは、スティーグ・マルティンたち密猟者集団を指す言葉となっていた。

　アルノルトは、その密猟者集団のリーダー、スティーグじきじきに命を受けて都にやってきたのだが、

「恨むよ、スティーグ……」

　もはや口をついて出るのは、恨みごとかためいきか、だ。

　アルノルトは、フェミニストである。

　女性とあらば、零歳の赤子であろうと百歳の老女だろうと敬うやまうべき存在として、言葉を尽くしてその美を称たたえ、敬意を伝える。それには女手ひとつで自分をおおきくしてくれた母への敬慕が背景にある。

　要するに、ただのマザコンなのだが。

　よって、いくら官許だとはいえ、色街への訪問は気が進まなかったし、その気持ちを凌りよう駕がして誘惑にかられるほどませてもいなかった。

　仕事をするためには、この大通りに入らなければならない。朝になって出直したくても、宿を取る金もない。

　王立大学には最年少で首席合格を果たしながら入学を蹴り、隠れ住んでいる《賢者の森》のメンバーや支援者ともさほど接触を持たなかったので、一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんを頼る当てもない。

「……ああ、もう、どうしよう……──って、痛いな、なにをするんだ!!」

　困りきってぼやいているところに、ひとにぶつかってこられた。

　どうやらエレン通りに入るまえからできあがっていた男が、まえも見ずに歩いていたため、しゃがんでいたアルノルトに蹴けっ躓つまずいたのだ。

　ひと通りの多い往来のど真んなかで、座り込んでいたアルノルトのほうにこそ非はあるのだが、男相手にそんなことを気にするアルノルトではない。

　背なかに乗りあげるようにしてひっくり返った酔っ払いとその仲間相手に、怒鳴り散らした。

「ひとが座ってたのが、見てわからなかったの？　いったいどおいうつもり？　大のおとながべろんべろんにできあがって、前方不注意でひとにぶつかってくるなんてさ！　まえ見て歩きなよ、まえを見て！」

　一見美少女のような少年に怒鳴られ目を丸くしていた酔っ払いたちだったが、少年のいいぶんがいいがかり以上のものではないとわかると、表情を一転させた。

「おいおい、女みたいな顔した坊っちゃんよぉ、そりゃなんかおかしくないかぁ？」

「こんなひと通りの多い場所で、座り込んで邪魔していたのはそっちだろぉ？」

「おれは坊っちゃんに躓いたせいでよぉ、ほら、肩が抜けちまったぜ？　どうするんだよ、ああん？」

　凄すごみはじめる酔すい客きやくに絡まれたところで、臆おくするようなかわいげの持ち合わせなどアルノルトにはない。真っ向から三人をにらみつけ、

「黙れ、下げ種す」

　わざわざ喧嘩の種を撒き散らした。

「なんだと、このクソガキ！」

「下した手てにでりゃ、つけあがりやがって！」

「下手に？　あれで？　語学の勉強、最初からやり直したほうがいいみたいだね。まあ、きみたちみたいなお粗末な頭でこれからどれだけ勉強したって、ＡアーＢベーＣセーがせいぜいだろうけどさ」

　拳を振りかぶってきた男の足に、にっこり笑って足払いをかける。みごとに宙を舞った男は、そのままいつの間にか周囲を取り巻いていた野や次じ馬うまのなかへ突っ込んでいく。悲鳴があがる。アルノルトはそちらへむいて、あくまでも憎まれ口を叩く。

「お酒でただでさえ足元がおぼつかないのに、そんなにおおきく振りかぶるからだよ、あたま悪いね」

「きさま、よくも……！」

　堂々と背なかをむけ、ばかにしきったアルノルトの態度と、仲間が足払いひとつでやられてしまったことに腹を立てたもうひとりの男が、背後から両腕をあげて摑つかみかかってくる。

　アルノルトは振りむいた。振りむきざま、鞘さやごと細剣を腰から抜いた。男の右腕と肩の付け根にむけて、剣を振りおろす。嫌な音がして、男の腕がだらりと垂れさがった。男は痛みにのた打ち回り、観客からは息を吞む音がした。

「腕をあげられるなんて、肩の抜け具合、甘かったみたいだね。今度こそはずれただろう？　それが脱だつ臼きゆうした、っていうんだよ？」

　細剣を腰に戻しながらにこやかに教授する少年は、まだ生まれて十五年しかたっていない。だが、平和ボケした王都の酔客よりも、下手をすると傭兵たちよりも、数多く戦ってきた。《賢者の森》という前線で戦ってきたのだ。

　──格が違う。

　仲間を片づけられた男と周囲の取り巻きたちが、ようやくそのことに気づきはじめたときだった。

　人垣を割って出て来た背の高い青年が、問答無用でアルノルトのあたまをつば広の帽子ごと殴りつけた。

「──っっ!!」

　痛みのあまりあたまを抱えて声を失ったアルノルトのからだを軽々と肩に背負い、地につく瞬間の帽子を拾いあげ、そのままヅカヅカと歩きはじめた。

　格が違う強さを持ったアルノルトを一撃で黙らせ、そのまま担いでその場を離れる青年に、人垣は崩くずれ、エレン通りまでまっすぐな道を作る。

　正気に戻った酔客とようやく駆けつけた雇われ用心棒たちがその行方ゆくえを捜したときには、すでにひとごみのなかへとふたりは姿を消していた。




「──おろせ！　おろせよ、なにを考えてるんだ、きみは!?」

　──どうせ怒鳴るだろうと思ってはいたけどな……。
















　あの場に放置するわけにもいかず、思わず殴りつけて拾ってきたが、やっぱりあのまま雇われ用心棒たちに連行されるのを黙って見届けていればよかったと、青年──セットはアルノルトに怒鳴られながらしみじみとそう思った。

「なんにも考えてない。考えてなかった自分にあきれているところだ」

　ひとごみに紛まぎれて移動し、部屋を持たない外がい娼しようたちが客引きをしたりすでに商売をはじめていたりする路地を抜け、普通ではなかなか足を踏み込めない高級娼婦たちのサロンが並ぶ一角に辿りつくと、セットはようやくアルノルトを肩からおろした。

　血がのぼっているのか、怒りのためか、顔を真っ赤にした少年の喚わめき声を、セットは指で耳みみ栓せんしてやりすごす。

　そのばかにしきった態度が気に食わないとますますアルノルトはヒートアップしていくが、途中で喉のどが詰まったのか、急にげほげほ咳せき込みはじめる。

「……あいかわらずにぎやかなやつだな、アルノルト」

　苦笑して、背なかをトントンと叩いてやる。だいじょうぶといいたげに手があがるので、背なかから手を離すと、咳き込むあまり目尻に浮かんだ涙を服の袖そでで乱暴に拭ぬぐいながら、アルノルトは応じる。

「きみこそ、あいかわらずの世話焼きぶりだね、セット。助けてくれなくても、ひとりでどうとでもなったのに」

「そういうわけにはいかんだろう。あのままだったら、すぐにでも色街の男おとこ衆しゆうにとっ捕まっていたぞ」

「……い、色街の男衆……？」

「怯おびえるな、そっちの話じゃない。用心棒だよ、酔客の喧嘩を仲ちゆう裁さいしたり、代金を踏み倒す客から身ぐるみはがしたり。荒あら事ごと専門の用心棒！」

　へたにいろんな知識がありすぎて、ときおりその知識の使い方を間違えるアルノルトにセットは苦笑する。が、ふと問うべきことを思い出し、口にした。

「ところで、どうしてこんなところに？」

「ところで、どおしてこんなところに？」

　奇くしくも同時に発された質問に、ふたりは顔を見あわせる。アルノルトが、目線でさきを譲ってきた。セットは答えた。

「この先に、友人がいるんだよ」

《気まえのいい花嫁フエネロース・ブルードグム》のメルタは最初、エレン通りの入り口付近の店で客を取っていた。だが、いまでは個人のサロンを持つ高級娼婦だ。メルタのサロンを仕切るやり手婆ばばあとセットは、メルタが店に出はじめた頃からの顔見知りのため、商売抜きで会うぶんには、融通をつけてくれるのだ。

　だが、そんな事情を、このフェミニスト・アルノルトが知るはずもなく、

「……ふぅううん……友人ねぇ」

　思い切り軽けい蔑べつのまなざしをむけられた。

　ほんの少し、ほんのすこぉし胸に抱いていた下心を的確に見抜かれたようで、セットは微妙にいたたまれなかった。あわてて「そっちは？」と訊くと、ちょっとのあいだ迷う素そ振ぶりを見せたアルノルトは、彼の口から出たものとは想像できないひとことを発した。

「──ちからを、貸してほしい」

「ああ、そういうこと。──って、あんた、いま、なんていった!?」

　あまりにも想定の範囲外の言葉を聞かされて思わず訊き返すセットに、アルノルトは珍しく短気を起こさずに繰り返した。

「ひとを捜している。ちからを貸してほしいんだ、セット」

　否やをいわせぬ少年の真剣な目に、セットは黙ってこくりと頷いた。

「!?　……それはおひとよしがすぎるよ、セット」

　今度はアルノルトがあわてたように咎とがめる。

「話も聞いていないのに。傭兵は自分の仕事を、そんなに簡単に安請けあいするもんじゃないだろう？」

「まァ、確かにな。だが、フェミニストのあんたが、絶対に来そうにないこんなところにいる。それだけで、あんたの頼みごとの重要性が量はかれるってもんだ──《賢者の森》関係だろう？　来いよ、このあたりの情報通に会わせてやる」

　セットの言葉に、アルノルトが、同性相手には絶対に見せないと思われる、ほんとうに珍しい笑顔を閃ひらめかせた。

　──相当困ってたんだな、こいつ。
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「まあ！　来てくれたのね、セット！」

　癖の少ない茶灰色の長い髪とヘザーピンクのドレスの裾をなびかせながら、メルタが階段を駆けおりる。彼女が主に使う部屋は三階にあり、そこまでやり手婆ばばあに呼びに行ってもらったのだ。

　三階の吹き抜けから顔を覗かせたメルタを見た瞬間、どんな情報通が出てくるのか不安そうな顔をしていたアルノルトの周囲の空気が見る見る冷え込んでいったけれど、ひさしぶりの再会を喜んでくれるメルタをおいて、さきに説明することはできない。

　──もうちょっとだけ、キレるなよ……。

　こころのなかで必死に祈りながら、ようやく一階までおりてきたメルタの抱ほう擁ようを受ける。幼少の頃にそういう習慣がなかったため、なかなか慣れないキスをメルタの頰にすると、彼女からのキスは軽く唇に触れる。

　まるく愛くるしい白い頰が喜びに上気していて、見あげてくるまっすぐな新緑の瞳がきらきらと輝きを弾けさせている。

　はじめて彼女と共寝をした十五の頃、セットにとって運命の女とは、運命の恋の相手のことをいった。ゆえに彼女こそが運命の女であれば、と願った夜も多々あった。

　そのときの甘あま酸ずっぱい記憶が甦り、ほんの少し、メルタのからだから距離を置く。

「……」

「……？」

　セットがあいだをとったことにメルタはちいさく首を傾かしげてみせたが、セットがなにも答えないと見てとるとそのまま黙って一歩うしろへさがった。そしてセットの長身をうえからしたまで眺めやり、満足そうに頷いた。

「しばらくご無ぶ沙さ汰ただったけれど……。元気そう、安心したわ」

「身請け先が決まった娼婦のところには、そう再さい々さい通うもんじゃないだろ？」

「いやねえ、あなたは別でしょ、セット。あたしの弟分なんだもの。旦だん那なさまも、許してくださるわよ。なんなら、身請け先にまでついていらっしゃいな」

「それは遠慮する」

　本気で辞退すると、同時に三ヶ所で笑いが漏れた。目のまえのメルタと、ゆっくり階段をおりてくるメルタとは対照的に枯れ枝のように瘦せたやり手婆、そして、玄関から一歩だけ入ったところで冷ややかな空気を醸かもし出しているアルノルトだ。

　セットは苦笑いを浮かべて、ようやく訪問の理由を口にすることにした。

「……ところで、あんたに頼みたいことがふたつばかりあるんだが」

「ふたつ？　なぁに？　あたしでお役に立てるかしら」

「ひとつめは仕事を紹介してほしいんだ、金がなくてな。いつものように、相場の半分でもかまわない、ここで雇ってくれるか」

　アルノルトがそばにいる手まえ、あまりいい出したくはなかったが、しかたがない。思い切って頼んでみたが、快かい諾だくはされなかった。

「……ごめんなさい」

　口ではセットは別だ、弟分だといっていても、やはり身請け先の旦那がサロンを訪れたときに、店の用心棒としてセットのような若い男がいるのは好ましくないだろう。

　──やっぱりな。

　粘ねばれば頷いてくれるかもしれないが、そのせいでメルタの気分を害し、アルノルトの仕事の邪魔になっては元も子もない。

「ちゃんとした旦那ができたばかりだしな。悪かった、無理をいったな。で、もうひとつなんだが……」

「──違うのよ、そんなことじゃないの！　ちょうど昨日、新しい……──って、そうよ！　すごい偶然があったのよ！」

　申し訳なさそうにいい募つのるメルタは、言葉の途中で、ふたたび笑顔を取り戻した。

　その表情の変化があまりにも急激だったため、セットは促うながされたように尋ねた。

「……すごい、偶然……？」

「そうなの、すごい偶然！」

　はしゃぎながら、メルタはいう。

「あのね、あなたを雇えないのはね、昨日、すごく腕の立つ男の子に会ったからなの。自分を食いしん坊マートヴラクだなんていうおかしな子でね、とてもおなかをすかせていて、仕事もなくて、困っていたから、もう雇ってしまったのよ。それがね、うふふ、その子の名まえ、あなたといっしょなのよ。──セット！　セット、ちょっと手があいてたら、来てちょうだい！」

　メルタはくるりと振り返り、店の奥へと声をかける。

　──すごく腕の立つ男の子？

　──自分を食いしん坊だなんていうおかしな子？

　──とてもおなかをすかせていて？

　そのみっつの言葉には、とてもひっかかるものがある。

　袖を引かれ、うしろをむけば、いつの間にかアルノルトが近づいていた。彼も感じるものがあったのだろう。

「……ぼく、ものすごいこと、思いついちゃったんだけど……。いってもいいかな？」

「絶対却きやつ下かだ」

　アルノルトは視線をそらしつつセットに確認を取ろうとしたが、無論即行で黙らせる。

　だが、彼らの〝考えたくないこと〟は、現実となってしまった。

「……うむ」

　聞き覚えのある声、その独特の応答。

　アルノルトと恐る恐る振り返れば、にこにこと笑って手招くメルタのむこうに、小柄な赤毛の少年が姿をあらわした。

「セット、この子が昨日雇った〝セット〟。セット、このひとはね……、」

「──エルサ!!」

　セットはその名を怒鳴り、アルノルトはその名を歓声のように呼んだ。

　呼ばれた本人──リドホルム王太子エリーザベト＝アレニウスは、一ヶ月まえのようにまったくの無表情で頷いた。が、頷きながら、パタパタと駆け寄ってくる。セットとアルノルトのまえに、どこか誇らしげな光を紺碧の瞳に浮かべて、立ちふさがった。

「うむ」

　セットは、もっとも〝考えたくないこと〟が的中したことに動揺してしまった。

「あ、ああああああんた、ここでなにをしている!?」

「用心棒」

「そうじゃないだろ違うだろおおおおおおおお」

　確かに質問に対する答そのものであったが、それでもいま欲しいものではない。あまりにもあたりまえすぎる返事に、セットはそのままあたまを抱えて座り込む。

　一方で、瞳を輝かせるのはアルノルトだ。エリーザベトの手を取ると、片膝をつき、

「ああ、愛しのエルサ！　会えなかったこの一ヶ月間、ぼくはあなたを想って眠れぬ夜を、いったい何日過ごしたとお思いか！　あなたと夢で会える夜を、どれだけ焦こがれて待ち望んでいたとお思いか!!　きっと欠片かけらすらおわかりにならないのでしょうね、このあわれな男の想いなど。それなのに、こんなところで突然の僥ぎよう倖こう……！　ああ、あなたの気まぐれに踊らされるぼくは、嵐の海に漕ぎ出た小船のよう！」

「転てん覆ぷくするのか？」

　王太子と傭兵と密猟者という身分も立場もまったく違う三人の再会は、《気まえのいい花嫁》のロビーを、常になくにぎやかにした。

　本格的な夜がはじまる──娼婦との逢おう瀬せを買いに来る客が訪れる──までのわずかな時間の寸すん劇げきに、

「……エルサ、って……。セットとセットは知りあい、だったのかしら？」

「さてねえ？　それよりあたしゃ、あの食いしん坊が、あんなにお乳もお尻もないのに女だってことのほうが不思議でならないよ」

　取り残されたメルタとやり手婆は、顔を見あわせて首を傾かしげた。
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　娼館《気まえのいい花嫁フエネロース・ブルードグム》は　四階建てだった。

　一階には、娼婦の支し度たくを待つ客がくつろぐロビーとやり手婆や店が雇った用心棒──現在はエリーザベトひとりらしい──の控える部屋や厨ちゆう房ぼうなどがあるが、二階部分からは各階ごとに、メルタを含む六人の高級娼婦たちのサロンがふたつずつ作られていた。

　メルタのサロンは三階にある。

　すでに身請けの決まっている彼女に会いに来るものはいないが、他の娼婦たちの客の足まで遠のいたわけではない。本格的に客がやってくるまえに、セットとアルノルトはメルタのサロンに場所を移すことにした。エリーザベトは、やり手婆の手伝いのために階下に残っている。

「セット！　ちょっとセット！」

　メルタ、セット、アルノルトの順で階段を昇っていたとき、セットは不意にうしろからマントを引かれた。アルノルトが、メルタに聞こえない程度の小声で呼びかけてくる。

　セットは立ちどまり、メルタのうしろ姿を視界の端にとどめながら、それに応じる。

「なんだ？　あんたの仕事のこと、忘れたわけじゃないぞ？　ちゃんとメルタに話をしてやるから」

「それはあとでもいいよ。それより、エルサのこと！　なんで、王太子殿下がこんなところにいるのさ！」

「知るか！　あいつの意味不明な行動理由をおれに訊くな」

「意味不明にさせているのはきみじゃないのか？」

「は？」

「これだから無ぶ粋すいな傭兵はいやなんだよ！　で、どうする？　彼女──メルタに、エルサの正体、いっておく？」

　頭の回転と思考の切り替えがおなじ速さで行われるアルノルトとの会話は、気を抜くとポンポンあちこちに飛んでいく。

　なぜ〝無粋な傭兵〟呼ばわりされなければならないのか、その理由を知る間も考える間も与えられず、セットは新たな問題に直面させられた。

　貿易港アルーンの長官カルステニウス候こうと対たい峙じするまで、セットどころかアルノルトですら半信半疑だったエリーザベトの正式な身分──リドホルム王国王太子であることを、メルタに伝えるべきか伝えざるべきか。

「……やめておいたほうがいいだろう」

　迷った末に、セットは答えた。

「あいつがわざわざおれの名まえを偽名に使っていた以上、ここでおれたちが迂う闊かつに身分をばらすべきじゃないな」

「だよね？　わかった。じゃあ、エルサはエリーザベトじゃなくて、劇団《森のアザミスコーグ・テイステル》のエルサ・シーヴ、ってことで……」

「──なぁに？　男同士で、なんの相談？」

　階段の途中で立ちどまり、なにやらこそこそと頭をつきあわせ、いっこうにうえに昇ってこようとしないセットとアルノルトを踊り場で振り返って、メルタが小首を傾かしげる。

「な、なんでもない」

「ふぅん」

　口裏あわせを切りあげて階段を昇りだしたふたりを、メルタはすました表情で見おろす。瞳が笑っていた。

「えっち」

　場所が場所である。反論はできなかった。

　通されたサロンには、広間がひとつと商売をするための寝室がひとつ、そして衣裳部屋を兼ねたちいさな個室がひとつあった。それぞれドアで仕切られているので、広間から寝室のようすは窺えない。人気の娼婦ともなると、階下のロビーだけでなくこのサロンの広間ででも客を待たせることがあるのだそうだ。

　そのために用意された二脚の長椅子と低いテーブルを手のひらで示して、メルタが促す。

「どうぞ、自由に座ってちょうだい」

　促されるままにセットとアルノルトは、それぞれ別の椅子へ、むかいあうようにして座る。

　階下からエリーザベトとやり手婆が料理を運ぶのを手伝っていたメルタは、そのままするりとセットの隣へ腰をおろした。

　と、

「……」

　テーブルのうえに、大皿を並べていたエリーザベトの動きがとまる。目は、皿のうえに釘づけになっていた。

「……エルサ？」

　皿にこんもりと積まれたザリガニの塩しお茹ゆでを見つめたまま静止してしまったエリーザベトに、食欲の旺おう盛せいさをいやというほど知っているセットが声をかける。

　おもむろにあげられたエリーザベトの顔は、無表情ながらもかすかに輝いていた。ものすごく食べたそうだ。

　さほど時間を共有していないだろうメルタでさえも、その表情の変化を見て取ったようだ。苦笑しつつ、尋ねる。

「あなた、ザリガニを食べたことがあるの？　普段、王さまやお貴族さまくらいしか食べないものなのよ？」

　ザリガニを塩で茹でただけのいたってシンプルな料理だったが、ザリガニの塩茹では、主にリドホルム国内の王・貴族間で食される珍しいものだ。高級娼婦館である《気まえのいい花嫁》でもめったに出ない料理で、セットが食べることもまずない。

　だが、エリーザベトは違う。

「うむ。実はわたしは……」

「──エルサ・シーヴ！　メルタ、こいつはエルサ・シーヴっていって劇団《森のアザミスコーグ・テイステル》の下働きなんだ！　きっと公演先かどこかで食べたことがあるんだろう」

　エルサが瞳をきらきらと輝かせて、めずらしく弾んだ響きを声に漂わせて名乗りをあげるのを、セットがあわてて邪魔をする。

「そ、そうだね！　川さえあれば、ザリガニなんてどこででも取れるわけだし！　ぼ、ぼくもリーダーがザリガニ好きで食べさせられたことがあったもの!!」

　アルノルトも便乗したが、その味が口のなかに甦ったのだろう。すぐに渋い顔をする。

「……そんなにおいしいとは思わなかったけど。なんで王侯貴族って、好んで変なものを食べようとするんだろうね」

「おまけに殻ばっかりで身が少ないしね。あたしもあんまり好きじゃないねえ。……こら、セットや」

　やり手婆に呼ばれてそちらをむくと、やり手婆はエリーザベトを見ていた。

　生来頑固なのか、それとも年を取ったから頑固なのか。エリーザベトがもはやセットという名まえではないとわかってなお、やり手婆はエリーザベトをセットと呼ぶつもりらしい。店が店だから、雇われ用心棒は男名のほうが都合がいいのだろう。

　一方エリーザベトのほうでも、もうセットと呼ばれ慣れているのか、聞きわけのよい忠犬よろしくやり手婆の言葉に耳を傾けていた。

　やり手婆は、少しばかり厳しい口調でいった。

「食べたいのはわかるがね、おまえには仕事があるだろう？　きれいにお仕事を片づけておいで。したで、おまえのぶん、茹でてやるからね」

「うむ」

　あとで自分ひとりのためにザリガニを茹でてもらえると聞いて、エリーザベトは真面目に働く気になったようだが、メルタが引きとめる。

「あら、女お将かみさん。いいわよ、この子もいっしょにここで食べてもらっても。セットの知りあいだもの、かまわないわよね」

　セットもアルノルトも、否やはない。女将と呼ばれたやり手婆にも、否やはなかった。

　あったのはエリーザベトだけだ。

「わたしは雇われ用心棒だから」

　といって、即座に辞退しようとする。

　──どうせ、茹でたてのザリガニのほうを食べたいためだろう。

　食の権ごん化げの殊しゆ勝しようらしい態度に、セットが無言でザリガニを手に取り、頭と胴体のつなぎ目をパキリと割って見せた。

「……」

　エリーザベトの動きがふたたびとまった。アルノルトやメルタは、いまにも吹き出しそうな顔をしている。

　その場の視線を一身に集め、ザリガニの胴体の殻からを不ぶ器き用ように剝むくと、セットはその身をエリーザベトにむけた。

「ほら」

　かくしてエリーザベトの雇われ用心棒としての矜きよう持じは、その場で費ついえた。

　長椅子のうしろをぐるりと回り、メルタの反対側からあたりまえのようにセットの隣に座ると、彼の手から身を奪って口に放り込み、テーブルのうえからあたまを取りあげミソをすする。

　エリーザベトの紺こん碧ぺきの瞳が、かすかに恍こう惚こつとした光に揺れる。

「うまい」

　一同はたまりかねて爆笑した。

　やり手婆が、他の娼婦たちの面倒を見るために部屋を出て行ったあとで、給仕役を買ってでたのはメルタだった。

　テーブルのうえに広げられた食事──ライ麦と混合麦のパンとコケモモジャムを添えた肉団子、マッシュポテト、ブタの血を固めて焼いたプリン、ニシンの酢漬けなどを取りわけ、片づけ、自分でも摘み、と忙しい。

「──でも、驚いたわ。セットとセット──じゃなかったわね、エルサが顔見知りだったなんて」

　ガツガツとザリガニを頰張るエリーザベトを微笑みながら見つめ、メルタがしみじみという。

「おまけに女の子だったなんて。どうして噓をついたのかしら。ね、エルサ？」

　食べることに夢中になっているエリーザベトに尋ねたところで返事はない。だがその答にそれについては、セットも想像がつく。手にしたパンをちぎりながら、血のプリンに甘いジャムを塗りつけていたアルノルトと目線をあわせて苦笑した。

　──たぶん、性別は単純に誤解されていただけだろう。

　アネッテには、エルサと呼びかけていてなお、男だと思われていたのだ。エリーザベトが男名の偽名を使っていれば、誰もその性別を疑う気にならないだろう。不ふ憫びんというか、なんというか……。

「女の子と知っていたら、こんな場所で用心棒なんてさせなかったのに」

「こんな場所」に、自分の意思で仕事を求めてやってきたというメルタは、そういってエリーザベトの表情に乏とぼしい顔を、両の手のひらで包んだ。

　その感触──やわらかさか、ぬくもりか、それともここちよい冷たさか──に、猫のようにきゅっと目をつぶって、エリーザベトは応じる。

「大だい事じ無い、わたしより強いものはそういない」

　そういうことをいっているのではないのだが、とセットとアルノルトは思ったが、ふたりともそれ以上なにかいうのはやめた。

　それよりなにより、優先して話すべきことがあるのを、セットがようようのことで思い出したからだ。

「コレとは一ヶ月まえに、アルーンで知りあったのさ。この歩く食欲のことはひとまず置いておくとして。それより、メルタ、頼みたいことがふたつあるっていったろう？」

「ええ。そういえば、ふたつめはまだ聞いてなかったわね。今度こそちゃんと聞いてあげられるといいのだけど」

「無理をさせるつもりはない、断ってくれてもいいんだが……。ふたつめの頼みは、そっちのからなんだ。アル？」

　焼き菓子に手を伸ばしていたアルノルトは、セットに突然話を振られ、「そっちの、ってなんだよ！」と歯を剝いて見せたものの、すぐに表情を一転させた。

　エリーザベトとむきあうように横に座ったメルタにアルノルトはからだごとむき直る。

「あらためてはじめまして、うるわしのメルタ！　ぼくはオーケの息子アルノルトと申します。あなたのその小鳥の囁ささやきのようなうつくしい声でアルとお呼びくだされば、これに勝る喜びはありません！」

「あら、おじょうずなのね、アル？」

「ああ、そんな情けないことをおっしゃらないでください！　ぼくはお世せ辞じではなく、本心を口にしたまでのこと。それをじょうずだなどと……。どうすれば、ぼくの想いがあなたに伝わるのでしょう。どうすれば、ぼくのほんとうの気持ちがあなたにまっすぐ届くのでしょう！　ああ、なんともどかしい！　なぜぼくとあなたのあいだに言葉などと無粋で不便な道具が必要──」

「『逃がし屋』という言葉に、聞き覚えはないか？」

　放っておけばいつまでもどうでもいいことに言葉を費ついやしそうなアルノルトのかわりに、セットが割って入った。

「ぼくの話を取るな！」と金切り声があがったが、だったらちゃんと最初から単刀直入にいってほしい。頼んだところで無駄だろうが。

　確か一ヶ月まえにもおなじようなやりとりをしたなと思うセットに、メルタは不審そうに眉まゆをひそめた。

「……あるわ。でも、どうして？」

　今度こそ、アルノルトが応じた。

「ぼくは、《賢者の森クローク・スコーグ》のマルティンの息子スティーグから、他の仲間がつなぎを取っていたとある人物の行方がわからなくなったので、直接その『逃がし屋』を探してくるよう、いわれてきたのです。いい遅れましたが、ぼくは《賢者の森》の密猟者で、スティーグの甥おいでもあるのです」

　アルノルトの言葉に、手のひらで口元を覆い、しばらくのあいだ思案したふうのメルタは、残念だといいたげに首を振った。

「ごめんなさい、噂はいろいろ聞くけれど、はっきりとは」

「いいえ、いいえ、うるわしのメルタ！　ぼくごときの質問に、うつくしいかんばせを曇らせないでください。あなたを困らせるつもりはないのです」

「……ごめんなさいね」

　メルタが二度も繰り返したそれを、セットは、自分たちが持ち込んだ頼みごとにふたつとも応えられなかったことに対する謝罪だと思った。

　娼婦は、寝物語にその客からいろいろと話を聞かされるために、かなりの情報通になることが多い。だが、さすがに身請け間近の娼婦には、通う客もなければ、情報の仕入先もないのだろう。

「こっちこそ、かえっていやな思いをさせたな……」

　メルタの表情を曇らせたことを謝ろうと、セットが口を開いたときだった。

　空そら耳みみというには判はん然ぜんとしすぎ、大声というには艶つやを含みすぎたなんともいえない声が、隣室から途切れ途切れに漏れて聞こえた。

「…………」

　セットは、よほど好物なのか、いまだザリガニを頰張り続けるエリーザベトの耳をさりげなくふさぐ。

　突然耳をふさがれたエリーザベトはいやいやをするように首を振ったが、ザリガニを口に運ぶことはやめなかった。

　一方、耳まで真っ赤に染めあげたアルノルトは、視線をメルタからそらし、いたたまれないようだ。

　ふたりの態度と隣からの声に気づいたメルタは、おかしくてたまらないといったふうに微笑んだ。

「……お店がはじまったようね。お開きにしましょうか？」




　ロビーでは、何人かの客が談笑していた。

　メルタが玄関までセットとアルノルトを送るあいだ、その身請けを惜しむ声が投げかけられる。

　それにいちいち笑顔で応対しつつ、メルタはコートを纏まとい、マントを羽は織おる。ここまででいい、ととどめるセットたちの言葉を無視して、彼女は土産みやげ代わりの林りん檎ごを持ってきたやり手婆にいう。

「ちょっと通りの先までふたりを送ってきます。旦那さまがもしお見えになったら、部屋で待っててもらってください」

「わかったよ。でも、あんたの旦那は、少し短気だからね。早めにお戻り」

「はい」

　にこりと笑って玄関を開けたメルタに、セットはなにかをいうことをあきらめた。代わりに、おとなしくうしろをついてきていたエリーザベトを振り返る。

「──エルサ、行くぞ」

　アルノルトはセットの部屋に泊まることになっている。ちいさな部屋だが、床に雑ざ魚こ寝ねでよければ、あとひとりくらいは泊められる。

　昨日用心棒に雇われたばかりだといっても、仮にもこの国の王太子を娼館に置いておくわけにはいかない。そう思って声をかけたのだが、エリーザベトは首を傾かしげる。

「どこに？」

　これは予想の範囲内だ。

「おれの家だよ」

「なぜだ？」

「ここにいさせるわけにはいかんだろう」

「なぜだ？」

「なぜだって……、ここは普通、女がいる場所じゃないだろうが」

「メルタはいる。メルタは女だ」

「そりゃそうだが」

「ならば、わたしはここにいる。わたしは雇われ用心棒だ」

「そうかもしれんが」

　ザリガニが目当てなのか、エリーザベトは、まだふつかしか勤めていない『雇われ用心棒』という仕事に愛着を抱いているらしい。頑として聞かない彼女になおもいい募ろうとしたら、そのまえに、

「セットはうるさい。わたしにかまうな」

　と、店の奥のほうへ逃げられた。

　なのでそのまま店を出て、メルタとアルノルトと三人でセットの下宿までむかったのだが、

「……なんだあれ？」

　どうにもエリーザベトのあの態度の理由がわからず、セットは道中何度も繰り返した。そのたびにメルタはくすくす笑い、アルノルトは信じられないものを見るような目で、セットを見あげる。

「……なんだその目は」

「敵に塩を送るつもりはないからいわない」

「……なんだそれ？」

　ちょっと通りの先まで、といいながら、結局メルタはセットの下宿までついてきていた。ひとまず疲れているだろうアルノルトを部屋に入れ、簡単にものの在あり処かや共同の水みず甕がめ、風呂、便所の位置などを説明すると、メルタを送ってくる、と部屋を出た。

「……メルタ？　なにをしている？」

　メルタが、なにやらいっしょうけんめい隣の部屋──フーゴのだ──のドアの鍵穴から、なかを覗き込んでいたのだ。

　セットの言葉にちいさく悲鳴をあげて飛び上がったメルタは、

「な、なかでなにか音がしたような気がして……。気のせいね、きっと」

　と、いうなりあわてて下宿の階段をおりていった。

「……？」

　ノイマン通りには、窓から漏れる灯りはあちこちにあったけれど、色街エレンに比べてひとの姿がまるでなかった。学生や貧乏な家族が身を寄せあって生活する地域のために、夜が早いのだ。

　ひとの目を気にする必要がないからか、メルタはセットと並んで歩きながら、腕を絡めてきた。拒む理由もなく、されるがままになっていたら、ぽつりととんでもないことをいった。

「あの子──エルサ？　彼女、あなたに気があるようね」

「……は？」

「だって、さっきのあれ、やきもちよ」

　思わず立ちどまるセットの顔を覗き込みながら、メルタは重ねていう。

　だが、セットは顔をしかめた。たとえエリーザベトが運命の女であっても、それは恋とか愛とか、そういう意味ではない。というか、いま現在の金欠病をもたらした原因──これはもちろん逆さか恨うらみだが──が、〝富と名誉をもたらす運命の女〟であることも認めたくない！

「まさか！　あいつは、食い意地が張っていて、あたまの痛い不毛な会話しかできなくて、ひとを苛立たせることにかけては天下一品の疫病神だぞ！　おれに気があるんじゃない、おれが餌え付づけしてしまっただけだ！　さっきのは、動物か赤ん坊みたいに、食いもののある場所から引き離されそうになったから拗すねただけだ!!」

　思わず語気を荒げるセットに、メルタは感じるものがあったのだろう。少しだけ寂しそうに笑うと腕をほどき、手を伸ばしてセットの頰に触れた。ぺちぺちと軽くあやすように叩く。

「知らないの？　動物も赤ちゃんも、ちゃんとやきもちを焼くわよ」

「……」

「ましてや、あの子は人間で、年頃の女の子。嫉しつ妬とぐらいするでしょうよ。なにに対してかは、彼女のみが知る、だけど。……ね、なにをそんなに焦っていいわけするの？」

「……ありえない、からだ」

「認める認めない、はあなたの勝手よ、セット。でもね、あとで後悔しないでね。目を曇らせないでね」

　──そのセリフ、誰かが……。

　不意にそれに気づいたとき、逃げるようにメルタがうしろへ一歩さがった。続いて一歩、もう一歩。追いかけられないセットからじゅうぶんな距離を置くと、暗がりのなかへ姿を隠していく。

「ここまででいいわ、送ってくれてありがとう、セット」

「……」

　吹っ切ったような明るい声に気き後おくれし、返事を返し損ねたセットに、メルタは完全に夜の闇に溶け込んだあとで告げた。

「あたし、出会ったときからずっと、あなたに身請けしてもらいたかったのよ！　気がつかなかったでしょ、おばかさん！」

　駆けていく足音が聞こえなくなったあとも、しばらくセットはそこを動けなかった。
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　去り際ぎわに残されたメルタの言葉、そして──不可解なエリーザベトの態度。

　自分のベッドをアルノルトに使わせ、居間のソファでずっとそのことを考えていたが、

　──エルサにかかわると、金欠病だけじゃなく睡眠不足にまで悩まされるのか、おれは。

　そこに考え至るにあたり、悩むことを放棄し、ようやく眠ろうと努力しはじめたのはいちばん鶏どりが声高らかに夜明けを告げた、宵よい闇やみのなかだった。

　いちおうアルノルトが起き出して腹が減ったと騒がないように、『絶対に起こすな、土産にもらった林檎でも食っていろ』と書き置きを残しておくことも忘れない。

　経験上、ぐだぐだ悩んだところで、寝て起きて顔でも洗えば、なにをそんなに悩むことがあったかと思うことのほうが多い。

　今回もきっとそう思えるはずだと、薄汚れた毛布をかぶり直したときだった。

　階下がどうにも騒がしい。

　バタバタと階段を駆けあがるいくつかの足音に、セットと同様眠りについたばかりの不健康な住人たちの怒声。早起きの学生が騒いでいるのか、早起きの古女房が夫の浮気現場を押さえ怒鳴り散らしているのか。とにかくやたらとにぎやかだ。

　いちばん鶏は鳴いたとしても、外は暗い。まだ大騒ぎしていい時間ではない。

「──うるせェぞ！」

　住人たちに倣ならって抗議の声をあげて、いくぶんすっきりした気持ちで寝返りを打ったとき、部屋のドアが乱暴に叩かれた。

　──おれか!?

　びっくりして目が覚めたが、思いあたる節がない。いちばん考えられそうなエリーザベトはここを知らないし、メルタはこんな大騒ぎをするような女じゃない。ほかの友人知人にはまだ帰宅を告げていないし、大家には家賃を支払い済みだ。

　──隣とまた間違われたか。

　フーゴは、どうもよく誰かに乗り込まれていた。最初のうちはうるさくてしかたがなかったが、酒の場に誘われたり、慣れたりすれば単なる生活音に過ぎなくなった。何回かに一回は間違えてセットの部屋のドアを蹴られるが、すぐにフーゴが飛び出して騒音のもとを回収していったものだ。

　きっと今朝もそうだと思って無視していたら、

「お願い、セット！　起きて、助けて！」

　まごうことなきメルタの声だ。

「──なっ！」

　毛布を蹴り飛ばし、あわてて飛び起き、ドアへむかう。鍵を開けてドアノブを回そうとした途端、扉のむこうから冷ややかな声が聞こえた。

「──どいていろ、メルタ。わたしがあける」

　エリーザベトだった。

　セットの顔から血の気が引く。扉のむこうに叫ぶ。

「け、蹴破るつもりか、エルサ!?」

「セットがあけないつもりなら」

「あけないわけがないだろう、寝てたんだ！」

　怒鳴りながらドアを開くと、真っ赤なドレス姿の女が神しん武ぶ拳けんの構えを取っていた。淡黄色のコートに紫紅色のウールのズボン姿のエリーザベトがいるとばかり思っていたから、セットは軽くとまどう。

「……誰だ、あんた……」

　ドア越しに聞こえた声は、間違いなくエリーザベトのものだった。だが、そこにいたのはエリーザベトではなかったのだ。

　女は、エリーザベトとおなじ色の長い髪を、深い青のりぼんできれいにまとめていた。化粧を施ほどこした顔はちいさく、おおきな星空を映したかのような紺碧の瞳のためにどこかあどけなさが強調されている。にもかかわらず、豊満な胸と折れそうに細い腰の成熟した女のからだをしていて、どこか危うい色香を漂わせていた。

　しかし、思わず口からこぼれた問いに、女は、怒気をはらんだ声で問い返す。

「わたしが、わからないのか？」

　セットは、口元に手をやり、ちいさく首を振る。一瞬にしてこころを魅了する紺碧の瞳を、誰が見間違うというのだ。

　──わからないんじゃない、わかりたくないんだ……。

　低くちいさな鼻、少年のように薄い唇。どう褒ほめたって百人並みのご面相なのが、彼の知っているエリーザベトだった。それが、化粧ひとつで、ここまで変わるとは。

　絶世の美人ばかりだといわれているムシコ人の血を感じさせずにはいられないうつくしさが、そこにはあった。

「エ、エルサ……？」
















　ようようのことでセットが彼女の名を呼ぶと、エリーザベトは満足したのか、「メルタ」と自分の背後に声をかける。

　その声に押し出されるようにして、メルタが腕のなかへ飛び込んできた。マント越しに、肩が小刻みに震えているのがわかる。泣いている。

「……メルタ？」

　その細い肩を摑つかんで、からだを離す。そうしておいて覗いた顔は涙で薄汚れ、たった一晩でこんなになるものかと目を疑うほど、憔しよう悴すいしきっていた。マントのあわせから覗く服を見て、さらにセットは驚いた。

「夜よ着ぎのまま……」

　セットよりほんの数ヶ月、さきに生まれただけなのにやたらと年うえ風を吹かせたがっていたメルタは、いま、どこにもいなかった。親に捨てられたこどものようにブルブルと震え、不安げに視線をさ迷わせ、

「……お願い、フーゴを助けて」

　彼女は顔を手で覆い、その場に崩れ落ちた。

「──ちょっ、おい、メルタ！」

　騒動を聞きつけてアルノルトが起きてくる。セットは、メルタを支えるように中腰になると、立ったまま自分を見おろすエリーザベトを見あげた。

「……どういう、ことだ？」

「話せば長いことながら……」

「──簡潔にわかりやすく、なおかつ融通を利かせてちゃんと説明しろ」

「……」

　泣き崩れて言葉の出ないメルタのかわりに、エリーザベトがとつとつと、昨晩、別れてからの《気まえのいい花嫁フエネロース・ブルードグム》での一部始終を語って聞かせた。
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　エリーザベトは、《気まえのいい花嫁》から帰ろうとしていたセットに「行くぞ」といわれたことに、こころが動かないわけではなかった。

　そもそも劇団《森のアザミスコーグ・テイステル》を抜け出したのは、エリングマルクをさまよっていればセットに会えると踏んだからで、《気まえのいい花嫁》の雇われ用心棒になったのは、メルタがセットと知りあいのようだったからだ。

　その勘は見事にあたり、セットどころかアルノルトとまで再会できた。

　たかだか一ヶ月会わなかっただけなのに、脱力し床に座り込むセットも、立て板に水のように話しかけてくるアルノルトも、ずいぶん懐かしかった。

　ふたりに会った途端、頰に受けたアネッテのやさしいキスやアルーンの酒場《怠けものの犬ラート・フンド》のウェイトレスだったライラのあたたかい抱擁までも瞬時に思い出し、滾こん々こんと湧き出る泉のように、こころが満たされた。

　だから、セットがもうひと声「行くぞ」といえば、エリーザベトは従っていたかもしれない。

　アルノルトが「行こう」と手を握ってきたなら、エリーザベトは従っていたかもしれない。

　だが、そのまえに、ふたりから逃げた。

　セットとメルタのあいだの雰囲気に、居い心地ごこちの悪さを覚えたのもある。ひさしぶりに会ったのに、昨日別れたばかりのようにあたりまえな顔で接してくるセットにむっとしたのもある。

　だが、それ以上に、《気まえのいい花嫁》を離れられない理由があったのだ。

　──なんだ？　なにがこんなにひっかかる？

「セット、セットや。ちょっと来ておくれ」

　控えの間まにこもって、考えごとをしていたときだった。ロビーのほうからやり手婆の声がした。

　セットと再会したからには、その名で呼ばれ続けるのはなにやら奇妙な気がするが、まあしかたがない。

「うむ」

　短く返事をすると、考えごとはひとまず脇に置いておき、控えの間を出た。

　エリーザベトは用心棒として雇われていたが、すでに腰が曲がり、枯れ枝のように細いやり手婆以外に使用人らしい使用人のいないこの娼館では、ちょっとした雑用どころかそれなりに重労働も押しつけられていた。

　とはいえ、娼婦たちの衣類や毛布の洗濯にベッドの藁わらの入れ替え、毛皮の傷んだ箇所を切り取り使えるところを繫つなぎ合わせる裁さい縫ほうなど、劇団でいつもエリーザベトがしている仕事の延長線のようなことばかりでさほど苦労はない。

　今回のやり手婆の命令も、やはりそれに倣ならったものだった。

「参ったね、ヒャルマールの旦那が来ちまったよ。今日は来ないと思ったんだがね。まだメルタの部屋の掃除ができちゃいないんだ。おまえたちが食い散らかした皿、全部きれいにさげてきてもらえるかい？」

「うむ」

「テーブルのうえをきれいに拭ふいて、床に食べこぼしなんかないか、見ておくれ。あったら、きれいに拭き取っておくこと。ついでに靴くつ跡あともついているようなら、床をざっとでいいからね、きれいに拭いとくれ」

「うむ」

「全部終わったら、メルタの仕事部屋を見て、毛布や毛皮をきれいなのに替えておくんだよ？」

「うむ」

「おまえは返事は奇妙だし食い意地が張りすぎちゃいるが、いわれたことはそれ以上にちゃんとしてくれるからね、あたしゃ気に入ってるんだ。全部終わったら、ヒャルマールの旦那の食事を作るついでにあんたのぶんも用意してあげようね。どうせまだ食べられるんだろ？　なにが食べたい？」

「ザリガニ」

　まだ食べる気かい、とやり手婆があきれつつも請け負ってくれたので、エリーザベトはいそいそと仕事に取り掛かることにした。もちろん、三階へあがる途中に、ロビーの長椅子に座り、他の客と歓かん談だんしているヒャルマールとやらの姿を見ておくことも忘れない。

　ヒャルマールは五十を越えた小太りの男だった。

　──……なにものだ？

　野生の勘なのか、それとも目覚めつつある女の勘なのか。

　いつもであれば記憶にもとどめないだろうヒャルマールのことをやり手婆に聞いた。あれはなにものか、と。やり手婆は珍しく顔をしかめて舌打ちをした。

「ありゃ商人だがね、あたしにいわせりゃただの女ぜ衒げんさ」

「ゼゲン？」

「若い娘を捕まえて、娼館に売り飛ばす悪党だよ。間接的じゃあるけどね、やつから娘たちを買ってるあたしも悪党っちゃ悪党だよ。だがね、あたしゃ自分が売られたことのある人間だからね、神に誓っていうよ、やつほど性しよう根ねは腐くさっちゃない」

「やり手婆は親切だ」

「……そんなこといったって、ザリガニの数は増えないよ。三匹」

「やり手婆はやさしい」

「四匹だ、それ以上はだめだよ」

「……ヒャルマールは、どんな商売をしている？」

「それを話すまえに、セット、おまえは娼婦はどうやってなるものか知ってるかい？　メルタのように、自分から売り込んでくる娘がごくごくたまにいるくらいでね、あとはたいがい売られてくるのさ。《鉄の冬ヤーン・ヴインテル》で食うものがなくなってね、家族を食わすために売られてくる娘もいれば、家族に売られてくる娘もいるね」

「……どう違う？」

「家族を食わすために売られてくるのは言葉どおりさ。だがね、家族に売られてくるというのは、家族が暴ぼう漢かんを雇って嫁に行けないからだにしてね、それから風呂屋や娼館に引き取らせることをいうのさ。信じられない話だろ？　だいたいそれは結婚間近の娘が多いんだ。ときには、結婚相手やその家族が娘を襲わせることもある」

「なぜだ？」

「金さ。金を積まれたら、ひとはなびく。金を詰まれて頷かなかった人間を、あたしゃ見たことがないね」

「セットがいる」

「セット？　ああ、あのメルタの馴染みのセットのことかい？　なにいってんだい、傭兵ならなおさら金で動くもんじゃないか。おまえがあのセットとどういう関係なのかは知らないがね、あんまり信用するもんじゃないよ？　もっともおまえがたーんと金を持っている、というなら話は別だろうがね」

「うむ」

　自由になるものではないが、金を持っていることは持っているから頷いたのだが、やり手婆にはエリーザベトが忠告を素直に聞き入れたように受けとめられたようだ。

　うんうん、と満足げに首を振り、言葉を続ける。

「……こういう娘が、まえにいたよ。嫁入りまえにむごい目にあわされてね、婿むこになるはずの男に捨てられたんだ。それで色街に引き取られて、娼婦として働いているとね、すぐにその娘より二十も歳の離れた金きん満まん家かの狒ひ々ひ爺じじいが身請けしにきた。身請け金で店が潤うるおったのはあたりまえの話だが、変だろう？　その婿になるはずだった男は貧乏だったのに、別の娘を嫁にもらうさい、結婚税をたーんと払ったって話だ。おまけに、身請けされたはずの娘は、いくらもしないうちに狒々爺の屋敷から姿を消した。とある貴族の別荘で、飼われるように囲われていたのを見たと噂で聞いたがね──このからくり、わかるかい？」

「別荘の持ち主が娘に目をつけた。それで狒々爺があいだに立って、男に金を積んで、襲わせた」

「利口だね、セットは。じゃあ、もうひとつ、聞いてみようかね。その狒々爺は誰だと思う？」

「ヒャルマール」

　やり手婆はなにもいわなかった。ただ、すべてのものを嘲笑うかのような、酷こく薄はくな笑みを口元に浮かべて見せただけだった。

　──ザリガニ、食べなければよかった……。

　そう後悔したところで、胃袋のなかのザリガニが皿のうえに戻るわけでもない。

　とりあえず、狒々爺への負の感情を押し殺しつつ、やり手婆が呪のろいの言葉を吐きながら作った料理を、エリーザベトはただひたすらにテーブルに並べる。

　メルタが戻ってきたときには、テーブルのうえも床も長椅子もぴかぴかに磨みがき終わり、毛布も毛皮も藁も新品に取り替え済みで、やり手婆が案内したヒャルマールがどっかりと長椅子に座ってタバコをふかしていた。

　あわてて帰ってきたメルタを見て、ヒャルマールは、黄ばんだ乱らん杙ぐい歯ばを剝き出しにして笑った。

「どこへ行っていたんだ」

「昔馴染みを見送っていましたの。お待たせしまして？」

「いいや、いい女は、男を待たせるものだよ、メルタ。そして、いい男は、女を待つすべを知っているものだ」

「まあ！」

　メルタのそれは、自分やセットには絶対に見せなかった嬌きよう態たいだった。

　ヒャルマールの突き出た腹にしなだれかかりながら、その豊かな胸を男の太い腕に摺すり寄せている。わざと高くした鼻声で、尻や腰を撫でさすられては甘えた声をあげる。

　料理を並べていたエリーザベトがその豹ひよう変へんぶりにびっくりして無ぶ遠えん慮りよに見つめていると、ヒャルマールに気づかれないように、メルタが「出て行きなさい」と手で合図する。商売の邪魔だと暗にいわれたのだろう。

　エリーザベトは、急いで皿を並べ終えると、広間を出た。

　が、

　──なんだ？

　どうにも、ひっかかるものがある。

　ヒャルマールにか、メルタにか。それともやり手婆にか。

　さっき隣の部屋から変な声がしたとき、セットがエリーザベトの耳をふさぎ、アルノルトが顔を背そむけた。と同時に、メルタが「お店がはじまったようね」といった。

　娼婦といってはいるものの、彼女たちがいったいどんな仕事をしているのか、エリーザベトははっきりと認識しているわけではない。せいぜいが、周囲の態度から自分は知らなくてもいいものなのだと、判断したぐらいだ。

　──店がはじまったら、したへ行こう。

　だからそれまでは、サロンのまえを離れるつもりはなかった。

　エリーザベトが聞き耳を立てているとは、つゆほども思っていないのだろう。サロンのなかのメルタとヒャルマールは会話を続けている。

「だがね、嫉妬は、とめられない。その昔馴染みは、おまえのいいひとかい？」

「まさか！　あたしには、旦那さまだけと、何度繰り返せばおわかりいただけるの？」

「いい女は、じょうずに噓をつく」

「あら。じゃあ、女にじょうずに噓をつかれたら、いい男はどうなさるの？」

「じょうずに、噓にだまされてやる」

「うふふ。じゃあ、だまされたふりをなさって？　あたしは旦那さまに噓なんてついておりませんわ」

「そうかい？　そうだね、メルタはわしを裏切れないんだからね。だから、とってもいいことを教えてあげよう」

「……とってもいいこと？」

「うん、フーゴとかいったか、ノイマン通りに住む、王立大学の学生は。彼は捕まったよ」

「……え？」

「建国祭が終わったあと裁判があるらしいが、鎖刑は免れまい」

「……そのひとが、なにを……？」

「知っているだろう、このエレン通りの英雄だかなんだか。確か『運び屋』とかいったかね。ほら、娼婦やら犯罪者やらを逃がす段取りをつける『逃がし屋』から、そいつらを引き取ってブリクセンまで運ぶ役目をしている輩。『逃がし屋』と違ってなかなか尻尾を摑つかませないから、いったいどんな組織が動いているのかと思えば、なんのことはない。ただの苦学生ウーロフの息子フーゴだったんだ！」

「……なんてこと」

　そういったメルタの声のトーンが微妙に変わっていたことに、エリーザベトは気がついた。

　──なんだ？
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　メルタのお店がはじまったようだから、エリーザベトは、そのままそこにい続けることはできなかった。

　あわててしたにおりていくが、階下から娼婦と腕を組んであがってくる客の姿を認めるたび、壁にさっと寄り、こうべを垂れて、やり過ごす。廊下も階段も譲られて誰よりも先に歩くのが常識だったエリーザベトの世界とは、異なる常識がここにはあった。

　まず、偉いのは金払いのよい上じよう客きやく。

　どんなに醜しゆう悪あくな面つら構がまえでも、どんなに動く脂肪の固まりであっても、どんなに暴力を振るう小心者でも、金さえ払えばすべてが許される。

　娼婦たちも、その支払いで生かされている以上、裏では憎ぞう悪おしたり、妖あやしげな呪じゆ術じゆつをかけていても、表の顔では完璧に『かわいい囲われもの』を演じきる。《森のアザミスコーグ・テイステル》の女優たちの、うえをいく演技力だった。

　次に大事にされるのは、もちろん稼ぎのいい娼婦だ。

　もっとも高級娼婦としておなじ娼館《気まえのいい花嫁フエネロース・ブルードグム》で働いている以上、ここの娘たちは他の店の娼婦たちに比べ、稼ぎも待遇もいい。王太子であるエリーザベトですら見たことも着たこともない上質の絹で作られたドレスを何着も持っている娘もいるくらいだ。

　その贅沢三ざん昧まいの暮らしぶりを聞き知って、娼婦に憧れる幼い少女たちがそれなりにいるのは、無理からぬ話だろう。

　あとは、支払う金額によって待遇を変える普通の客層があり、最下層にいるのがやり手婆やエリーザベトら用心棒だった。

　だが、

「セット、ちょっといらっしゃい」

　エリーザベトの待遇は、ほんの少し、他の店の用心棒たちと違っていた。

　部屋の扉をこっそりと開けて、仕事中の娼婦がそう手招くのでひょこひょこと近寄ると、

「これ、いただいたの。あとでお食べなさいね」

　と焼き菓子やらパンやら、客にもらった土産らしきものをもらってしまう。どうもエリーザベトの食に特化したところや表情の硬いところなどが、娼婦たちの母性本能をくすぐってしまうらしい。

　それは娼婦たちだけでなく、やり手婆ばばあでさえもそうだった。

　メルタの部屋から戻ってきて、控えの間でもらった焼き菓子をつまんでいたら、やり手婆に呼ばれた。

　ザリガニが茹であがったのかと嬉々としてむかうと、ザリガニとおなじ赤色は赤色でも、鮮やかなドレスが目のまえに広げられていた。

「……ザリガニ……」

　失望のあまり思わずつぶやくと、やり手婆があきれた。

「おまえのあたまは、きれいに食べもののことばかりだね！　それは夜食に茹でてやるから、ほら、ちょっとこれ、着てみてごらん。メルタが身請けされるときに着せようと思ってね、作ってたんだよ。たったいま、仕立てあがったばかりさ。メルタは仕事中だから、さきにちょっと着てみせとくれ」

「やだ」

「ザリガニはいいのかい？」

「着る」

　少年のように着ているものをぱぱっと脱ぎ捨て、チュニック一枚になると、やり手婆に手伝われながらそのドレスを身に纏まとう。細すぎる腰にコルセットは必要なかったが、胸のほうはがばがばだ。

「なんでこんなにきれいにお乳のところがあまるんだい。おまえ、ほんとうに女かい？」

　ザリガニで脅して無理やり着替えさせたのはやり手婆のほうなのに、胸に詰めものをこれでもかと押し込みながら、ずいぶんと失礼なことをいう。

　エリーザベトがむっとしていると、「ようやく見られるようになったね」とやり手婆は満足そうに額の汗を拭い、今度は鏡台のまえに座らせる。

　鏡に映ったエリーザベトは、赤い髪と赤いドレスがとてもよく似合っていたが、豊満な作りものの胸がどうにも馴染めない。顔をしかめていると、麻を染めた赤毛のかもじを、やり手婆が手際よく短い髪につけていく。

　そのときに、訊かれた。

「おまえ、好きな男はいないのかい？」

「？」

　問われている意味がわからない。どういうことなのか訊き返そうとしたら、顔を動かすんじゃない、と叱られる。おとなしくしていると、やり手婆はためいきまじりにいう。

「あのセットという傭兵。あいつはだめだよ、やめておいたほうがいい」

「なぜだ？」

「なぜって……。金も働き口もない時代錯さく誤ごの傭兵なんかといっしょになったってつまらないに決まってるだろ？」

「なぜだ？」

「せっかく女に生まれたんだよ？　こうやってきれいに髪を結ゆって、きれいにお化粧して、きれいなドレスを着なきゃ生まれ損じゃないか！　女をずっときれいにさせておく甲か斐い性しようを持つ男じゃなきゃ、あたしゃ、あんたを含めて、娼婦むすめたちをやれないね」

「なぜだ？」

「そうじゃないと、女は幸せになれないからさ。だから、女ぜ衒げんだってわかっていても、あたしゃヒャルマールの持ってくる身請け話は蹴りゃしない。ほんとうの身請け先は、まごうことなくお大だい尽じんだ。店にいるときのようにいっしょうけんめい尽くせば、おいしいものは食べられるし、きれいなドレスを着せてもらえるからね」

　エリーザベトにとっていつだっておいしいものは食べ放題だった。毎日きれいなドレスを着ていたし、仕立てていた。

　それでも、劇団《森のアザミスコーグ・テイステル》とのあわただしい道中のほうが、アルノルトの流れるような美辞麗句を聞かされているほうが、あきれたり怒ったり笑ったりするセットの豊かな表情を見ているほうが、エリーザベトのこころはぽかぽかと満たされる。

　やり手婆のいう『女の幸せ』と、エリーザベトが思う『幸せ』はどうやらずいぶん違うらしい。

　その相違を説明しようにも、どう言葉を継いでいいのかわからない。エリーザベトが考えに考えて口にしたのは、

「やり手婆のザリガニはうまい」

　おいしい料理もきれいなドレスも、好きなひとがそばにいればこその幸せだといいたかったのだが、額がく面めんどおり受け取ったやり手婆は声をあげて笑い、

「塩で茹でただけじゃないか、おかしな子だね」

　ばしばしとエリーザベトのあたまを叩く。

　理不尽な暴力に口を尖らせると、やり手婆はほんの少しだけ残念そうにこんなことをいった。

「あの男がね、傭兵なんて仕事を辞めて、どこかの職人にでも弟子入りして、そのうえでメルタを嫁にしたいといってきたなら、身請け金も結婚税も、あたしが立て替えてやるつもりだったんだよ。メルタが惚れてるのはすぐにわかったからね。あたしの店をここまでおおきくしてくれたのはあの子だ、その恩返しのつもりでね。だけど、あの男は、メルタは『運命の女』じゃないとかいって……」

「──『運命の女』？」

「ああ、確かそういったと思うよ。ずいぶんとこどものときに、旅の占術師に予言されたんだと。笑顔のうつくしい女が運命の相手だ、ってね。だから、あの男はやめておおき。おまえを幸せにはしてくれないからね。あと、あの女顔のアルノルトっていったかい？　あれもやめておおき。あれは裏の顔がある。女にとって、誠実な男とはいえないよ」

「うむ」

　それは知っている。なにせ、アルーンではあやうく拳と剣を交えることになりかけたのだから。

　だが、セットに『運命の女』がいるというのは初耳だった。

　──笑顔のうつくしい女が、運命の相手……。

　表情のないことを自覚しているエリーザベトには、ほんの少し、胸の──作りものではないほうの──傷む言葉だった。

「ほら、きれいになった！」

　やり手婆が、みずからの仕し業わざを、鏡越しに満足げに眺めている。

　確かに、鏡に映るエリーザベトは、たっぷりとした赤毛を瞳の色と揃そろいの絹のりぼんで結いあげ、化粧をし、うっとりするほどはなやかなドレスを着て、かなりきれいになっている。この姿を見て、誰が『ドクロの君』などと不名誉な渾名をつけるだろう。

　だが、それでもやはり、エリーザベトにはその渾名がつけられるだろうことは簡単に予想できた。

　表情を──笑顔を浮かべるすべなど、誰にも学んでこなかった。

　──わたしは、セットの『運命の女』には、なれそうにないな。

　なんとなくそのことを残念に思っていたとき、やり手婆の部屋の扉をちいさくノックする音がした。

「誰だい？」

　誰すい何かしながら扉を開けたやり手婆の肩に、すがるようにして手を置くものがいた。

　乱れた灰茶色の髪、涙を幾筋も流した顔。薄い夜着にショールを羽織っただけの、妙にみすぼらしさを感じさせる姿。

「メルタ！」

　やり手婆が、その憔しよう悴すいぶりに驚きよう愕がくの声をあげる。

「どうしたんだい、おまえ!?」

「どうしよう、女将さん、どうしよう」

「どうしたっていうんだい、そんな真っ青な顔をして！」

「あのひとが──フーゴが、捕まったって」
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　エリーザベトのつたない説明を聞き終えたセットは、少なからず自分が動揺していることに気がついた。あまりにも、はじめて耳にする事実が多すぎたからだ。

　フーゴが『運び屋』だったのは、彼を捕らえたときにわかった。だが、メルタもフーゴの知りあいだとは知らなかった。そのうえ、フーゴが捕まったことを聞いたメルタが、たった一晩でこんなにも憔悴するほどの仲──恋人同士、という言葉以外、ふたりの関係に当てはまるものを、セットは思いつかない──だったとは。

　──昨日、隣の部屋を覗いていたのは、音がしたからじゃなく、フーゴの消息が気になったからか……。

　そして、メルタと良好な関係を築いたうえで身請けするのだとばかり思っていたメルタの旦那が、やり手婆に「女衒」といわれるような存在であったとは。

「──あたしたちが娼婦という仕事を辞めるためにはね、たったふたつしかない方法の、どちらかを選ぶしかないの」

　以前、メルタがそういって教えてくれたのは、死ぬか、身請けされるか、のふたつだった。

　死ぬ、は文字どおり他界することで、病気や事故、殺人事件といった安らかさとは程遠い辞めかただった。

　一方身請けは、娼婦にとって一種の結婚のようなものだった。だからといって街の娘たちのように、夫となる男とともに役所に結婚税を納め、許可書を発行してもらうといった過程は経ないし、妻と名乗れる身分になれることはまずない。たいがいが金を持て余した中年男のもとに、囲われものとして引き取られるのだ。

　とはいえ、囲われているあいだは二度と客を取らなくてもいいし、富豪に身請けされた場合、ずいぶんな贅沢を許されることもあると聞く。正妻を早くに亡くした貴族の後のち添ぞいになり、本妻のように傅かしずかれた元娼婦がいたというから、不幸とばかりはいえないだろう。

　だからセットは、メルタの身請けが決まったとき、この世界で生きていた彼女がようやく幸せになれるのだと、姉の結婚を祝う思いで祝福した。

　──それなのに。

　セットは、自分の浅はかさを悔んだ。そして、メルタに、フーゴを捕らえたのが自分であることを正直に打ちあけた。そして、驚いているメルタにフーゴに対する素直な自分の思いも伝えた。

「……フーゴに後悔するな、っていわれたが、このことだったんだな。悪いが、おれにはしかたなかったとしかいいようがない。罪を犯したのは、フーゴのほうだろう」

　心中で苦笑する。

　──ビョルンにいったことと違ってるな。

（おれには娼婦のともだちと、密猟者の知りあいがいるんだ）

　そのふたりを目のまえにして、しかたがないなどといっている。イクセルにはどちらにも肩入れできないとぬけぬけといっておきながら、だ。

　──フーゴが、メルタの恋人だということに、嫉妬しているのか？

　ふいにそんな考えが胸を過よぎり、ぎくりとする。まさか、と打ち消したいが、セットの心に打ち消すだけのなにかが足りない。

　とまどい、視線をさまよわせていると、まっすぐに自分を射抜くアルノルトの目にぶつかる。

「──っ！」

　思ってもいなかった自分の底意地の悪さを見破られたようでセットは身を強こわ張ばらせる。しかしアルノルトは、視線を肩を抱いてソファに座っているメルタとエリーザベトに移しながら異論を唱えた。

「そうかな？　ぼくは、しかたがないですませられる話じゃないと思うけど？」

「……どういうことだ、アル」

　うん、と少年は頷くと、居間にそなえつけの食卓の椅子を引く。そこに腰をおろし、籠かごに一個だけ置いてあった朝食用の林檎を手にする。

　そこではじめて林檎の存在に気がついたのか、エリーザベトの目がアルノルトの手元に釘づけになる。どんなにうつくしく着飾っていても、中身は歩く食欲のままのようだ。

　そのことが、セットの強張ったからだをふ、と弛し緩かんさせる。アルノルトがエリーザベトたちを見る視界を遮さえぎらないように、椅子を引いて座った。

「愛しのエルサ、あなたにもお考え願いたい話ですが、よろしいですか？」

「うむ」

「役人たちが目の仇かたきとしていてこのたび捕らえた『運び屋』フーゴと、いまだ正体不明の『逃がし屋』という誰か。このふたりがブリクセンへ逃がしているのは、娼婦とその恋人のほかに、具体的にはどんな人物がいるのでしょうか。セット、お答えいただけますか？」

「犯罪者、だろ？　強制労働や鎖刑が決まっていた人間だと聞いたことがある」

「じゃあ、犯罪者というけど、具体的にどんな罪を犯しているのかな？」

「……そりゃ悪いことだろう」

「具体的に、っていったよね」

「……いろいろあるだろう、スリかっぱらい置き引きからひと殺しや放火」

「政治犯」

「それも加えておきましょう。さて、重ねて訊きますが、ひと殺しや放火は目に見えて重罪です。ぼくもこれらには同情はしません。ですが、スリやかっぱらい、特に冬場によくある泥棒といった、どちらかというと軽犯罪なこれらが、どうしてリドホルムで多発しているかはご存知でしょうか？　ここに来るまえに調べてきたのですが、ブリクセンでは少ないようですね」

　両手で林檎を器用に操りながら、謎かけのようにアルノルトはいう。その遠まわしないいように、セットは焦じれた。

「……アル、単刀直入にいってほしいんだが」

「セット、ほんとうにきみは無学な傭兵だな！　いいかい、リドホルムは法ほう治ち国家だ。法によって国家が治められているんだよ。法とは、国民が守るべき規律であり、国家がそれにのっとり、国を動かしていく指針。これはわかるね？　つまり、その法が正常に施行されて遵じゆん守しゆされていれば、このうえもなく理想的な国家となる。でもね、時と場合によっては、その法を守れないことだってあるんだよ！」

　そこにエリーザベトがもっともな正論を返す。

「どうしてだ。守れといわれているのなら、いついかなるときも守るのが正解だ」

「それならたとえ話をしましょうか、エルサ？　あなたはとてもおなかがすいていました。もう何日もパンくず野菜くずの欠片も食べられず、物乞いしても、誰も恵んでくれない状況にいたからです。そんなときに、目のまえに無造作に林檎が置かれていたとしましょう。この林檎みたいに、つやつやとして、すごくおいしそうです。ひとは、誰もいません。そこにいるのはあなたひとりです。もう一週間以上も、なにも食べていないあなたひとり。……どうする、セット？」

「……」

「どうしますか、愛しのエルサ？」

　答えられないセットから、アルノルトはエリーザベトに視線を移す。手にしていた林檎を、問いとともに投げることも忘れない。

「食べる」

　林檎を両手で受け取ったエリーザベトは即答した。

　アルノルトがおおげさに目を見開いた。

「おかしなことをいいますね、愛しのエルサ。法律で盗みは禁じられているはずですが」

「盗みは罪になる。だが、そこまでおなかがすいているのなら、食べる。金は、あとで払う」

「そうですね。きっと目のまえの林檎を食べたなら、もう一週間くらい、生きていけるかもしれません。そのあいだに仕事を探せるかもしれません。仕事がみつかって、食べた林檎の代金くらい、すぐに払えるようになるかもしれません。では、あなたのおっしゃるように、その林檎をひとつだけ盗んで食べるとしましょう。……はたして、林檎を食べたあなたは、このあとどうなるでしょう？」

「捕まる」

「そのとおり。そして、そのあとは？」

「そのあと？」

　エリーザベトはきょとんとするが、セットはあたまをがしがしと搔いた。

（でもサ、それサ、ほんとうにとっ捕まえていいもんかね？）

　イクセルの疑問の意味がようやくわかった。ようやく色街エレンの住人が、『逃がし屋』と『運び屋』を英雄視し、かたくなに守ろうとするのか合が点てんがいった。

「強制労働所か船底か、か。なるほどな、『逃がし屋』が繁はん盛じようするわけだ」

「セット？」

　エリーザベトが、セットを見る。

「みんなが、あとで払える金を持ってるわけじゃない。簡易裁判で判決を受け、強制労働所送りになるか、鎖刑になって船底に送られるかしか道はない、か」

「つまり？」

「林檎を盗んで死ぬか、林檎を盗まずに死ぬか。その二択しか与えられないのが、この国の貧しい者の現状なのよ」

　自分のからだを抱くようにして泣いていたメルタが顔をあげた。

「罪人を捕らえれば、捕らえて処罰すれば、ほんとうにこの世は平へい穏おんを手に入れられるの？　そんなの、なんの解決でもないじゃない。見て見ぬふりをしているのとおなじことだわ。……どうして、どうして王は、こんな簡単なこともおわかりにならないの？　どうしてひとは罪を犯さざるをえないのか、王は裁きをくだすまえに、まずそれを考えるべきでしょう？　考えることを放棄した王のほうこそ、首を斬られるべきだわ」

　それは、普段の朗ほがらかなメルタのものとは思えないほど、暗く低い声だった。
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　呪いを吐くようなメルタの言葉は、本来であれば国家反逆罪にあたるものだった。

　エリーザベトの正体を知るセットは気が気ではなかったが、エリーザベトがおとなしく聞いていたので、なにもいわなかった。アルノルトもそうだった。

　メルタの気持ちが落ち着いたところでエリーザベトとアルノルトに店まで送らせた。

　フーゴを捕らえ、命の危機にさらしているのはセットだ。顔を見るのも苦痛だろう。そばについていてやりたいが、

　──おれには、おれにしかできないことがある。

　セットはメンテナンスに出していた剣を、日の高いうちに引き取りに行った。強度を確認し、仕あがりに満足すると、部屋に取って返す。

　日が暮れるのを待ち、濃い色合いのウールの上下に着替えると、皮かわ鎧よろいを身につける。そのうえからコートを着込み、マントを羽織る。

　まるで隊商の警備でもするかのようなものものしいいでたちだ。

　夜までメルタのそばにいてくれと頼んでいるふたりに、こころのなかで呼びかける。

　──いざというときは頼むぞ、エルサ、アル。

　ひとりで牢を破りに行くのだ。




　建国祭ににぎわう王都に似つかわしくないセットの姿を見て、応対にでた役人が苦笑した。

「なんだ、なんだ、そんな格かつ好こうして！　仮装行列にでも参加するつもりか？」

「まァ…なっ！」

　セットの拳が、役人のみぞおちを襲しゆう撃げきしたのは一瞬だった。崩れ落ちる重いからだを支え、ずるずると陰に引っ張っていく。

　セットは剣士だ。拳や蹴りを使った攻撃よりも、剣で敵を倒すほうが得意である。

　とはいえ、傭兵が時代錯誤なものとされ、戦うこと自体が否定されている今の世では、剣での攻撃は問答無用で犯罪となる。なので、剣を佩おびてきたとはいえ、むやみに振るうわけにはいかない。

　どんな状況でも生身のからだひとつで戦うエリーザベトを真似るわけではないが、傭兵団に属していたときに簡単な組み討ちくらいは習っている。それを思い出し、思い出ししながら、ひたすら正確にセットはひとりひとり役人の意識を奪っていった。

　──運がいいな。

　誰かの策に嵌はめられているのかと疑いたくなるほど、あまりにも簡単にことが運んだ。

　どうやら、建国祭で、連日連夜王都中が騒がしいのがさいわいしたようだ。

　喧嘩だ火事だ強盗だと休む間もなくあちこちで揉もめ事が起こり、そのたびごとに駆り出される役人たちは、疲労もたまっていれば、眠気もピークに達していたらしい。セットのように睡眠不足や疲ひ労ろう困こん憊ぱいの状況に慣れていないため、それらに対する耐性が低いのだろう。

　匿とく名めいで差し入れた酒で正体なく寝こけるものは起こさないように、なんとか職務に真面目に服そうという気力だけで起きているものにはしばらくお休みいただいて。

　フーゴをハルネスから護送し、牢に突っ込んだ三日まえの記憶を思い起こしながら、セットは役所のなかを探し歩いた。ようようのことで捕らわれている地下牢をみつけたが、ずいぶん時間を食ってしまった。

　──急いだほうがいいな。

　石壁にかかっている鍵束を取り、傷害罪あたりでとっ捕まり入牢させられた酔すい漢かんたちの罵ば声せいに耳をふさぎつつ、セットはフーゴの牢のまえに立った。

「……ひどいな」

　それ以外の言葉が出なかった。

　きっと『逃がし屋』の正体を吐けと、この数日のうちになんども拷ごう問もんを受けたのだろう。

　捕らえたとき暁闇に浮かんで見えた明るい色のウールの上着はすでに見る影もなく、剝き出しの上肢という上肢に鞭むち打たれたあとがびっしりとあった。通路に揺らめくロウソクの頼りない灯りにてらてらと輝いて見えるのは、血か汗か、そのどちらもだろう。

　フーゴは壁にかかった鎖に繫つながれて、座ることも許されず、ただゆらゆらと揺れながらわずかな休息にまどろんでいた。

　何本目かの鍵で、牢の扉は開いた。が、そのガチャリという開錠音は、思いがけずおおきく地下に響き、まどろみのなかにいたフーゴを恐怖に飛び起こさせる羽目になった。

「……っ！」

　フーゴの悲鳴が漏れそうになるその口をとっさにふさぎ、怯おびえたその目に自分の姿を映させる。小声で、それでも聞こえるようにしっかりといい聞かせる。

「フーゴ、おれだ、セットだ。わかるな？」

　恐慌状態に陥りかけていたフーゴだったが、セットの合図に合わせ鼻で呼吸を整えることで、なんとか正気を手放さないでいてくれた。

「手を離すぞ、いいな？」

　目顔で頷く彼から、手のひらをはずす。深い深い息をついたあとで、フーゴはにやりと笑っていった。

「な……んだ、犬に成りさがったんじゃないのか？」

　ずいぶんな憎まれ口だが、なにもいわれないよりマシだ。

「あんた、いったよな。後悔するな、目を曇らせるな、って」

　鍵束のなかからフーゴを拘束する鎖を解く鍵を探し出し、自身のからだでちからのまるで入らないフーゴの肢し体たいを支えながら、解放する。

「──っ」

　セットよりも小柄なフーゴではあったが、全身のちからが完全に抜けている状態では想像以上に重い。覚悟はしていたが、足元がよろめく。なんとか踏ん張ってフーゴの腕を肩に担ぐと、よたよたと牢から抜け出す。

「……セット……。おれがこんなになっているのを知って、後悔したのか？」

「おまえとおなじことをいったやつがいる。目を曇らせるな、と。そいつに助けてくれと頼まれた」

　冷やかすように、邪魔するように、酔漢たちがはしゃぎ声をあげ、セットやフーゴのからだを引っ張る。そのたびごとにふらつきながら、ふたりは這はうようにして地上を目指す。

「……メルタか？」

　セットは答えなかった。だが、その必要はなかった。フーゴは喉の奥で笑う。

「ずるいな、あいつ。やっぱり、最後にゃおまえを頼るのか」

「おれがさきに頼った。メルタは貸しを回収に来ただけだ」

「貸し？」

「飯をごちそうになった。おれと、仲間のぶん」

「しっかりしてるな、あいつ」

　ほうほうのていで階上にあがり、寝転がった役人たちを起こさないように役所のそとを目指す。だが、セットの運は、そこで尽きた。

「──そこでなにをしているッ!?」

　野太い声の怒声が飛んだ。巡回から帰ってきたのか、ふたりの役人がこちらへむけて剣をかまえている。ひとりの腰は引けているが、もうひとりの声は落ち着き払っていた。

　──やばいな……。

　セットひとりなら逃げられる自信はある。だが、ひとりでは歩けないフーゴがいる。彼を助けるためにここに来たのに、あと少しというときに！

　セットの焦りを感じたのだろう、フーゴがちいさく笑った。

「終わりだな。おまえひとりなら逃げられるだろう？　行けセット」

「……だが、」

「いいから！　その代わり、あいつを連れて逃げろ」

「──!?」

「ランツより国境付近に、ノルビって村がある。そこでガール＝カルクーンという男と連絡を取ってくれ」

「……狂った七面鳥ガール・カルクーン？　ブリクセン語だな、ブリクセン人か？」

「ああ。セット。──メルタはブリクセン人なんだ。レギーネというブリクセン人なんだ。彼女が『逃がし屋』なんだ」

「なんだって……？」
















　思わず見返したセットの腕を、フーゴが渾こん身しんのちからを込めて押しあげる。反動で座り込んだフーゴと反対側によろけたセットのあいだを、へっぴり腰の男の剣がすり抜けた。

　セットはステップを踏んで、体制を整える。腰の剣に、手を伸ばす。

　──さきに……！

　へっぴり腰をノしておいて、と思ったが、間髪いれずに怒声の主の剣圧が頰をかすめる。

「法を犯したものがどうなるか、知らぬ歳ではなかろ──うわっ!?」

「行けッ!!」

　フーゴが、怒声に剝き出しの土を投げて生まれたその隙に、セットは身を翻した。

　役所を飛び出し、ひとが行き交う通りを、あちこちぶつかりながら駆け抜ける。

　──気づかなかった！

　──助けられなかった！

　──助けてもらった！

　──守れなかった!!

　自分ひとりが助かるための運はかろうじてあったことを皮肉に感じながら、セットは身を潜めていた路地に皮鎧を投げ捨てる。あらためてコートを纏まとい、マントを羽織ると、剣を腰に佩おびる。

（剣を持って戦う男におなり、坊や。そうすれば坊やは必ず運命の女と巡り逢う）

　老婆はそういった。だから、単純にそれを信じて、傭兵になった。

　けれど、友ひとり救えない剣を捧げられて、その程度の剣士に仕えられて、運命の女のほうでどう思うだろう？　富と名誉を与えたいと思うだろうか？

　鬱々とした気持ちを抱えたまま、それでもフーゴとの頼みだけは守りたい。守り抜きたい。その思いで、ずるずると身を引きずるようにして表通りに戻り、エレンへ急ごうとした。

「──セットォッ!!」

　その声に、呼び止められるまでは。

　振り返ると、よく似た背格好の少年少女が手を繫つないでひとごみを搔きわけながら、走ってくるところだった。

　その片割れの姿に未熟なおのれが恥ずかしくなり、胸がきつく痛む。同時に甦る、メルタの呪じゆ詛そ。

（考えることを放棄した王のほうこそ、首を斬られるべきだわ）

　首を振って打ち払い、ふたりが──エリーザベトとアルノルトが近寄ってくるのを待つ。表情の変わらないエリーザベトはともかく、アルノルトが血けつ相そうを変えているのが気にかかる。

　──夜までメルタといっしょにいろといったはずだが。

　彼女になにかあったのだろうか。

「探した、セット！」

　息を弾ませるアルノルトが、倒れ込むようにセットにすがりつく。それをあわてて支えながら、

「どうかしたのか？」

　と問えば、返事はエリーザベトから戻った。

「メルタが身請けされた」

「なんだって？」

　役人に逮捕されるよりもたちが悪い。セットはまた約束を守れなくなる。
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「考えることを放棄した王のほうこそ、首を斬られるべきだわ」

　メルタの口から暗く低い声で唱えられたそれは、エリーザベトに強い衝撃を与えた。

　悲しみの淵にいるひとはこんなにも暗い声を放つことができるのか。母親リリーの治める国はそんなに狭量なものだったのか。

　幼い頃を過ごしていた別荘でちいさな閉じられた世界にたゆたっていたときにも、母親のそばでまつりごとの欠片を学ばされていたときにも、城を追い出され劇団員の下働きとして旅をしているときにも、これほどのインパクトを与えるものとの出会いはなかった。

　そして、これほどの傷みを感じさせられる言葉も。

　メルタが落ちつくのを待って、彼女を店に送れとセットは言った。そして、夜までいっしょにいろと。

　いちおうそれを承諾したアルノルトが、ついでとばかりに、セットに問う。

「セットは、どうするわけ？」

「おれはほかにすることがあるんだよ」

「ふぅん。ま、あんまり無茶しないことだね」

　その言葉に、エリーザベトは、セットがフーゴをひとりで助けに行こうとしているのを理解した。

　メルタを《気まえのいい花嫁フエネロース・ブルードグム》に連れ帰り、やり手婆ばばあに頼んで今日ばかりはヒャルマールといえどサロンに通さないようにしてもらった。ただでさえ彼女の精神はひどく傷ついているのだから。

　娼館全体のというより、メルタ個人の用心棒になったつもりで、サロンにアルノルトと居座る。やり手婆が運んできた簡単な食事を口にしながら、セットの考えを理解したふうのアルノルトに問うてみた。

「……なぜ、セットはわたしたちに協力しろといわない？」

　アルノルトは答える。

「罪の意識ではないでしょうか？　自分がフーゴを捕まえたが、フーゴはメルタの恋人だった。しかも『運び屋』と呼ばれるエレンの英雄の片割れ。セットらしい単純さですが、自分で犯した罪は自分で償うつもりなのでしょう」

「わたしは、セットが罪を犯したようには思えない」

「ええ、彼は罪を犯してはいませんよ、あなたがた国の側から見れば、ね。ですが、ぼくたち国民の側から見れば、なんてことをしてくれたんだといいたくなるのもまた事実。実際、そのフーゴという男なんですよ、《賢者の森スコーグ・テイステル》が仲間に引き入れたいもののひとりは」

「……ほう？」

　ずっと、なぜ《賢者の森》の密猟者であるアルノルトが、いまエリングマルクにいるのかわからなかったが、ようやくその理由がはっきりした。

　自分でもときどきわからなくなるが、エリーザベトはとりあえず王太子だ。次代のリドホルム王国を担う地位にある。その立場にあるものとして、アルノルトの発言は黙って聞き流すことはできない。

　雰囲気を変えたエリーザベトに気づいたのか、アルノルトは苦笑した──苦笑したが、目が笑っていない。

　セットや他のものがいるまえでは絶対に見せないような──アルーンで剣をむけてきたあの一瞬にだけ浮かべた冷淡な瞳で、エリーザベトを見返してくる。

「ま、あなたとはアルーンでひとまず休戦することにしたからね、隠さずにいうけれど、『運び屋』あるいは『逃がし屋』のうしろには、ブリクセンのなかでもずいぶんとおおきなちからを持った人間がいると《賢者の森》は踏んでる。彼らを仲間に引き入れることで、そのなにものかとつながりを持ちたいんです」

「……それで、国家転覆を図るのか？」

　まさか、とアルノルトは声をあげて笑う。

「まえにもいったでしょう、ぼくらはそんなつもりはさらさらない、と。ぼくらの願いは《賢者の森》を解放させること、それだけだ」

「……ほんとうに？」

「ほかになにがあると？」

「セイデリア公ローラント、つまりわたしの父が、おまえの──」

　アルノルトが、表情を崩した。

「知って……──うん？」

　浮かべた奇妙な表情を瞬時に取りさげ、アルノルトがサロンの出入り口に鋭い視線をむける。階下から乱暴な足音と、やり手婆の常にない荒々しい声が聞こえたからだ。

「この足音は……」

　エリーザベトもそれに倣ならい、ドアを見、長椅子を離れる。

　セットは夜までメルタといっしょにいろといった。夜にはフーゴをここへ連れ帰るのだろう。そのときにやつがいてはいけない。やつ──ヒャルマールに、メルタを連れていかれるわけにはいかない。

　だが、

「愛しのエルサ。お願いがあります、抵抗はしないでください」

「？」

　アルノルトの囁きに、思わず注視する。アルノルトは変わらず出入り口を見つめたまま、エリーザベトにだけ聞こえるように、繰り返した。

「セットには悪いけれど、メルタは連れていってもらいましょう。確かめたいことがあるんです」

　エリーザベトにも、確かめたいことがあった。セットが気づかず、アルノルトが気づいたものなら、きっとおなじだろう。

　下へ手たをすると精神的に傷ついているメルタをさらに追い詰める結果になりかねないが、いざともなれば王太子としての権力を行使するつもりもある。

　だから、そのあいだだけ。

　──悪いな、セット、メルタ。

　エリーザベトとアルノルトはこころのなかで謝りながら、ヒャルマールの訪れを待った。




　そして、ふたりの確かめたいことは、その数分のあいだで正しかったと証明された。




「──セットォッ!!」

　どこか苛立ったようなひとりきりの傭兵の背なかを夕闇に見み出いだせたのは、本業で鍛えられたアルノルトのすぐれた視力のおかげだろう。

　どちらかといえば鳥目なエリーザベトには、指差されても見わけがつかない。それでいつものように手を握られて、立ちどまったセットのもとに駆け寄る。

「探した、セット！」

　メルタが予想どおりヒャルマールに連れていかれると、エリーザベトとアルノルトはすぐさま口裏をあわせ、セットを探して回った。

　フーゴが捕らわれていそうな役所をいくつかあたり、そのどこにもいないことを確かめ、《気まえのいい花嫁》で待っておくのが得とく策さくかと意見をあわせる。そしてひとまず戻ろうとエレン通りを目指しているときに、セットを見つけたのだ。

「セットはひとりです、失敗したみたいだ」

　走り寄るあいだに小声でセットの状況を教えてくれたアルノルトは、エリーザベトにくらべて体力が劣る。歩き回った果てに走ったために、倒れ込むようにセットにすがりつく。

「どうかしたのか？」

　アルノルトの華きや奢しやなからだを受け止めながら、セットがエリーザベトに視線をむけてくる。

　エリーザベトは打ちあわせどおりに答えた。

「メルタが身請けされた」

「なんだって？　祭りのあとじゃなかったのか!?」

　案の定、セットの声が荒くなる。

「そうだと聞いていた。だが……、」

「夜までいっしょにいろといっただろう!?」

「自分のちから不足にイライラするのもわかるけど、女性にむかって怒鳴らないでよ、みっともない!!」

　セットの怒声にかぶさるように、アルノルトが一喝する。甲高い少年の声は一瞬にして騒がしかった周囲を静まり返らせたが、再び喧騒が戻ってきたときにはいつものトーンに直っていた。

「メルタが連れて行かれるとき、抵抗しないで、ってぼくがエルサに頼んだんだよ」

「……なんで」

「確めたいことがあったから。セット。ぼく思うんだ。メルタが、『逃がし屋』だね？」

　エリーザベトの言葉を引き取ったアルノルトが、ずばりと訊く。

　──『逃がし屋』の正体はメルタ。

　このことこそ、エリーザベトとアルノルトが確認したかった事実なのだ。

　一瞬言葉を詰まらせたセットが、吐き捨てるように肯定した。

「……よく気づいたな」

「わかるよ、エルサがいってたんだ。最初にメルタに会ったとき、彼女、昼日中に出歩いていたんだって。娼婦はふつう、まだ寝ている時間だよね。そんな時間にうろうろしてるなんて、どんな用があったと思う？　買いもの？　それとも寝つけないから気晴らしに？　……来るはずだった客、あるいはいなくなった誰かを捜していた、というのはご都合主義かな？　しかも、絡まれて四人の男に殴られたり蹴られたりしていたのに、痛みを訴えたり、よろめいたりまったくしなかったって。男に絡まれることがもしお芝居だったとしたら、ひと通りのない場所でする意味がわからない。だけど、被害者が、振るわれる暴力の受け流しかたを本格的に身につけていたとしたら？　それに、あれだけの美人なのに、自分から娼婦になったというのもおかしいし、いまのいままで身請けされていないのも奇妙だよね。おまけにあのひとの身のこなし……、普通の女性とは違っていたもの……」

「──誰が普通の女性と違うって？」

　そのとき突然、想定外の人物が、三人のあいだに割って入った。打ち合わせにないそのひとの登場に、セットとアルノルトが素直に驚きの声をあげる。

「──レンナルト・ヴァルデマール！」

「こんにちはヘイサン、レンナルト」

　叩き込まれた挨拶を、エリーザベトが一拍遅れてすると、無言でがしがしとあたまを撫でられる。
















「どうして、あんたがここに」

「それはこっちのセリフだ、セット。……明日、この大通り全体を使って、うちの劇団が公演をするのさ。こんな大食らいでも働き手になるからな、探していたんだ。それより、誰が普通の女性と違うって？　コレか？」

「コレは女性じゃないだろう」

「エルサは立派な女性だよっ！　ほんとにきみは失礼な男だなっ!!」

　思いがけないレンナルトの登場は、セットの張り詰めていた気持ちを少しばかりほぐしたようだ。

　笑いのネタにされるのはいささか腹立たしいが、それでもいつもの空気に戻るのはエリーザベトにとっても正直救われる。

　よっつ年したのエリーザベトやアルノルトのまえでは年うえ風を吹かせるセットも、一見同世代のレンナルト──実際はレンナルトのほうがはるかかなた年うえだが──には気負うものもないのだろう。こころなしか弱音を吐くような調子で話しかける。

「《森のアザミスコーグ・テイステル》も確か、エリングマルクを拠点としていたんだったな。なァ、レンナルト聞いたことはないか？　『逃がし屋』と『運び屋』」

「噂だけなら、かねがね。なかなかあっぱれなことをしていると聞いているが」

「ふたりともおれの古馴染みだったんだ。ひとりは学生で、ひとりは娼婦だ。いや、娼婦だった、が正しいな。いましがた、身請けされたんだ。学生のほうは、おれが捕まえて……その……」

「──それで？　ここでつっ立ってしょぼくれてるってわけか」

　絶世の美男子とも称される完璧な美貌に、失望したような表情をレンナルトは載せる。

「セット。アルーンで会ったおまえは、平気で他人すら巻き込んで行動するようなやつだと思ったがな」

　実際アルーンでは、レンナルトは有無をいわさずセットに協力させられていた。そんなふうに扱われることがずいぶん新鮮で楽しかったのだろう。帰城したとき、母親や大伯父相手ににこにこと話していたのをエリーザベトも覚えている。

　あのときの敵は、セットやエリーザベトにとっても明確に悪だった。だが今回は、エリーザベト側に立つかアルノルト側に立つかで、善悪が変わってくる。

　どちら側にも立つことができ、どちら側にも立たないでいられるセットには、ひとりで抱え込んだものがあったのだろう。

「……あんたは、《聖十二家トルフテ》薊テイステルのエイジェルステットの知ち己きだろう？　あんたやエルサにとって『逃がし屋』や『運び屋』は敵じゃないのか？」

「……敵なのか、エルサ？」

　セットがようやくのことで口にした迷いを、レンナルトはあっさりとまる投げした。

　──抱え込まずに訊いてくれれば、いくらだって答えられたのに。セットはほんとうに不器用ものだ。

　その内容の単純さに、なんだかおかしさを感じながら、エリーザベトは首を振った。

「メルタは、わたしに王が考えるべきことを教えてくれた。知識を授けてくれる人間が、敵であるはずがない。それにアネッテが、わたしだけが助けられるひとがいる、といってくれた。……メルタは、まさしくその助けられる人だろう？」

　セットの顔から迷いが消えた。エリーザベトの好きな顔に戻った。
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　愚ぐ直ちよくなお役人さん。いっしょになって長い妻にそう評される彼は、役所のまえの道に止まった黒い不吉な馬車から目を離すことができなかった。

　まるで夜の闇のなかに溶け込みそうな漆しつ黒こくの毛並みの二頭の馬の吐く荒い息が、白く冷たい夜気に浮かびあがる。

「……なんなんです、あれ……」

　親のコネで役人勤めをはじめたばかりの新人が、その薄気味悪い存在に、怯えた声をあげる。

　──そんなもの、こっちが聞きたい。

　そう怒鳴りたかったが、声が出なかった。

　気を、吞まれていたのだ。

　どうも今日はおかしなことばかり続く。

　夕方、大通りで起こったちょっとした諍いさかいを新人と治めて役所に戻れば、同僚のほとんどが手足を投げ出して眠っていたのだ。

　職務怠たい慢まんなことに酒のにおいをさせているものもいれば、なにものかに襲われたのであろう、すっかり気を失っているものもいる。

　──賊ぞくか？

　司法に従事するものとして、恨みをまったく買っていないとはいえない。重要な書類や貴重品の類が盗難にあうといった恥をさらしていないか、仲間の面倒を新人に任せ、あわてて建物内に入り、それらを確認する。盗られたものはなかった。

　──？　なにが目的だ？

　奇妙に思ったとき、思いがけず近いところからにぎやかな声がするのに気づいた。さっきまで自分たちが出ていた表通りからなどではない、もっと近く……。

　──地下牢か。

　屋外に飛び出し、そちらをうかがえば、裁判を待つ囚人や、あたまを冷やせと突っ込んだ酔漢のいる地下牢が、案の定なにやらにぎやかだった。

「やめてくださいよー、行かないでくださいよー」

　怖がってすっかり腰が引けてしまっていた新人を置いて、そこへ近づく。出入り口の陰になるように身を置き、こっそりとなかを覗けば、まだ二十歳まえの若造がボロボロの囚人を引きずりながら地下からあがってきているところだった。

　思わず、感嘆の息が漏れる。

　──ひとりでやったのか！

　いくら建国祭の四日目で疲労がたまっているとはいえ、役所の役人とて毎日遊んでいるわけではない。それなりに体力自慢も、腕自慢も揃っている。

　そこへたったひとりで乗り込み、酒や拳で眠らせたあとで、仲間を助け出そうとしている。

　帰所した自分に見つけられてしまったところに、いささか詰めの甘さを感じないでもないが、それも若さゆえの無謀だ。

　──不興ではない。

　新人のようなどうも骨のない若者が増えている昨今、囚人に肩を貸し、よろめきながら階段を昇ってくる若造を好ましく思ってしまうが、自分には〝愚直な役人〟としての仕事がある。

「──そこでなにをしているッ!?」

　剣を抜き放ち、新人にも剣をかまえさせると、若造が地上へあがってきた瞬間に、怒声を発する。それなりに予想していたのか、若造と囚人は、無ぶ様ざまに驚き怯えるようすもなかった。

　──ますます悪くない。

　仕事上、やすやすと脱獄を成功させるわけにはいかない。囚人を置いていくなら若造の命ぐらいは助けてやるつもりだった。が、囚人自身が若造をかばい、逃がしてしまった。

「せっかくの機会だったのにな」

　なんとはなしに囚人に声をかけると、荒い息で囚人は笑った。

「捕まっているんじゃない、捕まってやっているんだ。機会はいくらでもある」

　なかなか小気味いい憎まれ口を叩く囚人を牢に戻し、眠っている同僚を片っ端から叩き起こして、なんとか役所としての機能をふたたび動かしはじめた矢先に、この馬車だ。

　──馬車？　黒い、馬車……？

　なにか、記憶の奥底にひっかかるものがある。司法を行使するものとして、忘れてはならないなにかがそれにはあったはず。

　どうしてもそれが思い出せず、しわぶきひとつしない、ぴんと張り詰めた空気のなか、馬車の動向を見守る。

　御者は、黒尽くめの矮わい軀くの男だった。ぴょんと御者台から飛びおり、馬車のドアを開ける。そこから出てきたものの姿に、

「……うぁ」

　新人が声を漏らした。

　──緋ひ色いろの騎士……？

　全身を赤の鎧で包み、笑った面をつけた巨漢がのっそりと地におりた。続いて、今度は白の鎧を身につけた男がおりてくる。その顔を覆うのは泣いた面である。

　──赤と白……。

　その色の組みあわせに、なにやら奇妙な焦りを感じる。

　そして、その焦りにとどめをさすものがこのあと馬車からおりてくるのだと、彼は本能的に悟っていた。

「……」

　最初に見えたのは信じられないほどうつくしい銀色の髪だった。月明かりと松たい明まつの明かりを受けてさえ、しらじらと冴えた光を放っている。つぎに真紅のコートとブーツがあらわになる。続いて純白のチュニックとパンタロン。

　そこまで見て、ようやく彼は気がついた。

「──ほんとうに、存在したとは……」

　それは、リドホルム国内にただひとりしかいないといわれる、逮捕も許された行ぎよう政せい監かん察さつ吏りに他ならない。

　コートとブーツの真紅は王家の花紋である紅薔薇ロード・ロースを象徴し、チュニックとパンタロンは国土を覆う雪の白を意味する、特別な配色。衣装の色を真似るのは簡単だが、そこに鮮やかな銀の髪が加わる以上、偽るのが難しい。染めた銀か、生来の銀かなど、並べてみるまでもない！

「……は、拝はい謁えつの機会を賜り、恐きよう悦えつ至し極ごく」

　役人は、その妻の評価の通り、すぐさま愚直に膝を折った。周囲があわててそれに倣ならう気配がある。

　行政監察吏が、玲れい瓏ろうとした声をあげた。

「行政監察吏、ヴァルデマールの息子レンナルトである。女王陛へい下かリリーの命めいに従い、ウーロフの息子フーゴの保護に参った。案内せよ！」

「──御ぎよ意い！」




　フーゴとメルタの救出をどう進めるか話し合うセットたちに、フーゴの救出を請け負ったのはレンナルトだった。

　理由はある。

　劇団《森のアザミ》の看板役者レンナルト・ヴァルデマールではなく、本来の姿、本来の仕事──行政監察吏レンナルト・ヴァルデマールとしての権限を行使するにもっとも適した場所に、フーゴが捕らわれていたからだ。

　よほどのときでなければこの姿にならないため、すでに行政監察吏の存在が伝説となりつつあるのは知っていた。ゆえに、貿易港アルーンのときのように簡単に済まさず、ホーカン団長に御者を、団員ふたりに露払いを務めさせ、監察吏のしきたりどおり、黒い馬車に乗って登場する必要があったのだ。

　行政監察吏の真似をし、よからぬことをしようとする偽者があらわれやすい地方では、黒い馬車に赤と白の衣装を揃えたところで威力はさほど望めない。

　だが、ここが女王のお膝元エリングマルクであることがさいわいした。王城に遣いを出せばすぐ確認できるような場所で、わざわざ偽者になり、投獄のリスクを負うものなどいない。

　行政監察吏の正装をしてあらわれたレンナルトの意図をすぐに察したのは、案の定、いかにもベテランといったふうの役人だった。役人は真っさきに膝を折り、ざわつく同僚を静め、レンナルトの言葉に従う旨を告げてきた。

　そして、その役人の案内で、レンナルトはフーゴの捕らわれた牢のまえに立った。

「すぐに、お開けします」

　レンナルトが命じるまえに意を察した役人が、開錠し、鉄格子を開け放つ。なにもいわないでも役人は牢のなかに入り、フーゴの腕を拘束する鎖をほどいた。

　付き従っていた若手の役人たちもベテランに従ってそこへ入り、フーゴのからだを支えつつ、外へ出てくる。

　レンナルトの監視下で赤と白の騎士が、役人たちの手からフーゴを譲り受けたのは、馬車のまえだった。

　騎士ふたりが丁重にフーゴを馬車に乗せるのを見届けて、レンナルトは宣言する。

「このものの身柄は、ただいまより、女王陛下リリーの命に従い、行政監察吏ヴァルデマールの息子レンナルトの保護下とされることとなった。これに不平不満のあるものは申し出よ、女王陛下おんみずから、本件に関しお話しくださりょうぞ」

　無論、誰も申し出ることはなかった。

　馬車はゆっくりと走り出した。

　じめじめとしていても広かった牢から狭苦しいそこに身を移されたフーゴは、半分に潰れた目でレンナルトたちを見回し、鼻で笑った。

「……ずいぶんおおげさなのが出てきたな。女王直属の行政監察吏だって？　都市伝説じゃなかったのか」

「生あい憎にくと、伝説になるにはまだ早くてな。おまえの件に関しては、おれが出たほうが話が早いからな」

　その言葉に、度たび重なる拷問と疲労のためにぼんやりとしていたフーゴの思考回路が、ようやくちゃんと働きはじめた。表情が、ばかにしたようなものから、真剣な驚きに満ちたものに変わる。言葉遣いがあらたまる。

「……ほ、ほんもの、ですか……？」

　その豹変ぶりに、レンナルトは苦笑した。

「噓をいってどうなる」

「いや、でも、しかし！　おれは、このあとどうなるんですか？　あなたみたいな偉いひとが出てくる、ってことは、やっぱり即処刑、とか……」

「即処刑？　いったいなんの話だ？　おれはおまえを助けに来たのだが？」

　その言葉に、フーゴの目が見開かれる。とはいえ、拷問のためにすっかり瞼まぶたは腫れあがっていて、レンナルトには、たいして表情が変わったように見えなかったが。

「……おれは、犯罪者ですよ？」

　消え入りそうな声でなされたフーゴの自白に、レンナルトは頷いた。

「だが、誰も──女王ですら、法のまえにできなかったことをやってくれた。おまえとメルタによって救われた、すべての愛し子たちにかわって礼をいう。ありがとう」

　それは、行政監察吏レンナルトとしての言葉ではなかった。ムシコ人の血を引く不死の先祖がえり、リドホルム王国初代国王、銀狼王スヴェン＝アレニウスとしての言葉であった。だが、ただの学生に過ぎないフーゴには、その言葉に隠された真意を当然理解できるべくもない。

　フーゴは、行政監察吏からの感謝の言葉に、恐縮するように身を縮ませる。

「二年まえ、でした。そのときには、もう彼女はひとりで『逃がし屋』をやってました。たまたま逃がしている場面に遭遇してしまって……。ひと目惚れっていうか。なんとか彼女といっしょにいたくて、協力させて欲しいって頼み込んだんです。はじめはすごく邪険にされました。でもそのうちメルタのほうが根負けしてくれて……。……だから、おれは、なにもしていません。危ない橋を渡って、必死でひとを助けようとしていたのは、メルタです。礼は、どうか、メルタにいってやってくださ……」

　さきほどの不遜な態度がまるで噓のように小声でぼそぼそといっていたフーゴは、そこまでいって、はっと顔をあげた。

「──そうだ！　監察吏さま、メルタは!?　メルタは無事なんでしょうか!?　あいつ、『運び屋』のおれを隠しとおすために変な男に身請けされることになってて……。だから『逃がし屋』の仕事を控えて、隙をついてブリクセンへ逃げる算段をつけていたのに。おれが安請けあい、したから……！」

　レンナルトは、フーゴをなだめるように、できるかぎりやさしい笑みを浮かべてみせた。

「安心しろ。我が国でもっとも賢いやつと、もっともおひとよしのやつと、もっとも強いやつが、その者を助けにむかっている。だからおまえは、まずは傷の手当てをし、ゆっくり休むがいい。明日、少しばかり、重労働をしてもらわなければならないからな」

「重労働……？」

　その言葉に思いあたるものがなく首を傾げるフーゴをよそに、レンナルトは嬉々として御者台に座るホーカンを呼ぶ。

「団長、明日の演目、『蝶と銀狼』から『魔女の契約』に変更しよう！」

「レンナルト!?」

「《初代》さま!?」

「監察吏さま!?」

　突然の提案に、呼びかけられたホーカンだけでなく、赤騎士、白騎士のふたりも、そしてフーゴですら驚愕の声をあげた。

「団員には、今日、徹夜でセリフを覚えさせろ。大道具、小道具はいまあるのでなんとかなるだろう？」

「そりゃあ、ええ、なんとかなりますよ、ええ。でもね、レンナルト……」

「──長なが台詞ぜりふの魔女は、おれがやってもいい。四十年まえにもやっただろう？　恋人の駆け落ちの手助けには、これがいちばんだ！」

　レンナルトひとりが、なんだか妙に乗り気になっている。フーゴは恐る恐る問いかける。

「……あの、いったいなにを……？」

　レンナルトは悪戯いたずら小僧のように、歯を剝いて笑った。

「見ていろ、世のなかでいちばん恥ずかしい方法でブリクセンへ脱出させてやる」
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　メルタを身請けしたヒャルマールは、自分の屋敷を訪れた男を相手にこっそりと祝しゆく杯はいを挙げていた。

「『運び屋』は建国祭のあとにでも処刑になるでしょう。『逃がし屋』はそれでもあれほどの美び姫き、ブリクセンの間かん者じやとはいえ、死なせるのは惜しゅうございますからな。どうぞ、ぞんぶんにおかわいがりください」

　ヒャルマールより祝杯を受けた男は、貴族だった。正確にいうなら、貴族の女に婿入りした商家の気弱な男である。

　婿という立場で肩身が狭く、女遊びひとつできなかった小心者は、つきあいで訪れたエレン通りの《気まえのいい花嫁フエネロース・ブルードグム》でメルタを見み初そめて以来、ずっと身請けする機会を窺っていたのだ。

　そこに、去年の《鉄の冬ヤーン・ヴインテル》で妻が他界した結果、子のなかった男のもとには、思いがけず大金が入り込んだ。それを得て、さて、どうやってメルタを身請けするかと思案していたところ、ヒャルマールに声をかけられたのだ。

「旦那さまが直接お身請けされては、せっかくのお名まえに傷がつきましょう。ここはどうぞわたくしめを仲介になさってお手に入れられ、ご領地でこっそりとおかわいがりになられては？」

　男はいわれるがままヒャルマールに金を積んだ。

　ヒャルマールは、自由に動けない男の代わりに熱心に《気まえのいい花嫁》に通い、メルタとやり手婆ばばあを口く説どき続けた。それと同時に、志願して娼婦となったメルタの過去を調査し、彼女が『逃がし屋』と呼ばれるブリクセンの諜ちよう報ほう員いんであることもかぎつけたのだ。

　正体を知ってからは、頑がんとして身請け話を聞き入れなかった彼女の陥落は簡単だった。ひとこと脅せばよかったのだ、鎖さ刑けいになりたいのか、と。

　鎖刑とは、文字どおり鎖に繫がれる刑罰だが、繫がれる場所が場所だ。貿易や戦争のために海を走る船の底、なのだ。船底で休むことなく櫂かいをかき続けるその過酷な労働は、男でもほとんど生還することがないという。

　ましてや女の身でそこへ繫がれるということは、櫂をかくこと以外のものが科せられるといっても過言ではない。いくら娼婦といえど、過酷さから正気を失った男ばかりのなかに入れられることは、受け入れがたい恐怖だ。

　それでも、身請けを聞き入れたメルタがいつ話を反ほ故ごにするかわからなかったので、念には念を入れ、子飼いの賊ぞくを使い、『逃がし屋』の相あい方かたである『運び屋』がブリクセンへひとを逃がすとき、どのルートを辿り、どのあたりでブリクセン側と接触を持ち、そしてどうやってエリングマルクまで帰っているのか、徹底的に調べあげた。正体こそ摑めなかったものの、それだけわかればじゅうぶんだった。

　つぎにヒャルマールのしたことは、三週間まえの新月にあわせて、風呂屋に売られた恋人と逃げたいと願う商家の跡取り息子をでっちあげることだった。

　──商家の息子とその小間使いの駆け落ち、か。思いがけずいい働きをしてくれたな、あのふたり。

　場末の酒場でからだを売っていた娘とそのヒモ男だったが、存外その演技は迫真に迫っていたのだろう。『運び屋』の正体を隠すために『逃がし屋』としての仕事を断り続けていたメルタが、依頼を受けたのだから。

　──といっても、いまごろはふたりして野の良ら犬いぬの餌えさにでもなっておるだろうがな。

　娘とヒモ男が、いつ欲をかいてくるかわからないので、先手を打ってふたりを始末しておいた。

　捕えた『運び屋』は、ヒャルマールの息のかかった上役のいる役所に身柄を移し、『逃がし屋』の正体を白状しない程度に拷問を受けさせた。

　また、建国際が終わり次第、裁判を受けることになるだろうが、そのときの裁判官もヒャルマールの手のものになるよう、すでに手は打ってある。そのあとはもちろん船底行きだ。

　夕刻すぎに受けた報告で、『運び屋』を脱獄させようとした時代遅れの傭兵がいた、というのがいささか気になるが、あの役所には、気に食わないが腕の立つ、カタブツの役人がいるし、明日いちにちおとなしくしてくれていれば、明後日には気にかける価値もない虫ケラになる。

　それよりも、メルタという商品だ。

「ご領地へは、なるべく早くお連れくださりませ。ブリクセンの諜報員仲間が動き出すところでございますし、役所のほうから『運び屋』を脱走させようとした時代遅れな傭兵がいた、と報告がきておりますから」

「わ、わかっておるとも、ヒャルマール。だ、だがしかしの、あのようなおてんばであれば、お、おおきな鳥籠のひとつやふたつ、用意しておかねばの」

「さようでございますとも。見てうるわし、鳴かせてたのしの小鳥ゆえ、風切り羽根の一枚や二枚、切っておかれたほうが」

　暗に足の腱けんを切っておけ、とヒャルマールはいった。彼がいままでに他の貴族や富豪に、ないないに都合した娼婦たちはみなそうしてあるからだ。

　貴族たちが表おもてだって身請けしたならそんな必要もないが、ヒャルマールを仲介にする以上、この男のようにみななんらかのおおっぴらにできない理由を持っている。歩く自由を与えていれば、女がいずれその理由を公表してしまいかねない。

「は、羽根を……？」

「そうでございますとも。羽根を、でございます」

　ヒャルマールはにたりと残酷な笑みを浮かべて、男に詰め寄った。そのとき、実にタイミングよくガチャンとガラスの割れる音がした。

「ほれ、あのように、逃げだ──……？　なんだ今の音はっ!?」

　おかげで反応が一拍遅れたヒャルマールに、もう半拍遅れて召めし使つかいが部屋に飛び込んできた。

「恐れ入ります、旦那さま！　メルタお嬢さまが脱走を……、手引きのものがっ!!」

「手引きのものだと!?　まさかフーゴが……？」

　ヒャルマールと男は外に面した大窓に急ぎ、あわててそれを開く。瞬間、きんと冷えた空気がからだを撫で、その寒さに思わず身を震わせる。が、庭に、頼りない月明かりに浮かぶ、手に手を取って逃げるふたりの姿を見たが最後、寒さなど怒りと屈くつ辱じよくのまえに弾け飛んだ。

「捕らえろ、絶対に逃がすな！　わしがどれだけアレに金を積んだと思っている!?」

「ヒャ、ヒャルマール！　アレは、アレはわたしの女だ、わたしの女だぞ!!」

「わかっておりますとも！　お放しなさい!!」

　すがりつくようにしてきた男を腕を振って払い、ヒャルマールは暖だん炉ろの壁にかけてあった剣を持って、みずから階下に走りおりる。剣を鞘から抜き放ちながら庭に面したの扉から飛び出すと、ヒャルマールの手勢はすでに逃げるふたりを足止めし取り巻いていた。

　荒い息を肩でしつつ、ヒャルマールは猫なで声を出した。

「……これ、メルタ。おまえはわしが身請けしたんだよ、そうやって逃げるもんじゃないだろう。いまならまだ許してあげるから、おとなしく部屋にお戻り」

「……」

　夜の闇にあってなお、顔を隠すようにフードを深くかぶったふたりは、ちいさく身じろいだ。ヒャルマールは、背の高い男のほうへ、牽けん制せいするように切っ先をむける。

「おおっと、もしかしてフーゴか？　それとも使いのヤツか？　お前はそこに残れ。処刑なんぞですませてやらんぞ、鎖刑だ、鎖刑！　わしは役所にも顔が利くんだ、後悔させて……」

「──ねぇ、フーゴって、どっちのことかな？」

　ヒャルマールは、怒りのままに最後まで言葉を紡つむぐことはできなかった。メルタと思っていた小柄なマント姿のほうから、少年の声が発されたからだ。

「……え……？」

　言葉を失うヒャルマールを置いて、背の高いマントのほうが軽い調子で受け流す。

「おれのことじゃないのか？　少なくともあんたのほうが女に見える」

「それはきみたちの目が悪いだけっ！　なんで男女の骨格の違いがわからないんだよ、骨格の違いが!!」

「服着ているうえにマントまで羽織ってるんだぞ、目がいい悪いの話じゃないだろう」

「目がいい悪いの話だよ！　そうじゃなかったら注意力の差にでもしてあげようか!?」

　目を丸くして、いいあうふたりを見比べていると、ようやく追いついた貴族の男が、

「に、逃げてはいかん、わたしの小鳥──？」

　そういって、小柄なほうのマントを引っ張った。本来なら、それでこぼれ落ちるのは灰茶色の長い髪のはずだった。デコルテのおおきく開いたヘザーピンクのドレスのはずだった。

　だが、

「わ、わたしの小鳥が、男に化けた……!?」

　男が驚愕してつぶやくように、マントのしたからあらわれたのは、丈たけの短い派手な黄色いジャケットに膝丈のズボン、赤茶色のおかっぱあたまだった。

　おかっぱあたまは怒鳴る。

「化けたんじゃない、もともとぼくは男だ！」

「もともと男って、すごいセリフだな」

　背の高いほうも、マントを取った。紺色の丈長袖なしコートの青年の姿があらわになる。

　ヒャルマールは唾つばとともに驚愕を飲み込んで、必死に叫ぶ。

「お、おまえら……、なにものだ……!?」

「うるわしのメルタなら、もうとっくに助け出してるよ。わざわざ音を立てて気づかせるようなばかな真似、どこの誰がするっていうのさ」

「とりあえず、こっちもこっちだが、あっちもあっちということで。仕事熱心なあんたにはそんなに恨みはないし、そこの気の毒な婿養子にも以下同文だ。ただ、命がけでひとを救っていた人間に対し、やりすぎたぶんは償つぐなってもらう」

　背の高い男が、腰に佩おびていた剣をスラリと抜き放つ。月の白い光を映じて輝くそれは、ヒャルマールが手にする剣など、一撃で破壊しかねないような得え物ものだった。

　おかっぱあたまの少年も、背に手を回し肘ほどの長さの棒を取り出すや否や、左右におおきく振り、一本の身の丈ほどの槍やりを作り出してみせる。

　そうしておいて、ふたりは声を揃えた。

「──それでいいだろ、王太子クローンプリンセツサンエリーザベト」

「うむ」

「エリーザベト？　王太子だとぉ!?」

　短い答えが返る。

　ヒャルマールと男、そしてヒャルマールの手勢たちがその声のほうへ視線をむけると、屋敷を囲む高い壁のうえ、月光を背負い、仁に王おう立だつひと影があった。

　ひと影はいう。

「エリーザベト＝アレニウス、推おして参る」




「──やりすぎだ、ばか！」

　おおげさな登場にセットがすぐさまツッコミを入れる。一瞬ムッとしたエリーザベトだが、

「ああ、なんて神こう々ごうしいお姿か、愛しのエリーザベト！　いまのあなたには月ですら分不相応！」

　アルノルトの賞賛で、気をよくする。そして、そのまま跳ちよう躍やくすると、セットたちが取り囲まれている輪のなかへ飛びおりた。

　からだをまるめて着地する。一瞬舞いあがった砂すな埃ぼこりがふたたび地に落ちた刹せつ那な、エリーザベトは、傭兵と密猟者にいった。

「──殺すなよ」

「もとより承知！」

　それを合図に、三人は散開した。



















　セットの剣は、斬ることよりも破壊することに特化した重量のある武器である。

「せェいッ！」

　唸うなりをあげる風とともに鋼はがねの塊かたまりが、脇を、腕を、武器そのものを襲ってくる。

「ひ……」

「ぎゃっ！」

　体内で鳴るぐしゃっという音は、骨が砕くだけたそれだ。光を撒き散らしながら甲かん高だかい音を放つのは、折れた剣だ。

　屋敷を護衛する兵とはいえ、それなりに訓練は積んでいる。ヒャルマールと貴族の男を守ろうと、そして任務を遂すい行こうしようと兵は剣を振りかぶり、槍で突き、盾たてを押し出すが、セットの技術はそれを凌りよう駕がしていた。

　剣を砕き、槍を折り、盾を割る。

「まだまだァ！　ついてこれるのはいないのか!!」

　たまっていた鬱憤をここぞとばかりに晴らしながら、セットはひとを殺さない程度に暴れまわる。




　接近戦が苦手で、なおかつ剣も不得意なアルノルトは、槍を振るっている。メルタの身代わりを演じるために、持ち運べる武器が限られたせいもある。

「……何度もいうけど、ぼくは、接近戦は苦手なんだって！」

　槍の先は削ってある。ゆえに、敵に与えられるダメージ量は、セットの剣に遠く及ばない。

　だが、アルノルトには、それを補って余りある医学知識があった。

　からだの中心線──眉間、顎、喉、みぞおち、金的といった弱点を的確に槍で突いていく一方で、延えん髄ずいや脇腹を殴打する。

　アルノルトのリーチが長いぶん、剣しか持たない兵はなかなか間合いを詰められず、ためらう隙をつかれては気を失って地面に倒れ伏す。

「セット、きみひとりで戦いなよ！　絶対そのほうが早いって！」

　嬉々として槍を振り回すアルノルトの舐なめたひとことに、背後にいた兵が槍を振るうが、

「──だから、接近戦は苦手なんだって！」

　振り返りざまアルノルトの手から放たれた柄えが、喉仏を強打した。




　神武拳は、殺さずの拳である。

　身を守ることに使えと教えられた体術は、いま、敵を打ち払うために振るわれている。

「……な、なん……!?」

　幻の護身術とされるそれを目にする機会がなかったであろう兵らは、驚愕のなかでつぎつぎと眠りについていく。

　ヒャルマールの砦とりでたろうと立ちふさがるものに加える攻撃に、エリーザベトは容赦をするつもりはなかった。

　──仕つかえるものを選び間違ったおのれを恨め。

　打ちおろされる得物のわずかなあいだを縫って、拳を、手甲を、肘を、蹴りを、膝を相手のからだに埋め込んでいく。その瞬間、エリーザベトのちいさなからだが、ぐんと伸びる感触がある。届かないところに届くように。届かない距離を埋めるように。

（エリーザベトは天性の神武拳遣いね）

　そう賞してくれたのは、ねえやだった。

「──調子に乗るな、このガキッ!!」

　闘うことに陶とう酔すいすると、敵の言葉が空気を揺らす振動さえ伝わる。踊るように身を翻せば、

「──仮にも王太子殿下だよ？」

「不敬罪で即刻処刑されたいか？」

　ふたりの仲間がそれぞれの得物を交差させて、エリーザベトをかばうように敵の剣を受け止めている。それを突き放したのは、セットの蹴りだ。手段を選ばぬ傭兵らしい乱暴ぶりだ。

　エリーザベトはこころのなかで、苦笑した。

　──不謹慎だろうか。

　いま、この瞬間、背なかをあわせて戦うことの、なんとここちよいことか！

　ひとりで戦う術しか知らなかったエリーザベトだったが、セットの剣が背後を守っていることがこころづよい。アルノルトの槍が死角を潰してくれていることが頼もしい。誰にも負ける気がしない。

「ヒャルマール！」

　名を呼び、対たい峙じする。

「……っ」

　ヒャルマールは、三人の強さに腰が引けていたが、まえに立ったのが傭兵のセットの剣でもなく、密猟者のアルノルトの槍でもなく、女であるエリーザベトの徒と手しゆ空くう拳けんであったことに、少し気を持ち直したらしい。

　持っていた剣を正眼にかまえ、間合いを詰める。

「おまえみたいなこどもが王太子であるものか」

「……」

「おまえなど、《気まえのいい花嫁》にいた小間使いだと覚えているぞ。その手なり足なりの腱を切って、わしの下げ僕ぼくとしてやるわっ!!」

　エリーザベトが紺碧の瞳で見据える。

「──シンブケンを、ごろうじろ」

　振りおろされる剣を、横っ飛びでかわす。大地に足をつけるのは一瞬。すぐにからだじゅうのバネというバネを使って、ヒャルマールの背後に回り込む。ヒャルマールが、振り返る暇いとまは与えなかった。

　即頭部に膝蹴りを食らわせる。

　そのままふっとんだヒャルマールは、大地にからだを叩きつけられ、しばらく痙けい攣れんしたあとでガクリと気絶した。

「うわー、おみごと」

　いつのまにかちゃっかりと、気弱な貴族の婿殿のからだに縄をくくりつけていたアルノルトがお気楽な声をあげ、他の兵をすべて倒したセットが苦笑いを浮かべて拍手した。

　だから、エリーザベトは、遠慮なくいった。

「おなかすいた」
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　建国祭も最終日となると、ひとびとは家にいることがまるで罪深いことのように、雪崩なだれを打って街に繰り出していた。

　露天商はここぞとばかりに四日間隠し通してきた目玉商品を店先に並べ、旅芸人たちは最後に一花咲かせようと声をからして客を呼び込む。

　こどもたちはおろしたての服が汚れるのもかまわず走り回り、祭りのあいだに恋に落ちた若い男女は、恥じらいながら手を繫いで道を行く。

　夜の花である娼婦たちも、この日ばかりは寝不足の顔におしろいをはたいて着飾り、うぶな青年をからかう一方で豪商の添え花に変化する。普段は厳格な役人ですら仕事を忘れ、市民に紛れて酒を飲み、街娼たちとダンスを踊っている。

『灰色の街』エリングマルクの、一年でもっとも輝く一日だった。

　夜通し動いていたため、とりあえず簡単なものを腹に入れて、セットの部屋で雑魚寝をしていた三人が目を覚ましたのは、すでに昼近くとなっていた。

「──チクショウヤーヴラー！　おい、起きろ、アル、エルサ！　もう昼だ!!」

　昼まえまでの仮眠のつもりが、ついつい寝入ってしまっていた。

　あわてて飛び起きたセットは、おなじく板ばりの床にマントにくるまって眠っていたエリーザベトとアルノルトを叩き起こす。

「──噓っ!?　たいへんだ、遅刻じゃないか!!　これだから傭兵って信用ならないんだよ!!」

　起き抜け早々テンションの高いアルノルトは、やはり本格的に寝入っていた自分のことを棚にあげ、いつものように文句をいう。

　セットもすでにアルノルトの暴言をいつものことだと聞き流せるくらいにはなっていたが、

「…………」

　上じよう肢しは起こしたものの身動きひとつしないエリーザベトにはまだ少し慣れない。

　おいしいものを食べて寝たときは朝から妙に元気だが、三等分した林檎を食べたくらいでは眠りは浅く、不機嫌なのだ。

「……エルサ？」

　じっと固まったまま動かないのを、すでに身支度を終えたアルノルトがのぞき込む。と、

「うわ、エルサ、二度寝している暇はありません！　起きましょうよ!!」

「……ザリガニを食べていたのだ、まだ二匹残って……」

「──夢!!　それ夢だから!!」

「劇団についたらなんかあるだろうさ。ザリガニもあとで買ってやるから、ひとまず急いで起きてくれ!!」

　ヒャルマールの悪行については、今朝のうちに石を包んだ投げ文で、役所に通告しておいた。なので、あとは役人の良心次第であろう。役人や当所がどういう判断をくだすかは、もう彼らには、預かり知らないことなのだ。

　だが、もうひとつだけ、預かり知らないなどといっていられない大事なことがあるのだ。

　セットの言葉に途端、目を覚ましたエリーザベトの支度を待って、彼らは目抜き通りへとむかった。




　すでにひとでいっぱいのそこは、劇団《森のアザミスコーグ・テイステル》が建国祭の大トリを務めるべく、おおがかりな歌劇を催もよおしている最中だった。

「──あ、演目が違う！」

　アルノルトが驚いたように声をあげる。

　つられてセットも舞台に目をやり耳を澄ますが、もともと上演予定だった『蝶と銀狼』と、いま演じられている演目のなにがいったいどう違うのかわからなかった。が、

「レンナルトが、女役をしてるようだな」

「みたいだね」

　それだけは、見て取れた。

　セット、エリーザベト、アルノルトの順でひとなみを押しのけるようにして、楽屋を目指している途中、劇中のセリフを拾っていたアルノルトが声をあげる。

「もうすぐ終わってしまう、急がないと！」

「わかってる！」

　セットは、舞台に目をやった。

　騎士姿の役者の横に、白いドレスの女が寄り添っている。そして、そのふたりとむかいあうように、岩山を模した大道具に腰掛けたフードの人物、魔女（レンナルトが演じているのはこちらであった）。

　異国の、昔話である。

　ある騎士は、奴ど隷れいの娘に恋をした。その娘をふるさとに返してやりたい一心で、奴隷商人から娘を奪うと、以来いくつもの罪を重ねながら、ふたりはその国を出るために逃亡を続ける。

　その逃亡の旅のあいだに三回あらわれ、騎士を誘惑するのが、魔女だ。魔女は、騎士に恋をしていた。

　魔女は、その国の神話でいうところの創造主の娘でもあった。ゆえに、ひとならざるちからを使って、騎士と奴隷娘の仲を引き裂こうと邪魔をする。一度目、二度目と。

　それでも離れないふたりに嫉妬した魔女は、三度目にふたりのまえに姿をあらわしたとき、はずみで騎士に手をかけてしまうのだ。

「どうして、わたしの想いに答えてくれない？　わたしはあまねくものの母であり、妻であり、姉であり、妹であり、娘である。なのになぜ、おまえはわたしのものにならない？　おまえがわたしのものとなるのなら、わたしはおまえを永遠に死なせはしないのに」

　嘆なげく魔女に、虫の息となった騎士は答える。

「ひとはみな誰かのものになどなりはしないのです。それがたとえ、神の血筋であるあなたが相手でも。それでも、もし、仮にだれかの所有物とならねばならないときがあるのなら、わたしは、この娘のものになることを望みます。この娘は、わたしに自由をくれました。わたしに勇気をくれました。わたしに、愛をくれました。わたしが欲しかったのは、永遠の命などではなく、そんなささやかな、それでいておおきなものだったのです」

　横たわった騎士のそばに、奴隷娘が膝をつく。

「彼が、あたくしから自由と勇気と愛を得たというならば、魔女よ、あたくしも彼から自由を得たといいましょう。勇気を得たといいましょう。愛を得たといいましょう。そして、失いかけていた、ひとを信じるこころを守ってもらえたといいましょう。魔女よ、あなたが彼を欲するのは、あなたもあなたのなかで消えつつある〝誰かを信じるこころ〟を守ってほしかったからでしょう。魔女よ、彼のいのちを奪っても、あなたはそれを得られないでしょう」

　奴隷娘は魔女に語りかけ、騎士の命を奪わないでと懇願する。

　ふたりの絆きずなの強さのまえに、打ちひしがれた魔女は、騎士の命を繫ぐために、ひとつ、残酷な条件を突きつける。

「わたしのものにならない騎士よ、きょうはおまえを生かして逃がそう。だけれど、おまえがその娘とのあいだに子をなしたとき、おまえのいのちをもらいに行くよ。おまえはそれまでにじゅうぶん娘を愛せるだろうし、むすめには、おまえの形見が残るのだから。なにもないわたしに、信じられる約束をおくれ」

　──約束というより、脅迫じゃねェか。

　セットのこころのツッコミもむなしく、騎士はその条件を受け入れ、奴隷娘とともに国を出る。言い伝えでは、そのあと、奴隷娘とのあいだに騎士はふたりのこどもをもうけるが、三十に満たない若さで死んだという。

　そのふたりの子が成長して、荒れ果てた父の故郷に戻り、新王朝を築くことになったらしいが、どこまで魔女の脅迫が及んでいたのか、短命の王が多かったそうだ。

　それはともかく、いまは楽屋に辿りつくことが先決だ。

　この劇の最後、魔女の協力を得てふたりが国を脱出するシーンに、フーゴとメルタが役者と入れ替わり、そのままエリングマルクを去る流れになっているのだ。

　だから、別れを告げるなら、楽屋にふたりが控えているいましかない。

　ようやくのことで舞台の近くまで近寄ると、彼らを待っていた劇団員の娘が、急げ急げと手招く。その案内で舞台袖を回り、俄にわか仕立ての楽屋へ通された。

「おまえのおかげで、あたしゃじゅうぶんいい思いをさせてもらったよ、メルタ。ほんとうに、いままでありがとう」

「こちらこそ、よ、女将さん。あたしのほうだって、ずいぶん、女将さんにかばってもらったわ。知ってたんでしょう、あたしがなにをしてたか」

　そこには奴隷娘の白いドレスを着て、やり手婆ばばあと別れを惜しんでいるメルタがいた。せっかくきれいに化粧をした顔が、すでに涙でぐちゃぐちゃになっている。

「いやーっ！　ちょっと、メルタ！　せっかくお化粧したのにーっ!!」

　セットたちを案内してきた劇団員が悲鳴をあげて、メルタをやり手婆から引き剝はがすと、化粧台のまえに引きずっていった。

　ぽつんと取り残されたやり手婆が、メルタの背に回していた手をおもむろにさげ、うつむく。

　その肩がちいさく震えだし、嗚お咽えつが漏れた。彼女が娼館のドアを叩いたときから六年間、ずっとメルタの面倒を見てきたのだ。娼館の女主人が身請けされた娼婦を見送るというより、手塩にかけて育てた娘を嫁に出す母親の心境に近いのかもしれない。

「……やり手婆、」

　その寂しそうな背なかに、エリーザベトが近寄る。

「メルタ、あの赤いドレス、着られなかった」

「いいよ、いいよ、あんなもの。ヒャルマールのところにいくより、もっと幸せになりにいくんだ。あたしなんかが縫ったドレスじゃ、縁起が悪い……」

　やり手婆の強がりは、そこで終わった。うしろのエリーザベトを振り返り、彼女のこどものように無む垢くな表情を見て、こらえ切れなかったのだろう。すがり、声をあげて泣く。

「……セット、」

　アルノルトとふたり、やり手婆の枯れ枝のように細いからだに腕を回し、なにやら子守唄のようなものをくちずさみはじめたエリーザベトをセットが見ていると、顔じゅうの怪我をおしろいで埋められた騎士姿のフーゴが、気まずそうに声をかけてきた。

　セットは苦笑する。

「なかなか似合うじゃないか、そういう格好」

　からかうようにいえば、フーゴがむっとする。

「おれの趣味じゃない。レンナルトがいったんだ、『世のなかでいちばん恥ずかしい方法で脱出させてやる』って。まさか、こうくるとは思わなかった」

「でも、恋人たちが逃亡するために魔女のちからを借りるところ、いまのフーゴたちと立場的にあんまり変わらないよね。レンナルトに何か脅迫されなかった？」

　アルノルトの言葉に、フーゴが心底いやそうな顔をする。思いあたるものでもあったのだろうか。その表情の変化に、セットたちだけでなく、控えていた《森のアザミ》たちもくすくすと忍び笑いを漏らしている。

「──おい、フーゴ、メルタ、そろそろ出番だ、準備はいいか」

　そこへ、魔女を演じ終えたレンナルトが入ってきたものだから、公演中だというのに、なんにんかが声をあげて笑ってしまった。

　メルタが、もういちど強くやり手婆と抱き合い、それからアルノルトに言葉をかけた。

「《賢者の森クローク・スコーグ》の天才少年、あなたとはもう少しお話をしたかったわ。あなたたちが、《賢者の森》を取り返す日を、楽しみにしてる」

「ありがとうございます、うるわしのメルタ。《狂った七面鳥ガール・カルクーン》殿によろしくお伝えください。いずれ、正式に《賢者の森》から協力をお願いにあがると思います」

　アルノルトのキスを頰に受け、自分もキスを返すと、メルタはセットにむかっていう。

「……あとで後悔しないで。目を曇らせないでね、セット。おねえちゃんからの助言よ」

「姉はもういらないよ、メルタ。……おれは、おれにできることをするだけだ」

「そうね、あなたはあなた自身の手であたしを幸せにはできなかっただけなのよね？　でも、……できるはずよ？」

　エルサなら、とメルタはあえて口にしなかった。なのでセットもなにもいわず、メルタを軽く抱き寄せ、やっぱり慣れないキスを頰に与え、自身の頰にも受ける。メルタは、二度とセットを振り返らなかった。

「エルサ！」

　楽屋のなかに目ざとくパンを見つけ、さっそくとばかりに頰張っていたエリーザベトを手招き、メルタはぎゅっとその細いからだを抱きしめた。

「……あなたがなにものなのか、あたしわかったわ。だから、いうわね。感情のないひとは、他人を理解できないから王になれないの。喜びが、悲しみが、痛みが、幸せがこころに与える重さを知っているから、ひとははじめて他人を思いやれるのよ。いま、あなたのなかに生まれつつある感情を大事になさい。それは、喜びも、悲しみも、痛みも、幸せもあなたに連れてきてくれる。それを大事にできたとき、あなたはすばらしい王になるわ」

　メルタのいうエリーザベトのなかで生まれつつある〝感情〟がなにを示すのかセットは知っていたが、エリーザベトにはまだまだわかっていないのだろう。きょとんと首を傾かしげて、

「……？　おなかがすいてひもじい、ということか？」

　などと、頓とん珍ちん漢かんなことをいう。メルタが朗らかに笑った。

「そうね！　それも大事な感情だわ。ちいさい頃のあたしがいつもおなかをすかせてなかったら、あたし、いまごろここにはいなかったもの！」

　バタバタとふたりぶんの足音が舞台から引きあげてくるのがわかった。メルタとフーゴが乗るための馬が引かれてきて、もう別れを惜しみあっている暇はないことをみな、理解した。

「セット、最後にひとつ頼みがある。ランツ村のペーテル、覚えてるだろ？　彼を助けてやってくれないか？　あのじいさんは、ただ善良なひとだったんだ」

「わかった、まかせておけ。それより、メルタを泣かせるなよ？」

「誰が！　最愛の女だぞ？　幸せにするさ」

　フーゴはきっと言葉どおり、メルタを幸せにするだろう。

　セットにできなかったことをし、そして必ずやりとげるだろう友の姿に、セットは羨望した。

「またなヴイ・シーンス、フーゴ」

　拳を握り、顔のまえに掲げる。にっと笑ったフーゴも拳を掲げる。

「またなヴィ・シーンス、セット！」

　セットはフーゴと拳をぶつけあうことで別れをすますと、託された縄を持って、何人かの控えの劇団員とともに先に楽屋を飛び出す。

　メルタとフーゴの逃亡の場に、セットたちが呼ばれていたのは、なにも別れを惜しみあうためではない。アルーンのとき同様、舞台設置係として招かれていたのだ。

　ひと垣を割って道を作るから、そのあいだを馬で走り抜けるよう、メルタとフーゴは指示を受けていた。そして、その馬が走るための道を、セットたちが、舞台のど真ん中から縄を二本引いて通りへ伸ばし、作ることになっていた。

　すみません、道をあけてください、などと大声で見物客に呼びかけながら、劇団員たちが縄を持って走り抜けるのを見、なにごとか、とざわついていた見物客だったが、馬のいななきが聞こえた瞬間、すべてを理解したらしい。

　あっという間に目抜き通りのずっとむこうまで道ができてしまった。

　それと同時に舞台の脇から飛び出すように、メルタとフーゴを乗せた馬が走り出た。

　どよめきがあがる。観客から祝福の言葉がかけられる。どうやら、恋人たちの駆け落ちのシーンだと思い込んでくれたようだ。

　──ま、間違いじゃないけどな。

　ほんの少し、胸の奥が痛まないこともなかったが、フーゴにしがみつくようにして駆け去っていったメルタが、振り返り、手を振るさまを見て、これでよかったのだと思う。

「──セット！」

　駆け寄ってきたエリーザベトが、セットの隣で縄を手にする。

「なんだ、いまさら手伝いか？」

「うむ」

「もう片づけるぞ？」

「うむ」

「……」

　奇妙な返答を繰り返しながら縄をもてあそびつつ、もう見えなくなったメルタたちのうしろ姿に視線をやっていたエリーザベトが、ためいきをついたセットを振り返る。

「セット？」

　うん、とそれに返事をし、彼女に視線を落としたとき、セットは硬直した。

「メルタ──よかったな？」

　──不意打ちのその笑顔は犯罪だ……。

　こころが震え、呼吸を忘れる。『神は跪ひざまずき、悪魔ですら魂を捧げる』笑顔に、またしても一瞬で魅せられた。

「……おれにじゃなくて、メルタやフーゴに見せてやれよ」

　ふたりが見たならきっと、『逃がし屋』と『運び屋』としておこなってきたすべてのことに対して、いま以上に自信と誇りを得ただろう。そしてそれは、今後どんな困難が襲ってきても、明日をあきらめずに生きるための糧かてとなっただろうに。

　運命の恋の相手ではないといい聞かせながらも、その笑顔にはやはりこころを奪われてしまう。そんな自分をごまかすように、セットの言葉の意味がわからないのかしきりと首を傾かしげるエリーザベトのあたまを、乱暴に撫でてやった。

「なんだ？」

「なんでもない。ほら、撤てつ収しゆうだ、縄を片づけるぞ」

「うむ」
















　建国祭のフィナーレを飾るはずの上演作品は、上演当日に、突然別の劇に変わっていた。だが、最後の最後に、恋人たちが舞台を飛び出して駆け落ちをするといった派手な演出が観られて、観客は大満足だったようだ。

　縄を手た繰ぐりながら楽屋に戻ろうとするセットやエリーザベトの背や肩を叩き、

「《森のアザミ》はいつも粋いきなことをするねぇ！」

「あたしが駆け落ちするときにも、あんなふうにしたいな」

　だのいいながら、笑顔で家いえ路じについている。

　一時的に観客席となっていた大通りの脇に寄って、感動したように泣く娘たちや、肩を抱きあい身じろぎひとつしない恋人たちもいる。

　直接彼らが『逃がし屋』たちにお世話になったことはないだろう。だが、間接的に、『逃がし屋』たちが、この光景をも守っていたのだと思うと感かん慨がい深い。

「──セット、きさま、セットではないか!?」

　聞き覚えのある、懐かしい声に振り返れば、祭りにはふさわしくない薄汚れた姿の三人組が、まばらになりつつある観客を搔きわけるようにしてやってくるところだった。

「モーエンス！　イクセル、ビョルンも！」

「ようシェーナ、セット。覚えていたか！　ひさしぶりだな」

「忘れるわけないだろう、イクセル。おなじ牢にとっ捕まっていた仲だ！　どうしたんだ、こんなところに？　あ、あのあと、どうしてた？　ちゃんと別れもいえないで……」

「なんでもない、なんでもない。それがしどもはの、またハルネスで、ブロルの坊っちゃんに雇われたのよ」

「ブロルの今度の仕事がエリングマルクでな！　ちょうど建国祭に重なるということで、四人でちょっとゆっくりしておったのだ!!」

「ブロルはサ、いま商談中。またあとで合流するって。セットに会えるかも、っていったらサ、贋金騒ぎで払えなかったぶんの報酬、ちょっとでも払いたいって」

「それは助かる、ちょうどいま素す寒かん貧ぴんなんだ！　……あ、そういや……、」

　自分がなぜ素寒貧になったのか考えた瞬間、セットは、フーゴとの別れ際ぎわに託されたことがあったのを思い出した。

「なぁ。知っているか？　ランツ村で、『運び屋』に協力していたペーテルのこと。ハルネスについた途端、『運び屋』をこっちに護送することになって、あとのことがわからないんだ」

　だが、問われた三人は微妙に顔を曇らせた。ややあって、イクセルが、怒ったようにいう。

「強制労働所送りになった。……結構いい歳としなのに」

「なんだって……？」

「だからサ、おれは、訊きいたんだ、ほんとうにとっ捕まえてもいいもんかね、って」

　モーエンスもビョルンも顔をそむけ、イクセルは日焼けした赤い顔を怒りでさらに赤くする。

セットがいたたまれない気持ちでイクセルを見ていると、

「……なんの話だ、セット？」

　モーエンスたちとの再会の驚きと喜びにすっかりその存在を忘れていたエリーザベトが、セットの持つ縄を引いた。おまけに、

「セット、エルサ！　そっちが終わったら、舞台の解体に回ってほしいって！」

《森のアザミ》の団員に交じって、片づけに忙しくしていたアルノルトまでやってくる。

　セットは、ふたりに詳細を打ち明けることを、ためらわなかった。

「エルサ、アル、ちょっと話を聞いてくれ。実はな……、」

　話を聞き終えたふたりは、ちから強くうなずく。

「その男もまた、わたしだけが助けられるひと、だな」

「そういう人物なら、《賢者の森クローグ・スコーグ》でも身柄を受け入れられるよ。大歓迎だ」

　セットは、少年みたいな少女と少女みたいな少年の登場にとまどったままの表情のイクセル、モーエンス、そしておだやかな顔をして場を見守るビョルンを振り返った。

「──ペーテルは、助け出す！」

「でもそのまえに舞台の片づけ！　おじさんたちも暇なら、手伝って!!」

　アルノルトのちゃっかりした言葉にセットは、笑った。笑って、アルノルトと手をつないで舞台へと走り出すエリーザベトの背を目で追った。

　メルタの言葉が蘇よみがえる。

（認める認めない、はあなたの勝手よ、セット。でもね、あとで後悔しないでね。目を曇らせないでね）

　後悔しないために、目を曇らせないために。

　──おれは、おれのできることをするだけだ。
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　日が暮れるとともに、五日に渡っておこなわれた建国祭は、にぎやかに終了した。

　とはいっても、まだまだ騒ぎ足りないものたちは多く、繁華街や色街は、いつも以上に朝まで騒々しいことだろう。

　しかし、女王リリーの居城たるトリーヴァルト城では、美び貌ぼうを疲労に曇くもらせた城主が、塩で茹でたザリガニを真っぷたつにしながら、ためいきをついたところだった。

「たった五日間とはいえ、国民が羽目をはずして楽しんでいる祭りのあいだじゅう、毎日毎日、入れ替わり立ち替わり、おんなじことしかいわない阿あ呆ほのご機嫌うかがいを聞き続けるのも、たいがい疲れるわね。よくもまあ、十九年も、こんなばかげたことをやってこれたこと」

　ザリガニの殻からを剝むきはじめた女王リリーが座っているのは、拵あつらえはよいが豪ごう奢しやという言葉からは程遠い無骨な椅子だった。大皿のうえに山と詰まれたザリガニが置かれているのも、やはり拵えはよくても豪奢とはいいがたい質素な丸テーブル。女王の私室に用意された、軽食用のテーブルセットだった。

　ごくごく親しい人間を女王がもてなすために利用するそれを、実際いま囲んでいるのは、女王の美貌も、短気な性格も、口の悪さもじゅうぶんに知っているふたりの男だった。彼らは、女王のためいきまじりの発言に、ザリガニを食べていた手を止めて苦笑した。

「去年もおなじことをいっていたな」

　右の席のレンナルト・ヴァルデマールがツッコめば、

「十九年間、毎年ちゃんと建国祭に挨拶にくる人間があれだけいるというのも、おまえの治世が平和な証拠だ。誇りに思え」

　女王の左からリドホルム王国宰相にして女王の伯父、薊ティステルの花紋をいただくエイジェルステット公爵家当主ヨーンがいう。

　だが、国の内外から、建国祭の日程に合わせ、《初代フォスタ》の偉業と女王の健康と平和な治世を寿ぐために訪れる何百という数の貴族や賓客に、笑顔を振りまきながら接してきたのは彼女、リリー＝アレニウスひとりである。親しいふたりのそれぞれがいうように、まったく賛同できない。

「……不平等だわ」

　リリーは、あたまだけになったザリガニを目線にかざし、その黒い瞳と見つめあいながら、愚ぐ痴ちを吐き出す。

「そうよ、よくよく考えたら、とても不平等ではなくて？　エリーザベト、あの子、もうすぐ十六になるのよ？　あたくしがおとうさまの跡を継いだ歳とおなじになるのよ？　なのに、《初代》や《森のアザミスコーグ・ティステル》たちといっしょに自由な旅暮らしをしてるなんて……。いっそ、あたくしもおとうさまみたいに、あの子に王位を譲って、どこかに隠居しようか……」

「──アレは王には遠い」

　そういってエイジェルステット公は、リリーの願望の入った愚痴をぴしゃりと遮さえぎった。

「《初代》からご報告いただいた『逃がし屋』の件も、アルーンでのことも評価しないわけではないが、突き詰めれば、アレを王宮から追放したふたつの事件と、なにもかわらない。理不尽な状況を暴力ちからによって解決しようとするのは、痛みを知らないこどもの考えだ。こどもに玉座は務まらない」

「……あたくしだって、即位したときは、じゅうぶんにこどもでしてよ？」

「リリーにはわたしがいた。じゅうぶんに権力ちからを持っていた《聖十二家トルフテ》も、おまえに忠誠を誓っていた。だが、アレの代までわたしが宰相を務めることは実質無理だろうし、アルーンの件で、《聖十二家》の権威も忠誠もいまやあてにならんことはわかったろう。……こどもがたったひとりで王冠をかぶれるか？」

　伯父の言葉に、リリーはザリガニを置いて黙り込む。

　彼女もうすうす感じていたのだ。いま自分にもしものことがあり、感情のない我が子エリーザベトが即位することになったとき、いったい誰がその玉座を支えるのだろうか、と。

　せめて我が子にひと並みの感情があって、他人の痛みをも理解できるなら、玉座を支えようと忠義から手を伸ばすものもいるだろう。だが、いまのままであれば、玉座に伸ばされるのは、私し利り私し欲よくにまみれた手だ。

「……あの子は、ずっと感情のないままなのかしら」

　珍しく母親の顔をしてリリーがつぶやくと、ずっと聞き役に徹していたレンナルトがその優雅な面差しに苦笑を浮かべた。

「……感情がないんじゃない、育ちきってないだけだろう」

「《初代》？」

　女王と老宰相が同時に問う。

　レンナルトは、ごそごそとウールの上着のなかに手を突っ込むと、一通の手紙を取り出した。

「アレは半年まえのアレとは違う。おれには、いい変化が起こっているように思えるよ」

　リリーが受け取り、公爵にも見えるように、その手紙を開く。

　開いて、息を吞んだふたりに、レンナルトはつけ足した。

「……無責任のようだがな」

『感情というのは、どうすれば育ちますか？

　感情のないものは、他人を理解できないから王にはなれないといわれました。

　笑顔というのは、どのようにして浮かべればよいのでしょう？

　セットの『運命の女』というのは、笑顔がうつくしい女なのだそうです。

　このまま王女修業を続けていけば、いつか感情も笑顔も手に入るかもしれません。

　王女修業、きわめます。』

　──感情はどう育つのかと訊いている手紙のなかで、すでに育ちつつある感情が存在することを、エリーザベトは無自覚にも吐露していたのだ。

「～～～無責任すぎるわ、《初代》！」

「《初代》、いまエリーザベトはどこにいる!?　まさか、セットという男のもとに……っ!?」

　年甲斐もなくあわてふためく女王と老宰相を交互に眺めながら、リドホルムの建国者は、幸福そうに微笑んだ。
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主人公の大食漢ぶりにちなみまして。

大好物……。それは決まっているでしょう！

イケメン!!　ただのイケメンじゃダメですね。

一本筋の通った職人気質な感じで、堂々と腰が座っていて、熱く、香り高い甘さもあって……。夏でも冷やしは絶対却下！

ああ、すうどん最高……
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大好物……？

日本酒です！　日本酒!!　大吟醸!!

日本酒、と聞いただけで

心が躍ります。
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著者／高たか丘おかしずる

イラスト／由ゆ貴き海かい里り









2014年5月30日電子版ver.1.0発行









発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　WANNABIES









(c)2008 Shizuru TAKAOKA





本電子書籍はビーズログ文庫『王女修業、きわめます。』（2008年7月25日発行　初刷）を元にして制作しております。









本書に関するお問い合わせ先

エンターブレイン　カスタマーサポート

電話　0570-060-555

（受付時間　土日祝祭日を除く12：00～17：00）















item/image/p000-00-7-1.jpg





item/image/p000-00-5-1.jpg
%
N

C{ewb)
!10

ELYFILRY &
BEBGHROTFIND

BiRHET,
IU-¥XbO






item/image/p000-00-15-1.jpg





item/image/p000-00-17-1.jpg





item/image/p000-00-57-1.jpg





item/image/p000-00-55-1.jpg
= - —






item/image/p000-00-53-1.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p000-00-60-1.jpg





item/image/p000-00-76-1.jpg





item/image/p000-00-78-1.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p000-00-29-1.jpg





item/image/p000-00-23-1.jpg





item/image/p000-00-42-2.jpg





item/image/p000-00-21-1.jpg





item/image/p000-00-42-1.jpg





item/image/p000-00-40-1.jpg





item/image/p000-00-72-1.jpg





item/image/p000-00-69-1.jpg





item/image/p000-00-6-1.jpg
BUIEDDRID
PI1bLA, &

b 1)
VU —-DERTHY,
BLWhE218 X

&
|






item/image/p000-00-35-1.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		王女修業、きわめます。



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-33-1.jpg





item/image/p000-00-31-1.jpg





item/image/p000-00-10-1.jpg





item/image/p000-00-26-1.jpg





item/image/p000-00-47-1.jpg





item/image/p000-00-66-1.jpg





item/image/p000-00-62-1.jpg





item/image/p000-00-50-1.jpg





